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日 本 寄生 学 集 の 2。 うち も の 状 の 部 と お よび 虫 の 部 が 出来 上 
つた の で , ここ に 文献 集 の 第 3 冊 を 出版 する 。 以前 に 同様 の 企 て が な され た と き は , 中 上 由 
乱 だ けし か 出版 され な か つた の が , 今度 は ぞくぞく と 出版 され る の で 同 席 の いた り で ある 。 
それ に し て る も 編集 の 労 を と つて いた だ いた 講 氏 に た いし て は , 会 員 一 同 と と も に 厚く 感謝 
の こと ょ と ば を ささ げた い 。 

な お , 本 の 収め た 部 は , 便宜 上 虫 と 虫 と を 2. 線 d- , d-5 と し て , ま 
た 攻 状 虫 を 同 e) と し て 見 出し を つけ て お いた 。 さ き の 第 2 冊 に その まま つづ くも の で ある 。 


1959 年 3 月 16 日 
文献 集 編集 主任 小 宮 義 孝 


凡 例 


1) 本 は 2. 線 d-4) , と e) 状 と に 関す る 1958 年 2 月 

; の 日 本 と に お ける 業績 を 含む 。 

2) 学会 に おい て 発表 され た も の の 抄 鉄 は , 文献 末尾 に (会 92 を も つて 示し た 。 た で し , 日 本 

寄生 貝 学会 記事 の み は 全 部 この 記号 を 省略 し た 。 

: 3) 採録 し た 範囲 は , 原則 と し て 日 本 人 に より 日 本 又は 外国 の 学術 雑誌 に 発表 され た 業績 に 

; 止め た が , 外国 人 が 日 本 で 得 た 業績 を 外国 雑誌 に 発表 し た も の も 含め た 。 こ の こと は , 

| すべ て 論 肢 が 発表 され た 当時 の 国籍 に も と づく 。 

4) その 他 の , 使用 上 の 注意 は 々 既刊 の 交 集 に 従 つ た が 録 雑 誌 は 既刊 の 文献 
集 所 載 以 外 の 雑誌 が あり , また 正式 の 略 称 の ある も の は それ に 従 つ た 閣 に 改め て 記載 
し , 上 且 若 干 の 変更 を 行 つ た 。 


1958 年 2 月 
編 集 者 
} 東京 大 学 伝染 病 研 究 所 寄生 虫 研究 部 佐々 学 
東京 大 学 家 内 科学 久 米 清 
岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 学 教室 で 


文献 集 虫 に 関し て の 注意 事項 


本 交 献 集 の 率 状 虫 と 称す る も の は , 今日 の 分 類 (Chitwood and Chitwood, 1950 に 準拠 ) 
で 状 虫 上 科 Superfamily Filariodea (Weinland, 1958) Steiles, 1907 た に 属す る も の に 
限る も の と する 。 

集録 し た も の は 既刊 各誌 を 渉猟 し た 以外 に , 六部 省 総 合 研究 費 に ょ る 糸 状 帳 研究 班 員 及び 
承 状 貝 研究 者 各位 に 連絡 し て 直接 それ ぞ れ の 発表 を 知ら せ て 頂き , 遺 単 な た き を 期し た 。 
掲載 様式 は 人 体 並 びに 野生 及び 実験 動物 に 寄生 する も の (第 工 部 : 佐々 学 編 ) と , 家 書 に 
寄生 する も の (第 : 久米 清治 ) と に わけ , 後者 は 更に 脳 存 虫 症 , 
皮膚 虫 症 を 独立 させ , 各々 を 種類 別に 排列 し た 。 な お , 症 及 び 皮 糸状 
虫 症 に つい て は 最近 非 欠 状 虫 説 も 唱え られ て いる の で , これ ら の 文献 も 包括 する こと ゝ し 
た 。 ま た , Setaria cervi, S. digitata, S. labiato-papillosa は シフ = ム と も 云わ れる が , 
生物 学 的 観点 , 特に 非 固 有 和 宿主 に 対す る 病原 性 か ら す れ ば 必ず し も 同一 種 と 思わ れ ぬ 点 も 
多い の で , 一 応 原 著者 の 選ん だ 種 名 通り に 分 類する こと と し た 。 

第 III 部 は , 内 容 の 項目 別 素 引 と し た が , 人 寄生 , 家 者 寄生 , 諸 種 動物 寄生 の 三 都 た に 分け, 
それ ぞ れ 種類 別に 細分 し て 検索 の 便利 に 資 し た 。 各 部 , 各 項 目 及 び 各 種類 と また が る 業績 
は 各々 の 部 位 に 重複 採録 し た 。 又 , 文献 の 特に 少な いも の に つい て は 省略 し た 。 

綿 集 に 当 つ て は 北村 精 一 教 接 を 班長 と する 文部 省 科 学研 究 費 , 糸 状 虫 班 の 御 援助 を 何 ぎ , 
第 工 部 に つい て は 押田 二子 氏 の 長期 に 生 る 協力 を 得 た こと を 特記 する 。 
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医 誌 医学 会 雑誌 

麻布 獣 研 報 …・ 麻 布 獣医 科大 学研 究 報 告 
バイ エル 用 薬品 文献 集 
ペ テ リ ナリ ガ ジ ン 

医 報 鎮西 医 報 
治療 

治療 誌 …………・ 治療 学 雑誌 

治 薬 報 ………・ 治療 薬 報 
産 の 研究 

月 報 ……・ 産 獣医 月 報 

朝鮮 博物 学会 雑誌 
朝鮮 医 誌 ……… 朝鮮 医学 会 雑誌 

朝鮮 細 羊 協会 腰 麻 会 

中 外 医 報 …・… 中 外 医 事 新報 

中 獣医 誌 ………… 中 央 獣医 学 雑 誌 

中 獣医 会 誌 …・ 中 央 獣医 会 雑誌 

中 央 医 誌 ・………- 中 央 医学 雑誌 

同仁 会 医 誌 …・ 同 仁 会 医学 雑誌 

生 検査 

学 月 学術 月 報 別 冊 和 

眼 臨 医 報 眼科 臨床 医 報 

学術 風土 研 報 ‥ 学 術 会 議 風土 病 研究 特別 委員 会 報告 
現代 現代 の 

軍医 団 誌 ………… 軍医 団 雑誌 

軍医 誌 ………・…: 軍医 学会 雑誌 

ゲ レン マッ … グ レン ツゲ ビー ト 
行 刑 術 生 行 刑 生 

岐阜 医 紀 ・……… 岐阜 医科 大 学 紀 要 

皮 誌 皮膚 科 尿 器 雑 誌 
皮 紀 要 皮 紀 要 

友 最 ………… 皮膚 科 最近 の 進歩 

性 誌 皮膚 科 性 病 科 雑誌 

紀 要 泌尿 器 科 紀 
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福岡 医 誌 ………… 福岡 医学 雑誌 
福岡 医大 誌 …… 福 岡 医科 大 学 雑誌 
福岡 誌 福岡 衛生 学 集 談 会 誌 
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海 医 提 海軍 医事 
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家畜 衛 報 家 衛生 協会 報 

家畜 保衛 報 …・ 家 保 健 衛生 技術 研究 会 

家 術 試 報 ……… 農林 省 家 書 衛 生 試 験 場 研究 報告 

家 試 農林 省 衛生 試験 場 講 容 抄 
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研 頑 誌 研 会 雑誌 
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小林 祝 記 ……… 小林 晴 治郎 博士 古 移 祝賀 記念 誌 ( 稀 
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熊本 医 誌 ……… 熊本 医学 会 雑誌 日 新 医 学 ・……・ 日 新 医 学 
京都 医 誌 ……… 京都 医学 会 雑誌 日 消化 誌 ・……… 日 本 消化 器 病 学会 雑誌 
共済 医 報 共済 日 日 本 獣医 雑誌 
近 人 会 日 獣 医 誌 日 本 医学 会 雑誌 
九 大 医 報 ……… 九 大 医 報 日 獣 協 誌 ………… 日 本 獣医 協会 雑誌 
九 沖 医 会 誌 九 州 沖縄 医学 会 会 日 会 誌 ……… 日 本 獣医 雑誌 
九州 医 誌 ………… 九州 医学 会 雑誌 日 導 大 紀 ・……… 日 本 獣医 書 産 大 学 紀要 
滴 生 報 …………… 満 洲 生 物 学会 会 報 日 婦 熊 本 報 …・ 日 本 婦人 科学 会 熊本 地方 支部 会 会 報 
鮮 医 界 鮮 医 界 日 薬理 誌 日 本 薬理 学会 誌 
洲 医書 産学 会 誌 農 牛 血 報 ……・ 商務 省 牛 疫 血 清 製 造 所 年 報 
細 細 帯広 大 報 帯 広 大 学 学術 研究 報告 
細 資料 細 資料 大 阪 研 報 大 阪 府 立 生 研究 所 報告 
長野 店 研 ……・ 長野 県 書 産 技術 研究 報告 大 阪 医 誌 ………・ 大 阪 医学 会 雑誌 
長崎 医 誌 ・………・ 長 崎 医学 会 雑誌 大 医事 誌 ……… 大 阪 医事 新 誌 
長崎 風 研 ・…… 長崎 大 学 風土 病 研究 所 業績 大 阪 獣 師 報 …・ 大 阪 府 獣医 師 会 報 
長崎 誌 長 崎 学 雑誌 大 阪 日 赤 ……… 大 阪 日 赤 医 学 
医学 医学 岡山 医 誌 岡山 医学 会 雑誌 
児 科 誌 児 科 雑 誌 応 動 ………… 応用 学 雑誌 
日 病 理 誌 ……… 日 本 病理 学会 会 誌 応 獣 誌 ………… ・ 応 用 獣医 学 雑誌 
日 微 病 誌 ……… 日 本 微生物 病理 学 雑誌 研 年 報 … 研究 所 年 
日 伝染 誌 日 本 伝染 病 学会 雑誌 R 団 誌 軍 軍医 団 誌 
日 本 医学 日 本 医学 報 陸軍 獣医 団 報 
日 大 医 誌 ………… 日 本 医学 雑誌 臨 獣医 報 ・……… 臨床 獣医 学 新 報 
日 生 誌 日 本 生 学 雑 
日 学 本 学校 生 臨 画 臨床 画 報 
日 外 日 本 外科 と 研究 
日 外 科 誌 日 本 外科 学会 雑誌 臨床 
日 泌 誌 ・………… 日 本 泌尿 器 科 学会 雑誌 臨床 医 ・………・ 臨床 医学 
日 医事 報 ……… 日 本 医事 新報 陣内 児 ………… 臨床 内 科 小 児 科 
日 医 ……… 日 本 医 雑誌 臨床 日 本 医学 
日 術 誌 ……… 日 本 雑誌 皮 臨床 の 皮 と その 領域 
日 血液 誌 ………… 日 本 血液 学会 雑誌 ee ee 細菌 学 雑誌 
日 科 学会 熊本 地方 部 会 会 最近 最近 の 獣医 学 
日 記 日 本 寄生 虫 学会 記事 産 と 婦 産科 と 婦人 科 
日 寄 記 東 ・……… 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 記事 四国 医 誌 ………・ 四国 医学 雑誌 
日 近 日 本 学会 近 部 例 新薬 新薬 と 臨床 
日 寄 記 南 ……… 日 本 寄生 虫 学 会 南 日 本 支部 大 会 講演 新治 療 ・……… 新しい 治療 
日 西 日 本 寄生 学会 西日本 支部 大 会 記事 診 診断 と 治療 
日 九 州 ……… 日 本 寄生 学会 九州 地方 部 会 記事 誌 ………… 雑誌 
日 内 科 誌 日 本 内 科学 会 雑誌 医 医 学 
日 日 本 臨床 総研 医薬 総合 研究 報告 集録 医学 及び 薬学 編 
日 臨 外 誌 ……… 日 本 臨床 外科 医 会 雑誌 総研 生 農 …… 総合 研究 報告 集録 生物 及び 農学 編 
日 山 報 本 山羊 協会 報 獣医 獣医 学 誌 
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体 性 実地 医家 と 

東 医事 誌 ……… 東京 医事 新 誌 十 全 医 誌 ……… 十 全 医学 会 雑誌 

東京 医 誌 ………・ 東京 医学 会 雑誌 調 報 所 研究 報告 
東 女医 誌 東京 女医 会 雑誌 獣医 

東農 工 年 報 …・ 東 京 農工 大 学年 報 獣 書 新報 ……… 獣医 書 産 新報 

Peoc; Abstracts from the Proceedings of Suiyokai 
Journal of Veterinary Research 
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for Infectious Diseases 
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Medicine and Hygiene 

J, S. Arm. Force. Med, S. Armed Forces Medical Journal 
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浅田 順一 
1925 a 一 縮 虫 の 発育 史 に 関す る 研究 ( 附 ) 人 体内 発育 試 
験 (会 ) 日 伝染 誌 20 (6), 
1925 b 一 の 発育 た 関す る 研究 (第 1 報 ) 特 に 
子 に 関す る 知見 並び に こそ の 抵抗 力 と に つい て 
岡山 医 誌 492 


浅葉 周夫 ・ 小 林 
よ ょ よる) (会 ) 獣 書 新 報 176, 197 
天沼 言 高 
1957 一 豚 の 症 の 1 例 新報 211, 821 
丁 久 馬 大 


1934 一 虫 に 依る 様 炎 ( 会 ) 
日 外科 誌 35(7), 980 
柄沢 正 一 4 
1934 一 の 寄生 せる 様 突 (図説 ) 
医 展 210, 28 
片田 武揚 
1928 一 縮 虫 寄生 に 因 る 腸 の 病理 組織 学 的 研究 
病理 紀 5(1), 


河合 
1927 一 綿 虫 卵 こ 及ぼ す X 線 の 作用 慶応 7(3), 567 
川本 


1953 一 腸 管 に だ お ける 、 虫 及び 
の 観 容 京都 医 誌 4(1), 14 
1955 一 Piperazin ( ) の , , 虫 及び 
条 虫 に 対す る 効果 試験 医 生 36(6), 242 
小泉 
1943 一 , , 二 指 腸 等 の 感染 に 於 け 
小泉 ・ 小 方 則 ・ 千 葉 隆 ・ 佐 藤 三 
1938 一 及び 虫 に 於 ける 後 感染 抵抗 性 試験 
寄生 虫 後 感染 抵抗 性 の 研究 ) (1) 
応 18(6), 807 
福島 文 信 ・ 南 ・ 武 石 
1938 一 内 移行 仔 の 検査 法 と , 
叉 感染 応 18(5), 675 
古山 利雄 
1956 一 自然 に 於 ける 及 び の 検査 (会 ) 
医 誌 20(11), 1743 
古山 幸男 
1956 一 多 の に 関す る 研究 付 . 
の 脱 岐阜 医 紀 3(5), 309 


長谷 川 徳 三 
1924 一 綿 虫 の 発育 に 関す る 実験 的 研究 福岡 医大 誌 
17 (8), 


一 三 


1929a 一 縮 躍 の 感染 経路 及び その 発育 に 関す る 実験 的 


研究 熊本 医 誌 5, 
1929 b 一 縮 中 の 感染 経路 及び その 発育 に 関す る 実験 的 
研究 熊本 医 誌 5(12), 919 


1935 一 と の 交叉 感染 に 関す る 研究 
15(7), 1055 
星川 登 
1957 一 大 の 経 肛 の レ 線 学 的 老 
日 誌 10(1) , 20 


井田 正二 
1931 一 構造 に つい て 慶応 11(3), 713 
今川 与 


1934 一 だ な る を 宿 せ る 1 検 例 
東 医 事 誌 _2865, 370 


井上 久男 
1939 一 と と の 重複 感染 試験 19(1), 1 
石川 八 
1940 一 Parabiotic Rats を 以 っ て せる 鞭 虫 後 感染 抵抗 
性 実験 慶応 20(3), 361 


1940 一 Parabiose ラッ テ を 以 つ て せる 後 感染 抵抗 
性 実験 (会 ) 日 寄 記 12, 23 
美和 
1930 一 必ず すべ し 
1931 一 虫 と その 
近藤 登 之 助 
に 依る 豚 除 試 験 (会 ) 
日 獣 誌 13(5, 6), 348 


治療 新報 29(⑰), 
座 外 治療 6(2), 147 
臨床 医 24(10), 1954 


功刀 
1957 一 に Methylbenzene の 薬効 


新 報 213, 944 
松林 久吉 
1934 一 Orang-Utan に 見 せ る 及び 並び に 
分 に 関す る 1, 2 の 標 徴 
慶応 14(7), 965 


松田 ・ 前 田 義 

1954 一 の 研究 (会 ) 広島 医学 7(4), 74 
松田 ・ 前 田 義 今 田 有 人 

1955 一 症 の 研究 鹿島 医学 号 3(5), 251 
丸山 


1927 一 諸 種 の 病 と 誤診 せら れ た る 団 虫 に よる 高熱 患者 
の 1 治験 例 日 新 治療 124, 


宮本 佐 市 
1950 一 犬 の の 経 肛 的 日 3(5), 131 
望月 ・ 石 田 


1947 一 ジラ フ よ り 得 た る 罰 虫 (会 ) 
日 誌 9(3,4), 116 


森 建 樹 ・ 森 建 吉 


1953 一 N-Butylchlorid に 依る 犬 


に 
に 
人 
| | 
| | 
TE 


)55 


新報 122, 1042 


利幸 
1956 a 一 感染 経路 の 疫学 的 研究 (4) 多 , 及 
び 罰 虫 の 家族 内 集積 状況 医 生 38(4), 106 
1956 b 一 感染 経路 の 疫学 的 研究 (7) アメ リカ 
の し て 分 布 す る 地帯 ける 及び 


の 感染 状態 (2) 医 生 41(6), 219 
1957 a 一 多 虫 感染 経路 の 疫学 的 研究 (8) 熊本 県 南部 
地方 の 農村 に 於 ける , 並び に 虫 の 
感染 状態 医 生 42(4, 137 
1957 b 一 多 貝 感染 経路 の 疫学 的 研究 (9) 福岡 中 部 地方 
の 農村 に 於 ける 虫 , 及び の 感染 状 
医 生 42(6), 207 
1957 c 一 感染 経路 の 的 研究 (10) アメ リカ 
虫 の 主として 分 布 し て いる 地方 の 農村 に 於 け 
る , 及び の 感染 状態 (3) 
医 生 43(2), 72 
1957 d 一 多 虫 感染 経路 の 痢 学 的 研究 (11) 熊本 県 菊池 
川下 流域 の 多 , 及び の 感染 状態 (1) 
医 生 
1957 e 一 多 虫 感染 経路 の 疫学 的 研究 (12) 熊本 県 菊池 
医 生 44(4), 150 
武藤 完 雄 ・ 渡 部 達 

1941 一 入 に 依る 末端 限局 (図説 ) 

医 界 週報 335, 38 


中 村 

1939 一 と 大 腸炎 227, 2457 
鳴海 

1940 一 大 の マウ ス 感 試 験 


日 寄 記 12, 33 
1942 一 仔 の 人 工 脱 法 該 仔 の 動物 体外 
並び に 大 二 感 験 
慶応 22(5), 613 
西 業 求 
1918 一 縮 虫 の 宿主 体内 に 於 ける 発育 に つい て 
東 医事 誌 2080, 
野田 二 
1951 一 り 得 た 及び (会 ) 
日 獣 誌 13(5, 6)。 347 
1954 一 和牛 及 び Giraff の 虫 (会 ) 生 誌 3(1),61 
日 獣 誌 16, 104 
1935 a 一線 虫 寄生 の 存する 腸 壁 の 炎 箇 に 因 る イレ ッ ス 
の 1 例 慶応 15(12), 1787 
1935 b 一 犬 虫 の 固有 宿主 の 腸管 内 に ける 態度 
慶応 
応 17(11), 1695 
発育 に 及ぼ 影響 慶応 17 (10) , 1577 
1937 c 一 虫 の 後 感染 抵抗 力 の て 


慶応 17 (12), 1853 
1938 一 犬 の 自然 感染 に 就 て 18(1), 49 
小 県 誠治 
1926 一 温熱 ょ る 卵 の に つい て 
中 外 医 報 1115, 


1952 一 縮 寄生 に 起因 せる 生 の 1 例 
診 401), 56 
岡 


1956 一 剤 Nematolyt (1) , 多 及び に 


対す る 北 関東 医学 6(2), 138 
沖 波 実 
1937 一 綿 虫 の 発育 (1) (会 ) 朝鮮 医 誌 27 (11), 1586: 
佐々 木 哲 丸 
1936 一 虫 医学 130, 157 
鈴木 淳 三 


1935 a 一 虫 と 十二指腸 の 感染 に 関す る 研究 
15(⑭), 671 
1935 b 一 線 虫 と 十二指腸 虫 の 混合 感染 に 関す る 研究 
15(7), 1043 
1934 一 の 重複 に 関す る 研究 
魔 応 14 (8), 1079 


銘木 寛之 助 
1916 一 様 炎 に 於 ける の 病理 的 意義 に 関す る . 
知見 補遺 東京 医 誌 (24) , 

高岡 

1956 一 犬 の 除法 日 庄 9(12), 586 
栃 原 

1924 一 綿 虫 の 発育 に つい て 細菌 327, 
豊田 一 長 

1932 一 寄生 卵 特に 久 の 人 工 に する 研究 


大 阪 医 誌 31(8), 3123 


上 野 節 
1938 a 一 牛肉 = キス 混合 食 虫 感染 試験 
18(2), 195 
1938 b 虫 重 感染 の 虫 排卵 に 及ぼ す 影 響 
18(9), 1013 
1939 一 感染 に 於 ける 影響 に つい て 
応 19(1), 9 


山元 和 一 

1954 一 犬 虫 症 の 治験 例 日 誌 7(6), 280 
余 語 

1938 a 一 粉乳 混合 食 削 感染 試験 (会 ) 


日 記 10, 53 
1938 b 一 粉乳 混合 飼育 削 犬 感染 試験 
慶応 18(4), 527 


渡部 達 
1942 一 虫 に 依る 腸 末端 部 限局 (会 ) 
日 外科 誌 42(10), 1689 
1942 一 虫 迷 入 に ょ る 末端 部 限局 性 
東北 医 誌 30(2), 238 
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d5) 可 虫 (Rhabditis) 


閉 者 名 別 目録 


赤木 勝雄 
1927 一 北海 道 ア イヌ に 見 られ た ラプ ヂ デ チ ス の 一 新種 に 
就 い て 中 外 医 報 1126, 151 一 156 
岩田 節夫 
1957 a 一 Rhabditis の 人 分泌, 排 江 系 に つい て 1. Rhab- 
ditis tkedai Tadano に つい て 
岐阜 医 紀 5(3), 77 一 87 
1957 b 一 Rhabditis の 分泌, 排 に つい て IL. 学 
の 開 便 内 より 得 た Rhabditis sp. に 就 い て 
岐阜 医 紀 5(3), 248 一 255 
石黒 三 
1935 一 数 日 に 豆 り 患者 の 尿 中 に 検出 し た る 線 虫 な ら び 


に その 感 経路 台 誌 14(12), 
小林 晴 治 
1912 一 人 生 寄 生 線 虫 の 一 新種 
東 医 事 誌 1899, 2571 一 2573 


1915 a 一 人 腸 中 に 見 出さ る ラブ ヂ デ チ ス に 就 い て 
細菌 232, 107 一 116 
1915 b 一 人 腸 中 に 見 出さ る ラプ ヂ デ チ ス に 就 い て 
動 117 一 124 
1920—On a new species of rhabditoid worms fo- 
und in the human intestine 
J. Parasitol 6, 148—151 


森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 大 橋 政 導 
1958 一 林 程 虫 の 発育 , 内 部 構造 , 感染 経路 と 寄生 
日 医事 報 グ ラビ ヤ 
元 村 動 
1948 一 線 虫 Rhabditis ikedai Tadano の 性 に つい て 
生 熊 学研 究 11(34), 113 一 116 
南 崎 七 
1928 一 自然 於 ける 十二指腸 感染 経路 に 関す る 
の 二 ) 土壌 中 た 於 ける 自由 生活 円 
其 等 と 十二指腸 虫 仔 虫 と の 鑑別 に つい て 
慶応 8(8), 1379 一 1427 
中 田 
1935 一 人 体 寄生 虫 と し て の Rhabiditis に つい て 
朝鮮 医 誌 。25(3), 308 一 317 
岡部 直巳 
1929 一 人 類 の 区 便 中 に 現われ た る ラプ ヂ デ チ ス の 一 種 に 


就 い て 慶応 9(12), 2039 一 2050 
岡部 浩 洋 
1954 一 流産 患者 の 得 た Rhabditis sp. に つい 
動 IV (特別 号 ) 75 一 78 
大 橋 政 


1957 a 一 Rhabditis hominis に 関す る 研究 1 形態 学 的 研 
究 岐阜 医 紀 5(4), 384 一 402 
1957 b —Rhabditis homints に 関す る 研究 I 生物 学 的 
研究 岐阜 医 紀 5(4), 403 一 419 


只野 正志 
1950 一 ナメ クジ xucillaria confusa Cockarell に 寄生 
する 線 虫 の 一 新種 Rhkabditis ikedai n, sp. に つ 
て 動 雑 59(12), 289 一 291 
1952 一 線 貝 Rkabditis ikedai の 正常 発生 に つい て 
動 雑 61(344), 80 
只野 正志 ・ 只 
1955 一 虫 Rkabditis skedaz Tadano の 状 就 い て 
岐大 学芸 学部 研究 報告 (自然 科学 ) 3, 271 一 279 
只野 
1952 一 位相 差 顕微 鏡 に と ょ る 線 虫 卵 の 観 窒 
動 61(344), 80 
1953 一 Rhabditis sp. の 卵 の 初期 卵 割 に 及ぼ す LiC1 の 
作用 動 雑 62(344), 110 
Tadano Yanagi 
1951—Studies of cleavage in the eggs of nematoda.,. 
Sci. Rep. Tohoku Univ., XIX., 
1, 100—113 
只野 柳 只 正志 
1954a 一 遠心 分 た Rhabditis sp. 初期 卵 の 卵 特 
に 星 状 体 と 卵 割 面 に 関係 深い 征 粒 に つい て 
動 63 (344), 164 
1954 b 一線 Rkabditis ikedait TADANO の 同体 
動 65(11), 393 一 395 
Tadano Yanagi & Masashi Tadano 
1955 a—On the elongation and the rotation of the 
spindle, and the different behavior in each 
of the amphiaster, in relation to the cleav- 
age-plane 
Sci. Rep. (Faculty of Libral Arts and 
Science) Gifu University 3, 281—287 
1955 b—On the infinence of Lithium chloride upon 
the eggs of a nematoda, Rhabditis sp., at 
the one cell stage and the behavior of 
the suppressed blastomere 
Sci. Rep. (Faculty of Liberal Arts and 
Science) Gifu University 3, 289—829, 
渡辺 弘 
1920 一 培養 試験 中 の 患者 の に 現れ た る ラプ 
チ ス の 一 種 に 就 い て 動 雑 32, 389 一 395 
1922 一 Rhabdietis 寄生 の 2 例 
日 消化 誌 21(2), 75 一 84 
1927 一 人 生 に 寄生 せる Rhabditis 属 の 一 新種 に 就 い て 
日 病理 誌 17, 215 一 216 
横川 定 
1936—Diploscapter coronata (Cobb, 1893) Cobb. 
1913 の 人 体 寄 生 例 
動 雑 48(8,9,10), 507 一 512 


1954 一 ナチ ナメ ク 寄生 線 虫 Rkabditis ikedai n. sp. の 二 , 
三 薬物 特に 訴 虫 剤 に 対す る 感受 性 等 に つい て 
( ) 日 薬理 50, 149 


(12 ) 


° 


文献 集 2. 線 
e) 糸状 


第 1 部 人 の 糸状 
( 家 玄 以外 の 動物 系 状 虫 を 含む ) 
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著者 名 別 目録 
I. 人 の 
( 家 玄 以外 の 動物 糸状 虫 を 含む ) 
阿部 信 一 


1935 一 Bancroft の Microfilaria banc- 
ofti の 体制 に 関す る 知見 補遺 
台 医 誌 34(8), 1048 
1936 aーMicrofilaria, malayi の 本 邦 内 存 千 に 関す る 2, 
3 の 考察 台湾 医 誌 35(3), 689 一 697 
1936 b 一 Bancrofti 虫 の 発育 に 関す る 研究 
人 誌 35(12), 2833 
1937— Wuchereria bancrofti の 敷 体内 た に 於 ける 発育 に 
つい て 日 寄 記 9, 48 
1938 一 Bancroft 糸状 貝 Wuchereria bancrofti の 感染 
経路 に 関す る 実験 成績 
東 医 事 誌 3085,'1486 
阿部 康男 
1953 a Filaria 虫 の 疫学 的 研究 学 月 41, 32 
1953 b 一 鹿児島 県 の 所 Filaria 症 (糸状 症 ) の 
行 の 商学 的 (会 ) 
鹿児島 医 誌 26(11, 12), 295 
1954 a 一 本 邦 に ける 症 況 調査 成績 (9) 
鹿児島 県 内 陸 部 (追加 ) 
総研 医薬 (28), 442 
1954 b 一 糸状 貝 症 の 疫学 的 研究 
総研 医薬 (28), 442 
1955 一 糸状 虫 症 の 疫学 的 研究 , 糸状 虫 症 の 流行 要因 特 
に 主要 伝播 形態 学 的 検討 と 基 虫 に 対 


する 感受 性 総研 医薬 (29), 522 
康男 ・ 栄 太 
1955 一 Filaria 症 の 疫学 的 研究 Filaria 伝播 奴 の 検討 
(会 ) 鹿児島 医 誌 28(1, 2), 44 
阿部 康男 ・ 山 下 填 


1954 一 鹿児島 県 下 に 於 ける Filaria 糸状 虫 症 の 浸 浮 実 
熊 (2) (会 ) 寄生 虫 誌 3(1), 55 

阿部 康男 ・ 山 下 博 ・ 前 原 試 
1953 一 鹿児島 県 に ける Filaria 糸状 虫 症 の 熊 
(会 ) 寄生 虫 誌 2(1), 42 


阿部 康男 ・ 山 下 博 ・ 若 松 道 範 
1953 一 鹿児島 県 た に 於 ける Filaria 症 の 疫学 的 考察 (会 ) 
日 衛生 誌 8(1), 34 
阿部 康男 ・ 米 沢 藤 士 ・ 指 宿 英 造 
1956 一 鹿児島 に 然 け る 糸状 貝 症 の 疫学 的 研究 (3) (会 ) 
誌 5(2), 224 
史 
1918 一 ふい ら り あ を 仔 虫 の 定期 移動 現 祭 に 関す る 疑義 に 
er 中 外 医 報 (9,10), 196 


一 

1939 一 乳 の 1 例 要 34(2), 
秋山 練 造 

1901 一 人 糸状 虫 に 因 す る 陰 

軍医 団 誌 123, 633 

静 一 

1934 一 地方 病 性 象 皮 病 の 病理 組織 学 的 研究 

日 病理 誌 34, 

天野 正 ・ 児 玉 伸 二 


1955 一 乳 葉 尿 症 に 就 て の 小 検 索 (会 ) 
日 誌 46(9) , 661 
青木 幸三 ・ 坂 井 
1952--Filaria 精 系 腺 炎 の 1 例 
日 誌 431), 37 


青木 意 ・ 劉 崎 直 
1953 一 Microfialria に 対す る Dabiol の 使用 成績 
大 阪 衛 研 報 1; 155. 
木 成 喜 
1955 一 Penicillin に 由 り 治療 せる 乳 譜 尿 の 1 例 (会 ) 
日 46(9), 659 


青柳 安城 
1928 一 象 皮 病 の 治療 方 針 日 外 宝 5(4), 
油 谷 友 ・ 森 川 義 金 ・ 金 子 保夫 ・ 宮 本 睦夫 ・ 
河内 憲一 ・ 宮 川 三 男 ・ 中 瀬 勝 ・ 山 口 富 紅 
1955 一 愛媛 県 三崎 半島 に 於 ける 糸 状 虫 症 の 調査 
四国 医 誌 20 
荒川 忠 万 ・ 油 谷 友 三 ・ 森 川 義 金 ・ 金 子 保 夫 ・ 宮 川 三 男 ・ 
山 
1955 一 本 於 ける 状 虫 浸 状況 調査 共同 研究 (4) 
四国 地方 総研 医薬 (29), 519 


有 里 実行 
1954 一 糸状 虫 症 の 血液 学 的 研究 
長崎 医 誌 29(9), 712: 
有馬 陽一 ・ 格 屋 富 一 
1956 一 Filaria 症 の 自律 神経 機能 (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 247 


浅田 徹 

1931 一 原発 性 乳 際 尿 患児 の 一 症例 児 科 誌 368, 
見 一 

1940 一 Filaria 症 症 例 児 科 誌 46(11), 1451 
河 世 知 節夫 ・ 亀 甲 大 


1953 一 乳 葉 尿 に 関す る 小 統計 
鹿児島 医 紀 4(1), 32: 
馬場 
1912 一 人 血 糸 状 虫 供覧 
文仁 桂 
1921 一 朝鮮 に 於 ける 地方 性 祭 皮 病 の 研究 
朝鮮 医 誌 29(8), 1426 一 1442 


皮 12(6), 


帖佐 意 
1912 一 象 皮 病 の 原因 及び その 予防 接種 成績 た に 就 い て 


( 14 ) 


~ 
1 
: 


2. 虫 糸状 虫 ・ 第 人 の 


中 央 医 計 10(7) , 1 一 11 
1913 一 病 の 予防 接種 
日 内 科 誌 1(4), 241 一 242 
江原 知 

1927 一 フォ ラリ ア 性 陰 

江本 ・ 坂 本 公 
1953 一 乳 患者 の 周囲 離 術 前 後 の Pyelogram 
(会 ) と 15(2), 202 


藤林 屋 富 一 


日 誌 16(4), 


1956 一 Filaria 症 の 臨床 生化 学 的 研究 血糖 並び に 白 


血球 像 の 変動 (会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 247 


藤井 信 
1938 一 病 

藤井 静 英 
1915 一 沖 下 に 於 ける 小児 糸状 虫 病 ・ 的 並び に 

臨床 的 観察 ( 附 病 ) 

児 科 誌 187, 1017 一 1074, 

188, 9—46 
官報 3009, 


海軍 医 誌 32(1), 79 


1922 一 小児 に 於 ける フィ ラリ ア 病 
藤井 静 英 ・ 比 
1916 一 沖縄 県 下 に 於 ける 人 象 皮 病 最小 部 落 に 於 ける 小児 
状 虫 病 児 科 誌 196, 
藤巻 博 教 
1955 a 一 糸状 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 第 一 報 
Dieteylarbomazine の 体液 中 濃度 の 測定 


EE 長崎 医 誌 30(11), 1956 一 1958 
1955 b 一 Piperazin 投与 に 由 り 発生 し た 精 
腫 ( 会 ) 寄生 虫 誌 4(2), 163 


1956a 一 糸状 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 第 二 報 
Diethylcarbamazine の 中 濃度 と 尿 
量 に つい て 長崎 医 誌 31(11), 930 一 947 
1956 b 一 糸状 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 2) Dieteyl- 
carbamazine の 吸収 と 排 洪 (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 250 


深井 東 天 
1935 一 象 皮 病 の 一 例 日 泌 誌 21(11), 
福田 千代 太 


1944 一 アン チ モ ン コロ イド 剤 AMC に 依る バン クロ 
フト 状 虫 仔 虫 の 昼間 液 内 誘致 
臨 研 21(12), 944 一 945 
福元 務 
1955 一 Filaria 症 の 赤血球 像 (2) (会 ) 
鹿児島 医 誌 28(1, 2), 44 
1956 一 Filaria 症 の 血液 学 的 研究 (2) 赤 血球 系 (2) (会 ) 
鹿児島 大 医 誌 8(5), 補 了 冊 , 
日 血液 誌 19 3), 
福本 務 ・ 作 ・ 津 崎 文 中 野 一 
1956 一 日 に 於 ける Filaria 患者 に 健康 人 の 
析 血 液 像 の 変動 (会 ) 
鹿児島 医 誌 29(7, 10), 286 
福本 務 ・ 覆 屋 富 一 
1955 一 Filaria 症 の 血液 学 的 研究 (2) 赤血球 系 (会 ) 


( 


日 血液 誌 18(4), 328 
福島 英 
1954 一 糸状 虫 症 の 肝 機 能 及 び 血 消 看 白 (会 ) 
鹿児島 医 誌 27(3, 4) 74 
1955 一 糸状 虫 症 の 肝 機 能 ( 会 ) 日 消化 誌 52(4), 180 
藤崎 俊 
1928 一 フォ ィ ラ リア 病 の 一 例 
台 医 誌 283, 1188. 


1940 一 Filaria 精 管 炎 症例 追加 
と 8(2), 114 
二 義 掘 ・ 西 本 勝之 輔 健吾 ・ 片 峰 大 助 
1940 一 乳 368 例 の 統計 的 観 日 泌 誌 29(2), 
古川 正道 
1911ー リッ ヒ ・ 氏 新 と フォ ラリ ア 
東 医 事 誌 1705, 
不破 格 
1914 一 石川 県 に 於 ける 祭 皮 病 調査 報告 
中 外 医 報 809, 1604 一 1605. 
Galliard, H. 
1943 一 東亜 に 於 ける フィ ラリ ア 病 
日 医事 報 1102, 2009 一 2011 
南 
1930 一 朝鮮 に 於 ける 地方 病 性 病 に て 医 
花城 ・ 城 間 盛 ・ 山 修 ・ 上 原 直 三 
1953 一 国頭 村 に 於 ける フイ ラリ ア 症 に つい て 
球 研 年 報 1953(1), 13 一 16 
1954 一 沖 縄 , 国頭 村 に 於 ける Filaria 症 
術 査 3(5), 210 
花城 ・ 城 間 盛 吉 上 原 直 三 ・ 山 修 
1954 一 国頭 村 に 於 ける Filaria 症 
書 新 報 146, 1145- 
原 英 道 
1940 一 Filaria 病 乳 葉 尿 症 に Naphthalin 療法 を 行い 
た る 2 治 験 例 海軍 医 誌 29(2), 141 
美 知 
1934 一 乳 に ける 薬 液 注入 の 治療 
朝鮮 医 誌 24(12), 


豊作 
1959 一 Filaria の 症 の 栓 球 系 (3) (会 ) 
鹿児島 医 誌 29(1, 2), 37 
豊作 ・ 屋 富 一 


1955a 一 Filaria 症 の 血液 学 的 研究 殊 に 栓 球 夫 ( 会 ) 
寄生 虫 誌 4(2), 164 

1955b 一 Filaria 症 の 血液 学 的 研究 (3) 栓 上 系 (会 ) 
日 血液 誌 18 (4), 328. 

1956 一 Filaria 症 の 血液 学 的 研究 (3) 栓 球 了 系 (2) (会 ) 
日 血液 誌 19(3) , 216 


長谷 川幅 夫 
ィ ラ リア の 手術 的 療 


大 阪 医 誌 42⑮), 


で 
5. 
| 
78& 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 ・ 文献 集 


日 外科 誌 43(7), 876 
八田 千代 ・ 横 井 正幸 ・ 梅 本 元 猪 ロロ 一 松 田 
1952 一 天草 に ける 陰 腫 調査 報告 (1) 
熊本 医 誌 26 (10, 12), 349 
幡 訣 休 吉 ・ 井 上 景 介 
1943 一 Filaria 性 疾患 に 対す る Formol-gel 反応 実験 
鹿児島 医 誌 20(3), 65 
波多 野 巳 
1941 一 興味 ある Filaria 症 の 1 例 ( 附 ) 海軍 兵学 校生 
徒 の Filaria 症 4 例 海軍 医 誌 30(10), 707 
林 
1907 一 フィ ラリ ア ・ ザ ング イメ ヌス ・ ホ ミニ ス の 人 体内 
分 布 並 びに フォ ラリ ア 症 の 病理 解剖 
中 外 医 報 658, 
1919aー フ ォ ラ リア 症 に 就 て 日 病理 誌 9, 206 一 210 
1919b フィ ラリ ア 性 乳 際 及 び 血 乳 の 病理 解剖 
学 的 観察 中 外 医 報 950, 
1925 一 Bancroft 氏 フ ラ リア 仔 (Filaria sanguinmus 
hominis Lewis) の 人 体内 分 布 並 びと フォ ラリ ア 
性 血 症 の 病理 解剖 知見 
長崎 医 誌 3(3), 269 一 316 


林 滋 生 
1951 aー マ レー 状 由 新 媒 人 つい て 
術 動 2(2, 3), 75 一 76 
1951b 一 フォ ラリ ア 症 に つい て 
六 10(2), 12 一 14 
1953 一 八 方 の Filaria (4) マレ ー 虫 媒介 
の 実験 的 研 完 予 報 ( 会 ) 臨床 6(1), 70 
1954 一 日 本 に 於 ける マレ 症 と バン クロ フト 
状 由 の 比較 研究 小林 祝 記 41 一 53 
1955 a 一 人 玄 フ ィ ォ ラ リア 症 の 病原 虫 と 其 の 疫学 (会 ) 
日 新 医学 1, 1~12 
1955b 一 フォ ィ ラ リア 日 本 の 風土 病 (4) 
自然 10(4), 32 一 39 


林 滋 生 ・ 小 峰 績 ・ 石 井 省 吾 ・ 佐 々 学 
1952 aー マ レー 虫 症 及 び 二 三 の バ ンタ クロ フト 
症例 た に ける スパ トニ = ン の 応用 
新治 療 2, 


1952 b フィ ラリ ア の 新しい 治療 , 第 三 編 マレ ー 


状 虫 症 及 び 2, 3 の バン クロ フト 系 状 虫 例 に お 
ける スパ トニ = ニン の 応用 
新報 114, 6 7 一 650 


林 滋 生 ・ 佐 々 学 
1953 一 地方 の Filaria (5) (会 ) 
寄生 誌 2(1), 43 


林 生 ・ 佐 々 学 ・ 納 ・ 佐 藤 
1951 一 八 丈 小鳥 の フォ ラリ ア 病 の 研究 (第 二 報 ) マレ 
発見 , 商学 的 並び に へ トラ ザン 製剤 
に よる 治療 日 新 医 学 38 (1), 19 一 22 
林 生 ・ 佐 藤 ・ 田 中 寛 
1957 一 人 に お ける フォ ラリ ア 感 染 の 家族 集積 性 た に つい 
て ( 寄生 誌 6(3, 4, 352 一 353 


林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 ・ 若 
1956 一 野島 に する に 関す る 研究 , ホホ ジャ 
. に 見 出さ れ た 一 糸状 (会) 
寄生 虫 誌 5(⑫), 275 
林 滋 生 ・ 佐 々 学 ・ 田 中 寛 ・ 石 井 省吾 
1954 一 新潟 県 に 於 ける Filaria 症 の 調査 研究 
日 医師 誌 31(9) , 485 


林田 和 治 ・ 山 本 一 夫 
1954ー フ ォ ラ リア 患者 に 見 られ た Leukosarkomatosis 


の 一 例 長崎 医 誌 29(11), 821 一 824 
肥 
1904 一 フォ ラリ ア 成 貝 ( 本 邦 末 発 見 の 雄 虫 ) に 就 て 
東 医 事 誌 1343, 
比 


1915 一 沖 縄 県 下 に 於 ける 小児 フィ ラリ ア 貝 伝播 状況 に 


就 て (第 1 回 ) 児 科 誌 178, 275 一 278 
重 
1932 一 象 皮 病 の 1 例 日 外科 誌 35 (5), 
平田 純 


1936 一 フォ ラリ ア 病 に 関す る 治験 補遺 
東 医 事 誌 2969, 
1939a 一 横川 氏 の バン タク フト 状 貝 症 の 感染 経 
路 , 免疫 , Turnus を 読み て 
東 医 事 誌 3135, 


1939 b 一 病 及 び フ ィ ラ リア 病 た 関す る 知見 補遺 
東 医事 誌 3137, 1489 一 1509 

1939 c 一 Turnus 現象 と 南洋 諸島 に 於 ける Turnus 
欠 除 せる バン クロ フト 仔 虫 の 存在 せる 理由 に 


関す る 知見 補遺 東 医 事 誌 3138, 
1940 一 病 に 於 ける フィ ラリ ア 帯 者 よ 
り 少 き 理 由 に 関す る 考察 


東 医 事 誌 3178, 653 一 654 


渡 
1954ー フ ィ ォ ラ リア 上 症 の 生化 学 的 研究 (会 ) 
鹿児島 医 誌 27(3, 4, 74 


北条 円 了 
1937 一 薬物 注射 た よる バ ンク ロフト ・ ィ ラ リア 」 
仔 間 証明 実験 医 誌 21 (5), 


本 多 忠 夫 
1900 一 日 本 九州 に 於 ける 地方 病 性 祭 皮 病 の 原因 に 関す 
る 概 報 東京 医 誌 14, 563 


一 ノ 瀬 健吾 
1941 一 長崎 県 の フィ ラ リア 状況 調査 
"長崎 医 誌 19 (4), 924 一 936 
伝 ・ 安 田 利 ・ 一 
1944 ラリ ア に よる 精 系 結節 
日 泌 誌 36(2), 118 
星子 未知 男 


1950 一 陰 病 の 1 手術 例 医療 4(7), 395 
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2. 線 虫 交 糸状 ・ 第 部 人 の 


指宿 英 造 
1955aー フ ィ ラ リア 性 陰 水 腫 の 臨床 的 観察 (会 ) 
鹿児島 医 誌 28(1, 2), 名 
1955 bー フ ィ ォ ラ リア 症 に 関す る 研究 (第 9 報 ) 奄美 大 島 
の フィ ォ ィ ラ リア 症 に 就 て 


鹿児島 大 医 誌 7(2), 269 一 279 
1956aー フ ラ リア 症 の 身体 内 臨床 的 観察 
(会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 273 


1956 b 一 奄美 大 島 の フィ ラリ ア 義 (会) 
鹿児島 医 誌 29(1,2), 38 


1956c 一 フィ ォ ィ ラ リア 症 に 関す る 研究 (第 14 報 ) 奄美 大 


島 の フィ ラリ ア に つい て 
鹿児島 誌 8(1), 99 一 107 
1957aー フ ィ ォ ラ リア 症 に 関す る 研究 (第 19 報 ) 奄美 大 
島 ける 内 「 ミ クロ フィ ラリ ア 」 の 
動態 に 関す る 研究 
鹿児島 大 医 誌 8(5), 959 一 964 
1957b フィ ラリ ア 系 の 臨床 並び に 病理 組織 学 
的 研究 鹿児島 大 医 誌 9(5), 


一ノ瀬 


1938 一 フィ ラリ ア 症 に 関す る 2, 3 の 

日 泌 誌 31(1), 47 
1942 一 フィ ラリ ア 症 に 関す る の 観察 第 2 段 フィ ラリ 
ア 反応 長崎 医 20(12), 2174 
1943 aー バ ンタ クロ フト 虫 に 関す る 研究 第 1 長 
崎 県 五島 の バン タク タロ フト 虫 感染 状況 
調査 長崎 医 誌 21(9), 854 
1943 bー バ ンク フト 虫 に 関す る 研究 第 3 バ 
ンク ロフ ト 和 感 に 於 ける 血液 学 的 研 
究 長崎 医 誌 21(11), 1019 

1944 a 一 乳 に ける 外 逆流 像 の 出現 と 

入 療 法 の 効果 と の 関係 長崎 医 誌 22(6), 


ー ノ 瀬 ・ 赤 松 ・ 中 山 
1944-- 状 虫 性 精 管 於 ける 知見 二 , 三 
皮 10(44, 142 一 145 


ー ノ ・ 片 峰 大 助 
1949 一 長崎 県 島原 半 鳥 住民 に 於 ける 糸 状 虫 感染 状況 に 
就 て 学術 風土 研 報 
1927 一 朝鮮 に 於 ける 「 フ ィ ラ リア 」 に 因 す る 象 皮 病 
朝鮮 医 誌 76, 
井尻 辰 之 助 


1914-- 象 度 病 性 性 外陰 部 患者 供覧 ( 
誌 14), 
1929 6 年 前 に 被 膜 術 を 施せ る 症 に 就 て 
( 附 ) 同 症 に 対す る 剤 療法 108, 
1943 一 乳 臣 尿 症 に 対す る アン チ モ ン 療法 
と 泌 11(2), 65 
伊集院 武 
1956 a 一 自 於 ける 虫 症 (2) (会 ) 
寄生 誌 5(2), 225 
1956 b 一 針 尾 駐屯 部 除 に 於 ける 糸 状 虫 の 感染 状況 


) 


保 次 術 生 1(9), 271 


池田 
1929 一 フィ ォ ラ リア 精 系 光世 管 炎症 例 追 加 及 び 本 症 と 陰 
1935 一 「 フ ィ ォ ィ ラ リア 」 症 の 診断 特に 補 体 結合 反応 
日 泌 誌 24(6), 489 
1936 一 フィラ リア 性 疾患 補 体 結合 反応 に 関す る 研究 
長崎 医 誌 14(⑰), 1035 一 1059 


1941 一 フィ ラリ アプ ア 病 日医 事 報 967, 1097 


今 一 
1929 一 下肢 部 病 の 一 治療 し て の 感 
経 幹 節 切 除 術 の 効果 福岡 医 太 誌 28⑰), 
今 


1928 一 県 下 に 於 ける 人 血 病 分 布 の 状態 
びに の 概要 と 体 検索 に て 
軍医 団 誌 185, 


井上 昇 
1933 一 覧 薬液 注入 に ょ る 治療 経過 に つい て 
尿 中 脂肪 量 の 移動 より 見 た る 本 症 の 浴 立 経過 
長崎 医 誌 11 (9), 
1934 一 覧 束 内 薬液 注入 に ょ る 治療 経過 に つい て (2) 尿 
中 蛋白 量 と 脂肪 量 の 相 五 関係 
長崎 医 誌 12 (5), 
1935 a 一 覧 索 内 薬液 注入 に ょ る 治療 経過 に つい て (3) 
見 た る 本 症 の 治療 経過 に つい て 
長崎 医 誌 13(5), 580 一 604 
1935 b 一 覧 索 内 薬液 注入 に ょ る 治療 経過 に つい て (4) 
治 立 成績 の 統計 的 観察 並び に 本 療法 の 奏効 機 
転 に 就 て 長崎 医 誌 13(5), 605 一 624 
1935 一覧 内 薬液 注入 に 依る 閉 止 機転 に 関す 
る 実験 的 研究 


長崎 医 誌 13 (10), 1367 一 1397 


井上 昇 ・ 森 武 
1935 一 我 が 教室 に 於 ける 過去 20 年 間 の 乳 葉 及び 血性 
症 の 統計 的 観 
長崎 医 誌 13(5), 548 一 579 
入 沢 達吉 
1918 一 尿 症 
石橋 吉 


1932 一 腫瘍 を 思わ せる 症 の 物 
日 誌 21 (194), 


実 医 4(46), 


石田 三 

1937 一 鹿児島 県 の フォ ラリ ア 病 に つい て 
鹿児島 医 誌 16 (10), 303 一 304 
1943 フォ ラリ ア 性 腸管 病 様 肥 厚 症 と Crohn 病 
と の 関係 鹿児島 医 誌 20(5), 107 

石黒 春秋 

1905 一 乳 に 二 ロロ 病 を 兼ね に 虫 幼 
虫 を 証明 せ し 1 例 医学 中 央 誌 3(31)。, 
石井 信太 


185 
Si1S 
3 
に 
78 
| 
'4 5 
| 
| 
8 
)5 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 附 録 文献 集 


1932 一 民 門 た 於 ける ター レッ クス 族 (Triebe culicini) 
"並び た に 之 と 関係 ある 疾病 た つい て . 
実験 医 誌 16 (5), 461 一 468 

1936 一 沖 縄 県 下 の フ ォ ィ ラリ ア 病 た つい て 

日 寄 記 20(11), 1942 


石井 
1954 一 青森 県 に 於 ける フィ ォ ラ リア 症 の 臨床 所 見 
臨 内 児 9(4), 221, 


1954 一 フィ ラリ ア 症 に 於 ける 臨床 的 観察 (会 ) 
日 内 科 誌 43(7), 554 


石渡 忠太 
1933 一 血尿 症 の 和 有 例 日 泌 誌 22(4), 
1934 一 尿 症 の 一 治験 例 誌 35(1), 
1935 一 乳 の 追加 皮 誌 38 (2), 
1936 一 乳 症 に 於 ける 所 管 逆 流 現 病 


理解 学 的 研究 日 誌 29(5), 416 
動 隆 一 
1935 一 症 の 一 治験 例 37 (5), 
伊藤 隼 三 
1915 一 祭 皮 病 た に 成形 を 施せ る 1 例 
東 医 事 誌 1902, 
伊藤 正義 


1930 一 忠 南 に 於 ける 象 皮 様 地 方 病 の 臨床 像 並び に 標本 


供覧 (会 ) 朝鮮 医 誌 20(11), 
伊藤 
1933 一 乳 共 尿 症 の 治療 大 医事 誌 4(5), 
岩永 義雄 ・ 宮 原 道 也 
1936 一 稀有 な る 巨大 外陰 部 象 皮 病 の 1 例 日 稀 3, 
島 坂 造 
1915 一 軍 盤 笠 因 に 於 て 施行 せる ミク ロフ ィ ラ リア 保有 
者 の 検索 海 医 提 63, 
有 門田 光三郎 ・ 屋 武 朝 章 ・ 富 一 
1956 一 フィラ リア 症 の 血液 学 的 研究 (4) 二 , 三 の 生 化 
学 的 所 見 (会 ) 日 血液 誌 18(4), 328 


門田 光三郎 ・ 格 屋 富 一 
1956 一 フォ ィ ラ リア 上 症 の 臨床 生化 学 的 研究 血清 令 白 鉄 


銅 等 の 変動 (会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 249 
由 
1921 一 フォ ラリ ア 病 研究 の 現状 及び 其 の 症状 , 診断 , 
療法 に つい て 日 医事 報 25, 
金沢 信太 
1935 一 「 フ ォ ラ リア 」 性 乳 庶 尿 症 に 対す る レ 線 療法 の 
著 効 治 183, 
神田 虎 治 。 
1907 一 「 フ ィ ォ ラ リア 」 の 種類 乳 共 尿 及び 其 の 療法 に 就 
軍医 会 誌 160, 


1917 一 フォ ラリ ア 験 静 会 報 
金原 庄 治 


1917 一 軍 除 より 観 た る 静岡 県 下 フ ィ ラ リア 病 流行 状況 


静岡 医 会 報 47, 
金子 保夫 ・ 伊 川 裕 ・ 山 本 勤 也 ・ 石 本 悦夫 ・ 武 田 克 之 ・ 宮 
本 睦夫 ・ 村 口 郁夫 ・ 多 田 弘 ・ 佐 々 豊 ・ 山 口 富 林 
1956 一 徳島 県 の フォ ィ ラ リア 症 四国 医 誌 7(2), 65 
加納 
1950 一 鳥 マ ラリ ア の 研究 (5) 日 本 産 野島 の 血液 内 寄生 
虫 の 形態 と くに 末 記 録 種 に つい て 
細菌 5(3), 107 一 111 
笠松 二 三 夫 
1954 一 福井 県 勝山 地方 の フォ ラリ ア 治 薬 報 521, 9 
大 助 
1952 aー フ ィ ラ リア 性 乳 庶 尿 の 発生 病理 に 関す る 研究 
補遺 (1) 排出 の 源泉 に 就 て 


長崎 医 誌 27(4), 195 一 200 


1952b 一 フィ ラリ ア 性 乳 庶 尿 の 発生 病理 に 関す る 研究 
補遺 (2) フィ ラリ ア 症 患者 血液 の 二 三 の 物理 
化学 的 性 状 長崎 医 誌 27 (4), 201 一 212 
1952c 一 フィ ラリ ア 性 乳 了 尿 の 発生 病理 た 関す る 研 完 

補遺 (3) 乳 尿 発生 機 序 に 関す る 
長崎 医 誌 27 (4), 213 一 218 

1952 d 一 Supatonin に 依る フィ ラリ ア 症 の 治療 
長崎 医 誌 27 (4), 219 一 225 

1954ー ンク ロフ ト 虫 症 の 病 

31(5), 36 一 42 


片 峰 大 助 ・ 有 里 実 行 
1954 一 糸状 虫 症 の 血清 学 的 研究 総研 医薬 (28),448 
1955 a 一 乳 中 蛋白 電気 像 (会 ) 

皮 と 泌 17(2), 576 
1955 b 一 の 血液 学 的 研究 (2) 

総研 医薬 (29), 525 


片 峰 大 助 ・ 藤 巻 博 教 
1955 一 Hetrazan の 血 中 濃度 (会 ) 
寄生 虫 誌 4(2), 150 


峰 大 助 ・ 藤巻 教 ・ 伊 集 院 
1954 一 多数 の 成虫 を 発見 し た 糸状 虫 症 の 1 例 
長崎 風 研 29(12), 917 一 920 


峰 大 助 ・ 北 村 精 一 ・ 田 村 
1953 一 Malayi 糸状 虫 症 の 臨床 的 研究 (1) (会 ) 
鹿児島 医 誌 26(4, 5), 146 
峰 大 助 ・ 田 村 
1952 一 「 バ ンク ロフ ト 」 の 内 出現 機 序 に 関 
する 研究 総研 医薬 (26), 323 
1954 バン クロ フト の 末 内 出現 機 序 に 関す る 
研究 (4) 総研 医薬 28, 
1955 一 バン クロ フト 仔 虫 の 末 析 血 内 出現 機 序 に 関す る 
研究 (5) 総研 医薬 (29), 522 
片 峰 大 助 ・ 田 村 治 ・ 森 
1952 一 三 の 薬剤 に バン フト 間 末 
内 ( 報 ) 長崎 医 誌 27(4), 232 一 234 
片 峰 大 助 ・ 田 村 稿 治 ・ 北 村 精 一 ・ 森 口 義 礁 
1452 一 Supatonin の パン クビ フト , 間 末 内 
出 作用 日 誌 43(5), 206 
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峰 大 助 ・ 田 村 ・ 藤 巻 教 ・ 山 崎 豊 有 里 実 行 
1954 一 長崎 県 に 於 ける 貝 浸 淫 調査 報告 (2), 
長崎 風 研 29(12), 887 
片 峰 大 助 ・ 田 辺 紀夫 ・ 藤 巻 博 教 
1955 一 糸状 虫 症 の 免疫 血清 学 的 研究 1) 
総研 医薬 (29), 524 


峰 大 助 ・ 山 崎 豊 
1953 一 フォ ィ ラ リア 症 と 拡散 因子 学 月 41, 342 


片 峰 大 助 ・ 山 崎 豊 ・ 吉 田 
1952 一 長崎 県 下 離 島 に 於 ける フィ ラリ ア 浸 塗 状況 と 其 


臨床 的 観 穴 長崎 医 誌 27 (4), 185 一 194 

1953 一 長崎 県 下 離 島 た に 於 ける フィ ラリ ア 浸 浅 状況 と そ 

の 臨床 的 観 宗 学 月 32, 847 
大 助 ・ 吉 太 


1952 一 フォ ラリ ア の 撤 原 性 の 研究 (1) 皮膚 反応 
長崎 医 誌 27(4), 226 一 231 
1952 一 フィ ラリ ア 的 考察 (会 ) 
日 43(5), 206 


川路 
1953 フォ ラリ ア 並び に 症 の 血管 の 病理 学 的 
研究 学 月 41, 322 
1955 一 糸状 虫 症 の 実験 的 研究 
総研 医薬 (29), 523 


川路 ・ 岡 元 健一 
1954 一 糸状 虫 症 に 於 ける 乳 庶 尿 堅 の 組織 学 的 所 見 
総研 医薬 (28), 445 


川 ・ 橋 ・ 八 丸 夫 
1955 一 フォ ィ ラ リア 症 の 研究 (2) 血管 系 の 変化 (会 ) 
日 病理 誌 44(1), 188, 


川路 ・ 橋 俊昭 八 友 丸 哲夫 ・ 松 本 光 幸 ・ 松 本 諫 
1955 一 フォ ラリ ア 研究 (1) ( 会 ) 
日 病理 誌 43 (地方 会 ) , 143 


川上 
1919 一 統計 学 上 ょ り 見 た る 草 ふ る い 及 び 其 の 象 皮 病 と 
の 関係 に 就 い て 日 病理 誌 9, 
1922 一 糸状 虫 病 慶応 2(9), 1155 一 1219 


河北 夫 
1953 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 学 月 41, 323 
1954 一 糸状 虫 症 の 臨床 特に 血清 学 的 研究 
総研 医薬 (28), 447 
1955 一 虫 症 の 臨床 特に 血液 学 研 
総研 医薬 (29), 524 


河北 崎 夫 ・ 松 原 高覧 ・ 山 本 重光 ・ 橋 本 薫 明 ・ 平 井 俊明 ・ 
野津 原 敏 ・ 田 浩 ・ 渡 辺 作 ・ 山 夫 ・ 由 富 章 一 
1956 一 フォ ラリ ア 症 の 臨床 特に 血液 学 的 研究 
熊本 医 誌 30( 補 冊 2), 498 


川村 
1923 一 新潟 県 下 に 於 ける フィ ラリ ア 病 発生 に 就 て 


( 19 ) 


東 医 事 誌 2323, 
川村 太 
1914 一 病 の 原因 と つい て 
静 海 ・ 山 根 真 
1951 一 フォ ラリ ア に 因 る 顔面 1 例 
診 39(10), 679 


細菌 212, 423 一 443 


大 外科 教室 
1940 一 フィ ラリ ア に よる 腺腫 臨 画 11(6), 
木原 卓 三朗 
1954 a 一 管 , 脈 管 外 路 及び と フィ ラリ 
アァ 症 と の 関係 ( 続 ) 
鹿児島 医 誌 27(7, 8), 139 
1954 b 一 管 脈 管 外 液 路 及び と フィ ラ . リ ア 
と の 関係 鹿児島 医 誌 27(9, 10), 185 
木村 伝 
1920aー フ ラ リア 就 て の (会) 
日 外科 誌 
1920b 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 二 , 三 の 知 見 補遺 
日 外科 誌 21, 
木村 哲二 
1919 一 フィ ラリ ア 症 の 一 剖検 例 
医事 新聞 1023, 661 一 680 
1025, 793—802 


北畠 栄 太 
1954 一 本 に 於 ける 症 浸 調査 成績 (2) 青 
森 県 津軽 地方 総研 医薬 (28), 441 
1955 一 本 於 ける 虫 浸 状況 調査 共同 研究 (1) 
青森 県 津軽 地方 総研 医薬 (29), 518 
北畠 栄 大 郎 ・ 水 谷 昇 ・ 横 内 幸 造 
1954 一 津軽 地方 に 於 ける フィ ラリ ア 症 調査 (2), 伝播 
季節 的 消長 (会 ) 医 5(3, 19 
北 栄 太郎 ・ 高 松 功 
1954 一 地方 に ける フォ ラリ ア (1) 南 郡 野沢 
村 及 び 山 形 村 に 於 ける 調査 (会 ) 
前 医 5(3), 7 
1957 一 青森 県 た に ける フィ ラリ ア 症 の 的 調査 (会 ) 
東 医 事 誌 74(1), 42, 
北 河 
1942 一 陰 乳 の 1 例 
北川 正 
1934 一 湊 度 「 ナ トリ ウム 」 堅 束 内 注入 に 依 て 全治 せる 
治験 例 に 基 の 「 ピ ェ グラ ム 」 
日 誌 23(4), 


皮 紀 要 40(1), 65 


北川 大 森 周三 
1935 a 一 乳 葉 尿 症 の 臨床 的 観察 特に ヨー ドナ トリ ウム 
注入 に ょ る 治療 成績 日 泌 誌 24(②) , 


1935 b 一 症 の 外 流 像 日 誌 24(5), 
1936 一 性 腹水 を 併発 せる 尿 症 の 1 
日 誌 25(3) , 
北川 正 渡 辺 


1935 一 副 頭 部 に 接 在 せ し 「 フ ラ リア 」 結 
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の 1 例 日 誌 (5), 
1936 一 「 フ ォ ラ リア 」 性 精 了 系 硬 結 の 1 例 
上 誌 25 (4), 


1932 一 乳 尿 の 統計 的 観 [ 日 誌 21(3) , 


北原 経 太 
1953 一 鹿児島 県 黒島 及び 宮崎 県 西諸県 郡 小林 市 , 都城 
市 附近 の フィ ラリ ア 症 学 月 41, 319 
1954 aーMicrofilaria 保有 者 調査 法 
鹿児島 大 医 紀 6(3), 232 
1954b 一 フォ ラリ ア 仔 躍 保有 者 調査 の 方 法論 
総研 医薬 (28), 442 
1954c 一 フィ ラリ ア 仔 躍 保有 者 調査 法 (会 ) 
日 生 誌 9(2), 127 
1954d 一 鹿児島 県 下 数 部 沙 に 於 ける フィ ラリ ア 調 査 
(会 ) 寄生 虫 誌 3(①, 54 
北原 経 太 ・ 土 井 彰 
1953 一 黒鳥 に 於 ける 虫 刺 フィ ラリ ア (会 ) 
鹿児島 医 誌 26(8, 10), 252 
北村 包 
1934 一 例 の 経 静脈 「 ェ ロ グラ フイ 
皮 誌 35 (5) , 
1939 a 一 際 九州 医 誌 40, 
1939 b 一 乳 た 於 ける 外 


医 展 234, 
1939c 一 の に て 及び 内 注入 の 
遠隔 成績 に 就 て 日医 事 報 885, 


日 泌 誌 29(1), 1 一 12 
1940 b 一 の 的 観 日 寄 記 12, 38 


北村 導 高 田 之 
1930 一 巨大 な る 陰 票 皮 病 の 一 手術 例 
誌 30(10), 
北村 精 一 
1951 一 (1) 微 最近 の 動向 (2) 臓器 移植 並び に 
冷蔵 皮膚 移植 (3) フィ ラリ ア 症 に 就 て の 二 三 
の 新知 見 鹿児島 医 誌 24(8), 13 
1954a 一 と し て の フィ ラリ ア (会 ) 
生 誌 9(2), 62 
1954b 一 本 邦 に 於 ける 状 虫 浸 況 調査 成績 (5) 
西日本 の 虫 症 (続報 ) 
医薬 (28), 441 
1954c 一 フォ ラリ ア 症 の 研究 治療 510, 10 
北村 ・ 片 峰 大 助 
1951 一 フォ ラリ ア 症 に 於 ける 二 , 三 の 知 見 
東 医 事 誌 69(1), 11 一 14 
1952 一 バン クロ フト 虫 に 於 ける スペ トニ = ニン の 応用 
新治 療 2, 
最新 寄生 虫 病 学 7, 47 一 124 
1953 b 一 Supatonin の バン クロフト 屋 間 末 内 
誘 出 作用 (会 ) 寄生 虫 誌 6(3, 4), 18 


総研 医薬 (28), 447 
1953 d バン クロ フト 糸状 症 に つい て 
日 医師 誌 30(3), 120 一 124 
1954 a 一 糸状 虫 症 ( フ ィ ラ リア 症 ) 
寄生 誌 3(†), 13 一 20 
1954 b 一 地方 と し て の 症 
長崎 誌 3(2), 127 一 135 
1955aー バ ンク ロフ ト 状 虫 
日 医事 報 1635, 56 一 57 
1955 b 一 西日本 の 虫 症 総研 医薬 (29), 519 


北村 ・ 片 峰 大 助 ・ 大 原 有 里 実 行 ・ 上 田 
1953 一 高知 県 に 於 ける フィ ラリ ア 症 
日 医事 報 1505。, 


北村 ・ 片 峰 大 助 ・ 田 村 
1952 一 八丈 小鳥 に 於 ける マレ イ 糸 状 虫 症 の 臨床 
薬 (26), 325 
1953 の 属 島 小島 に 於 ける マレ イ 状 虫 症 に 


つっ つい 医事 報 1527, 
1953 b 人 島 の 属 小島 に 於 ける マレ イ 
(会 ) 誌 ・ 2(1), 111 


1953 c 一 マレ イ 和 糸状 虫 症 の 臨床 的 研究 (会 ) (1) 
学 月 41, 325 
1954 フォ ラリ ア ( 状 症 の 
新薬 3(10), 9-18 


北村 ・ 片 峰 大 助 ・ 田 村 ・ 藤 巻 教 
1955 一 Piperazin に 由 る 虫 果 の 
総研 医薬 (29), 525 


北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 ・ 田 村 ・ 吉 久 ・ 森 義春 : 
・ 有 里 実 行 ・ 大 原 長 浦 ・ 藤 巻 博 教 
1952 一 フォ ラリ ア 況 調査 成績 
総研 医薬 (26), 318: 
1953 一 フィ ラリ ア 況 調査 成績 学 月 41, 318 


北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 ・ 佐 々 学 ・ 林 滋 生 
1953 一 日 本 に 於 ける 症 の 
最新 寄生 虫 病 学 VII, 127 一 150 
1943 一 台湾 万 床 及び 民 5267 名 の 夜間 検 
に よる ミク ロフ ィ ラ リア , バン クロ フト の 検査 


成績 医学 1(34), 375 
小林 英 一 
1938 一 内 に ける フ ィ ラ リア 」 の 発育 変態 
に 関す る 知見 補遺 日 寄 記 11, 38. 


1939 一 ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア ,。 バン クロ フト 体制 に 関す る 
研究 補 ( 英 

Act. Jap. Med. Trop., 2(1), 193 

1940a 一 ミク ロフ ィ ラ リア バン クロ フト に 関す 


る 知見 補遺 台 医 誌 39(10), 1651 
1940 b 一 麗人 体内 に 於 ける ミク ロフ ィ ラ リア バン クビ ブフ 
の 発育 ( 英 


Act. Jap. Med, Trop., 2(1), 63 


( 20 


: 
4 


2. 線 虫 糸状 虫 ・ 第 部 人 の 


1041 一 ミタ フィ 
lex fatigans) に 於 ける 発育 
台湾 誌 40(5), 891 


小林 長 
1933 一 2 年 間 56 例 の 乳 の 統計 的 観 
泌 誌 33(5), 825 一 826 
1935 一 追加 乳 症 に つい て 友 誌 38(2), 321 
小玉 博 
1938 一 女子 外陰 部 旬 皮 病 の 1 例 
提 伸二 ・ 甲 裕文 
1955 一 我 が 教室 2 年 の 症例 
皮 と 17 , 326 


皮 紀 要 31(1), 


小島 浦 三 〔 

1955 一 陰 腫 の 1 例 中 医 誌 69, 
小泉 

1927 一 寄生 動物 学 第 1 人 体 寄 生 
屋 銀 


1928aー フ ィ ラ リア 位 貝 を 証明 せる 星 の 1 例 , 
皮 泌 28, 226 
1928bー ラ リア に 因 る 精 系 管 
実 5(3), 
孤立 性 に 発生 せる 皮 病 の 1 例 
皮 誌 29(4), 


1929 


1934 一 の 治療 成績 
駒 屋 銀 治 ・ 一 ノ 瀬 忠行 ・ 神 代 元 竜 
1927 一 陰 病 の 手 法 に 就 て 
30 (2), 162 
駒 屋 銀 治 ・ 井 上 昇 
1935 一 症 誌 38(2), 
小峰 績 ・ 石 井 省吾 ・ 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 佐 々 学 
1952 一 Supatonin に 依る バン クロ フト の 
に 関す る 知見 補遺 新治 捧 2, 294 一 304 
1953 一 Hetrazan に 依る バン クロ フト 治療 
に 関す る 知見 新報 114, 640 
近藤 決 
1930 一 腫 の 発生 を 伴 を る 女子 外 部 皮 腫 に て 
近 13(1), 
近藤 哲 造 ・ 態 田 富貴 子 | 
1955 バン ソン クロ フト 症 の 治験 ( 会 ) 
日 内 科 誌 43, 1013 


河内 憲一 ・ 成 田 克 元 

1955 一 徳島 県 下 の 紀 1(3), 207 
河野 隆 

1938 一 下顎 部 病 患 者 上 腫 に フィラ リア 人 

を 見 出せ し 1 例 治 225, 

河野 豊 

1899 一 股 腺 及 び り る 2 の フィ ラリ ア 
周治 


C21 ) 


リア ・ バ ンク ロフ ト の 毅 体 内 (Cu- 


1900 一 「 ヒ ラリ ア 」 母 貝 に 就 て 九州 医 誌 9, 


久米 
1928 一 乳 の 一 剖検 例 就 て 
長崎 医 誌 6(1), 89 一 103 


1929 一 の 実験 的 研究 
長崎 医 誌 7(1), 116 一 141 
1930aー バ ンク ロフ ト 氏 フィ ラリ ア 位 虫 の 人 体内 分 布 
に 就 て 長崎 医 誌 8(2), 
1930 ィ ラ リア 病 の 病理 及び 組織 に 就 て 
長崎 医 誌 8(2), 188 一 197 
国吉 英 
1953 一 座 村 住民 の フィ ラリ ア 成績 
新報 112, 524 


町 野 夫 
1953 一 産婦 人 科 領 域 に 於 ける フィ ラリ ア 症 の 実験 的 研 
学 月 41, 326 


1955 aーHetrazan に 因 虫 症 の 治療 成績 
総研 医薬 (29), 526 
1955 b 一 本 邦 に 於 ける 虫 浸 調査 鹿児島 県 
総研 医薬 (29) 520 


町 野 右 夫 ・ 大 久保 不二夫 
1953 一 フィ ラリ ア 症 患者 血液 の 生化 学 的 研究 
学 月 41; 322 
前 田 道 明 


1947 一 佐多 町 た ける フィ ラリ ア 


鹿児島 医 専 報 3, 


前 田 末 男 
1951 一 所 ラ リア (バン クロ フト ) 症 に 関す る 
並び に 知見 補遺 鹿児島 医 誌 24( 別 冊 ), 2 
1953a フィ ラリ ア 症 の 治療 と 知見 補遺 ' 
鹿児島 医 誌 。20(11, 12), 297 
1953 b 一 に 対す る 薬物 療法 (Mapharsen, Su- 
patonin) に フィ ラリ ア ( バ ンク フト ) 
に 於 ける 出 の 効果 ( 英 
Med. Bull. Kagoshima Univ., 特 絢 号 , 19 
1953c 一 産婦 人 科 に 於 ける フィ ラリ ア 症 (バン クタ ロフ プ 
ト ) に 就 て の 実験 約 研 夫 
Med. Bull. Kagoshima Univ., 特別 号 12 
1953d フォ ラリ ア (バン クロ フト ) 症 殊 に 其 の 乳 
尿 に 対す る 薬物 (Mapharsen, Supatonin) 探 
法 と 其 の 列 出 堅 所 見 鹿児島 医大 紀 4(2),155 
1953 e 一 産婦 人 科学 的 額 域 に 於 ける フィ ラリ ア (バン 
クロ フト ) 症 の 実験 的 研究 
鹿児島 医大 紀 4(2), 158 
前 長 
1941 aー ンク ロフ ト びに 同 病 に 関す る 
了 , 前 バン クロ フト 
長崎 医 誌 19(3), 491 一 508 
1941 bー バ ンク ロフト 同 虫 病 に 関す る 
了 , バン クロ フト 虫 病 
長崎 医 誌 19(4), 716 一 733 
1941c 一 鹿児島 県 奄美 大 鳥 に 於 ける フィ ラリ ア 症 所 見 
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寄生 学 雑誌 ・ 8 巻 ・ 文 南 


特に その 熱発 作 長崎 医 誌 19(5),984 一 1000 
1941d 一 フォ ラリ ア 患 者 の 血液 凝固 速度 

長崎 医 誌 19(6), 1049 

1941e 一 フォ ラリ ア 者 の 血液 像 と 速度 と の 

関係 長崎 医 誌 19(7), 1379 

1942 一 フィ ラリ ア 患 者 血液 洗 降 速度 並び に 血液 所 見 と 

血液 洗 降 速 度 と の 関係 長崎 医 誌 20(4), 493 


増田 幸 
1953 一 精 系 フォ ラリ ア 症 日 泌 誌 44(7), 374 
曲 田 勝一 


1914 一 象 皮 病 治療 法 と し て の 遵法 (ハン ドル イ 
氏 り ん を き お ふら すき ーー) に つい て 
鹿児島 医 誌 16, 


増田 
1954 一 兵庫 県 美方 郡 の 一 山村 に 発見 され た フィ ラリ ア 
流行 例 日 新 医 学 41(12), 628 


材 屋 富 一 ・ 春 田 豊 作 ・ 柴 田 正 行 ・ 上 村 達 時 
[955 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 凝固 に 関す る 研究 (会 ) 
鹿児島 医 誌 28(1, 2), 45 
材 屋 富 一 ・ 福 元 務 
1955 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 , 赤血球 像 (会 ) 
寄生 忠 誌 4 (2), 148 


富 一 ・ 屋 章 ・ 門 田 光二 
1955 一 フィ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 , 二 , 三 の 生 化学 
的 所 見 (会 ) 寄生 虫 誌 4(2), 164 


鹿児島 医 誌 27(9, 10), 239 
材 屋 富 一 ・ 門 田 光二 郎 ・ 有 馬 陽 一 
1956 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 1) 二 , 三 の 生 化 
学 的 所 見 (2) (会 ) 日 血液 誌 19(3), 216 
屋 富 一 ・ 実 福 元 務 ・ 豊 作 
1954 フォ ラリ ア の 学 的 研究 (会 ) 
鹿児島 医 誌 27(3, 0, 74 
材 屋 富 一 ・ 餅 島 実 俊 ・ 福 元 務 ・ 奪 田 豊 作 ・ 肥 後 正 典 ・ 津 
崎 文 准 ・ 大 園 勝 美 
1954aー フ ィ ラ リア 症 の 血液 学 的 研究 (1) (会 ) 
日 血液 誌 17, (4, 5), 245 
1954b 一 フォ ラリ 会) . 
年 虫 3(1), 57 
1954c 一 フォ ラリ ア (2) (会 ) 
日 内 科 誌 43(7), 553 


屋 富 一 ・ 実 ・ 福 元 務 ・ 春 豊 作 ・ 門 田 光二 
津 崎 文 ・ 有 馬 陽 一 ・ 藤 村 中 野 一 ・ 屋 朝 
1956 一 フォ ラリ ア 症 の 病態 生理 に 関す る 研究 2) 
日 内 科 誌 45(⑤), 
富 一 ・ 実 ・ 肥 後 正 典 
1954 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 (1) 白血球 系 (会 
日 血液 誌 18(4), 327 
1955 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 , 白血球 像 (会) 
寄生 誌 4(2), 148 
屋 富 一 ・ 餅 実 俊 ・ 屋 武 朝 ・ 福 元 務 ・ 豊 作 ・ 
門田 光三郎 ・ 津 崎 文 雄 ・ 大 園 勝美 ・ 肥 後 正典 


リア 症 の 病態 生理 に 関す る 研究 (1) (会 ) 
日 内 科 誌 44(5), 413 


1055 一 プ .4 


松見 一 男 
1940 一 フォ ラリ ア 性 副 丸 
松本 小 林 向 
一 Filaria 症 の Hetrazan (会 ) 
信州 医 誌 4(①), 59 


皮 紀 要 36(1), 25 


松本 操 
1935 一 了 の 治験 
松尾 弘 
に 於 ける Filaria 母 虫 に 就 て 
長崎 医 誌 10(1), 63 一 79 
1932b 一 フォ ラリ ア 性 腺 炎 に て 第 2 Filaria 
組織 学 変化 に 就 て 
長崎 医 誌 10(4), 507 一 520 
1932c 一 バン クロ フト ・ フ ォ ラ リア に つい て 
日 寄 記 4 19 
1932 一 に 於 ける フィ ラリ ア 
東 医事 誌 2673, 


四国 医 誌 3, 


松岡 功 

1937 一 沖縄 に 於 ける 地方 性 象 皮 病 の 臨床 的 研究 並び に 
統計 的 観 行 術 生 11(12), 

1939 一 地方 性 象 皮 病 の 予防 日 微 病 誌 33(5), 593 

1942 一 地方 性 祭 皮 病 の 診断 及び 治療 に 於 ける る 新 方 向 
(松岡 反応 >) 診 治 29(9), 955 


松下 
1929 一 人 系 状 貝 の 検出 法 に 就 て 
大 阪 医 誌 28(5), 1610 
松下 
1913 一 象 皮 病 の 原因 及び 「 フ ィ ラ リア 」 貝 に 関す る 対 
論 追 加 日 内 科 誌 4, 596 


松下 ・ 帖 佐 ・ 竹 内 伊 三 ・ 吉 ・ 不 破格 
1914 一 最新 フィ ラリ ア 貝 病 及 び 象 皮 病 論 , 特に 日 本 に 
於 ける 日 新 医 学 3(5,6), 633 一 692 


1911 一 祭 皮 病 の 原因 及び 予防 法 第 1 回 報告 , 
第 3 回 日 本 医学 会 誌 
松谷 義清 
1914 一 寄生 性 精 1 例 
高知 医学 士 同窓 会 業 報 411), 


松浦 元 
1918 一 フォ ラ リア に 関す る の 1 例 
庄 


1943 一 碗 子 体 中 の フィ ラリ ア 摘出 の 失敗 症例 
誌 36(4), 673: 


三村 
1936 一 乳 を 主訴 する 「 フ ラ リア 」 に 於 け 
る 各 器 官 の 病理 組織 学 的 変化 
日 誌 25(3), 206 


( 22 ) 


| 
M 
に 
て 
に 
A 


113 


2. 線 虫 糸状 ・ 人 の 


南進 ・ 山 本 一 夫 
1936 一 北 支 に 於 て 感染 し た る 地方 性 象 皮 病 の 1 例 


130), 


皆 見 ・ 江 原 知 
1928 一 共 , 繊維 素 尿 並び に フィ ラリ ア 
皮 泌 誌 28(3), 283 
皆 見 省 ・ 佐 藤 
1929 一 の 治験 
1911 一 沖 縄 兵 た 於 ける フィ ラリ ア 伝 播 の 状況 報告 
軍医 団 誌 12, 253 


日 誌 29, 1172 


Mine, 
1911—Uber das endemische Vorkommen von Mikro- 
filaria nocturna in Japan 
Arch. Schiffs. Trop. Hyg. 15 (7) , 5—28 
光 富 ・ 兵 働 ・ 森 岡 崎 通 ・ 尾 上 ・ 有 川 
1951 一 鹿 喝 島 県 東 長 鳥 村 に 於 ける フィ ラリ ア 調 査 成績 
臨 研 28(7), 548 


宮川 米 次 
1921 一 最近 た に 於 ける 二 , 三 の 治療 実験 
実験 医 誌 10、3), 290 一 299 
Miyagawa, Y. 
1953—Studies on powdery preparations of colloids 
and colloidal solutions 
Jap. J. Fxp. Med., 23(1), 39—51 
富川 米 次 ・ 北 村 導 森 下 夫 ・ 一 ノ 瀬 ・ 田 


・ 重 矢 ・ 松 本 新 
1943 一 人 「 フ ォ ラ リア 」 ( ウ ヘ へ ヘレ リア ・ バ ンク ロフ テ 


の 一 新 和 殺虫 療 法 日 寄 記 15, 38 
宮川 米 ・ 北 村 導 森 下 夫 ・ 一 ノ 健吾 ・ 岩 田 
・ 注 水 重 矢 ・ 松 本 新 ・ 都 築 傑 

出血 性 乳 症 の 治療 24(7), 545 
三宅 速 
1909 一 バ ソ クロ フト の 形 熊 的 並び に 臨床 的 補 
中 外 医 報 662, 
定男 
1913-ー- フ ィ ラ リア 位 の 検出 法 に つい て 
陸 医 団 誌 41, 4 
望月 代 


1910 一 バン ソン クロ フト 虫 の 仔 に 就 て 
福岡 医大 誌 4(3), 111 一 162 
1911— 
福岡 医大 誌 4(3), 384 一 444 
医学 中 央 誌 10(1), 4 一 8 
1913 一 バン ソン クロ フト 糸状 虫 の 構造 に 就 て 
福岡 医大 誌 6, 
1914a 一 皮 病 の 知 官報 629, 
1914 ンク ロフ ト に つい て 


( 23 ) 


細菌 223, 423 一 432 
望月 代 次 ・ 井 上 三郎 
1912 一 象 皮 病 の 原因 に つい て 
医学 中 央 誌 9(16),.1505 一 1513 
医学 中 央 誌 9(17), 1609 一 1617 


望月 代 次 ・ 精 一 
1913 一 鹿児島 県 種子 及び 並び に 沖縄 県 に 於 ける 
象 皮 病 患 者 調査 報告 
中 外 医 報 808, 1513 一 1530 
809, 1901—1612 
日 内 科 誌 。 4, 231 一 237 
有 門馬 健次 


1942a 一 省 に ける Microflaria malay7 の 新 流 

行 地 域 同仁 会 医 誌 16(4), 209 

1942b 一 江 省 , 江 に て 検査 せる Microfilaria の 

感染 度 並 びに こそ の 種類 (1) 特に 舟山 鳥 定 海 に 
於 ける Microfilaria malayi の 存在 

同仁 会 医 誌 16(6),. 293 

1942c 一 省 島 ける ミク フィラ リア , マ 

レー の 分 

同仁 会 医 誌 16(8), 432 

日 記 14, 102 

クロ フィ ラリ 

ア の 並 びに その 種類 (2) 特に 南 

区 に 於 ける ミク フィラ リア , マレ ー の 


存在 同仁 会 医 誌 16(6), 302 
日 寄 記 14, 103 
.1943 一 新 乾 地方 に 於 ける ミ クロ フィ ラリ ア , マレ イ の 
分 布 状態 同仁 会 17(12), 
日 寄 記 15, 37 
1944 一 泊 江 省 に 於 ける ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア ,。 マレ イ の 分 
布 状 態 日 本 医学 3367, 273 一 277 


森 武 
1915 「 フ ラ リア 」 に 因 す る 海綿 様 管 に 就 て 
台 医 誌 155, 855 
義 
1953 一 バン クロ フト 夫 状 虫 症 の 臨床 的 研究 補遺 (1) 天 
島 江村 に ける バン クロ フト 
長崎 医 誌 28 (9), 964 一 971 
1954 一 興味 ある バン クロ フト 系 状 虫 症 の 二 症 例 
長崎 医 誌 29(12), 913 一 915 
1955 一 バン ソン クロ フト 症 の 臨床 的 研究 補遺 の 
二 . 所 く さぁ る い 」 の 臨床 像 
長崎 医 誌 30(11), 1431 一 1458 
森下 
1951 一 日 本 の 生 最新 虫 病 学 第 1 
1954 一 本 邦 に 於 ける 状 症 浸 況 調査 成績 (3) 中 
部 地方 ( 和 ) 総研 医薬 (28), 441 
1955 a 一 糸 状 貝 免疫 に 関す る 研究 
総研 医薬 (29), 523 
1955 b 一 本 邦 に 於 ける 虫 浸 況 報告 共同 研究 
(3) 和 山県 総研 医薬 (29), 519 
森下 中 村 夫 ・ 西 村 猛 ・ 森 下 ・ 坪 坂 
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寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 附 録 文献 集 


1956 一 福井 県 に 於 ける 糸状 虫 症 (会 y 
寄生 虫 誌 5(2), 245 


森下 薫 ・ 中 村 敏 夫 ・ 西 村 猛 ・ 南 風 原 助 泰 
1956 一 福井 県 た に 於 ける 未 状 虫 の 調査 成績 (第 2 報 ) (会 ) 
日 寄 記 西 12, 61 一 63 

森下 ・ 中 村 夫 ・ 西 村 猛 ・ 崎 権 一 

1953 一 紀南 地方 の 糸状 虫 症 に つい て (会 ) 
日 寄 近 畿 9, 5 一 6 


森下 哲夫 
1956 一 東海 地方 の フォ ィ ラ リア, 肺 Distoma 及び 器 日 


虫 症 治 薬 報 535, 19 
盛 寿男 
1934ー「 フ ラ リア 」 に よる 皮 病 51, 
森安 男 
1955 一 際 岐 民 に 見 られ た フィ ラリ ア に よる 陰 
腫 の 1 例 (会 ) 皮 と 17 (2), 176 
菊次郎 ・ 中 野 
1941 一 精 より 発見 せる フィ ラリ ア 
日 泌 誌 30(2), 182 
体 28 (3), 177 
村上 次 一 郎 
1914 一 病 の 一 例 人 台湾 医 誌 113 (2), 
村田 
1930 一 病 の 一 例 皮 誌 30 (4), 
操 
1944 一 県 下 の フ ォ ラ リア は 減少 し つく x あり や 
鹿児島 医 誌 22( カ ,'8 
1949 一 フィ ラリ ア の 研究 六 術 誌 6(8), 22 一 24 


1951 a 一 鹿児島 に ける フィ ラリ ア 伝 種類 
術 動 2(①, 25 
1951 b 一 鹿児島 に 於 ける フィ ラリ ア 伝 播 至 の 発生 水域 
術 動 2(1), 24 一 25 
1951 c 一 鹿児島 に 於 ける フィ ラリ ア 伝 播 奴 の 発生 水域 


(2 報 ) 9(5), 289 
1954 一 本 ける 虫 症 浸 調査 成績 (4) 島 
根 県 際 医薬 (28), 441 


1955 一 本 邦 に 於 ける 系 状 虫 浸 肖 状況 調査 共同 研究 (5 
島根 県 総研 医薬 (29), 519 
花 操 ・ 石 神 ・ 岩 重 長子 
1954 一 鹿児島 於 ける フィ ラリ ア の 疫学 的 研 
笠沙 に 於 て 自然 で 糸状 虫 を 伝播 する 種 
と 其 の 発生 水域 鹿児島 医 誌 27(7, 8), 157 
花 操 ・ ・ 宮 田 典 男 ・ 宮 下 秀 ・ 中 一 
1949 一 肝属 郡 新城 村 に 於 ける ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア の 調査 
鹿児島 医 誌 22(4), 8 
花 操 ・ 外 山 寛 樹 ・ 宮 田 典 男 ・ 玉 一 幸 ・ 中 
ーー・ 畑 紀 也 ・ 岡 ゆ きえ 
1954 一 鹿児島 に 於 ける フィ ラリ ア 症 の 疫学 的 研究 (5) 
根 占 , 大 村 , 黒木 及び に 於 ける 状 
の 現状 と 同 地 に 於 て 自然 界 で 糸状 虫 を 伝播 する 
敷 の 種類 と 其 の 発生 水域 
鹿児島 医 誌 27(9, 10), 221 


長 操 ・ 中 培 ・ 村 岡 ゆ きえ 
1954 一 鹿児島 県 に 於 ける フィ ラリ ア 症 の 疫 学 的 研究 
4) 新城 自然 で 糸状 虫 を 伝播 する 
種 の 発生 水域 
鹿児島 医 誌 27(7, 8), 162 
長 花 操 ・ 宮 田 典 男 ・ 中 
1954 一 鹿児島 県 に 於 ける フィ ラリ ア 症 の 疫学 的 研 
(1) 新城 た 於 ける 虫 浸 の 現状 
鹿児島 医 誌 27(5, 6), 97 


長 花 操 ・ 外 山 寛 樹 
1954a 一 於 ける フィ ラリ ア 
米子 医 誌 5(3), 194 
1954 b 鹿児島 及び 島 に ける 虫 の 種類 (会 ) 
寄生 虫 誌 3(1), 54 
1955 一 バン ソン クロ フト 状 の 内 於 ける 発育 
条件 総研 医薬 (29), 521 


長 花 操 ・ 外 山 寛 樹 ・ 西 田 弘 ・ 浅 木 快 造 ・ 上 平 用 
1955 一 於 ける フィ ラリ ア (2) 
米子 医 誌 6(2),"122 
長 花 操 ・ 山 元 典 雄 ・ 橋 口 祭 英 ・ 石 上 英昭 ・ 簡 富 礁 ・ 児 玉 
幸 
1949 一 川辺 郡 笠 知 町 に 於 ける ミク ロフ ィ ォ ラ リア の 調査 
鹿児島 医 誌 22(4, 8 
長 花 操 ・ 山 元 典 男 ・ 石 神島 英 ・ 児 玉 一 幸 
1954 一 鹿児島 県 に 於 ける フォ ラリ ア 症 の 疫学 的 研究 
(2) 笠沙 に 於 ける 虫 浸 の 現状 
鹿児島 医 誌 27(5, 6), 101 
長 花 操 ・ 山 下 博 
1951 一 鹿児島 県 下 に 於 ける 「 フ ィ ラ リア 」 の 浸 淫 状況 
(第 3 報 ) 日 寄 記 20, 
長 花 操 ・ 山 下 博 ・ 石 神 ・ ・ 貴 島 桑畑 紀 
也 ・ 村 岡 ゆ きえ 
1954 一 鹿児島 県 に 於 ける フィ ラリ ア 症 の 疫学 的 研究 
(6) 海士 泊 , 中 河内 , 中 原 及 び 久 保 に 於 ける 夫 
状 虫 浸 津 の 現状 と 同 地 に 於 て 自然 界 で 糸状 虫 を 
伝 る 種類 と の 発生 水域 
有 鹿児島 医 誌 27(11, 12), 272 
長 花 操 ・ 山 下 博 ・ 宮 田 典 男 ・ 中 培 一 ・ 児 玉 一 幸 ・ 外 山 寛 
樹 ・ 坂 本 明 尋 
1955 一 鹿児島 県 に 於 ける フィ ラリ ア 症 の 疫学 的 研究 
(7) 船 間 , 大 礼 及び 神川 上 に 於 ける 状 虫 
現状 と 同 地 に 於 て 自然 で 糸状 を 伝播 す 


る 種類 と の 発生 水域 
鹿児島 医 誌 28(1, 2), 15 


長 操 ・ 山 下 博 ・ 外 山 寛 樹 ・ 児 玉 一 幸 ・ 太 
・ 幸 光 
1955 一 鹿児島 県 に た 於 ける フィ ラリ ア 症 の 疫学 的 研究 
(8) 塩 , 瀬上 , 江 石 及び 間 に 於 ける 状 
の 現状 と 同 地 に 於 て 自然 界 で 虫 を 伝播 
する 種 類 と 其 の 発生 水域 
鹿児島 医 誌 28(3, 4) 79 


長沢 


( 24 ) 


. 

' 

| | 


2. 線 虫 ・ 第 部 人 の 


1928 一 糸状 貝 病 例 (人 及び 犬 ) 心臓 , 病理 組織 学 的 研究 
慶応 8G1), 


友 夫 
1955 一 貝 症 の 撲滅 に 関す る 実験 的 研 (会 ) 
寄生 虫 誌 4(2), 163 
浩 
1948 a 一 鹿児島 県 た 於 ける バン クロ フト 系 状 虫 症 の 現 
作 症 と 検索 成績 に 関す る 
鹿児島 医 誌 21(5), 
1948 et ンク ロフ ト 和 状 虫 症 に 対す る 諸 種 薬剤 の 影 
(第 1 生 体外 仔 た 対す る の 影響 
鹿児島 医 専 報 4, 
1948c 一 バン クロ フト 和 糸 状 虫 症 に 対す る 諸 種 薬剤 の 影 
(第 2 所 ィ ラ リア に 対す る 
剤 の 影響 鹿児島 医 誌 21(11), 4, 
1949 a 一 健康 人 の ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア の 検出 
鹿児島 医 誌 22(3), 6 
1949 b 一 乳 葉 尿 診 断 補 和貴 。 鹿児島 医 誌 22(10), 12 
1951 a 一 鹿児島 県 十 鳥 村 (硫黄 鳥 竹 島 ) に 於 ける バン タク 
ョ ロフト 症 の 的 研究 
と 13(2), 132 一 135 
1951 b 一 検出 法 補遺 
鹿児島 医 誌 24(6), 10 一 12 
1952 一 フィラ リア の 免 的 研究 補遺 
医学 研究 22(9), 1225 
仲 地 紀 晃 
1929 一 フィラリア 貝 病 と 於 ける 血 中 仔 虫 の 態度 及び 剤 
ふる い 発 作 の 消長 に 就 て 長崎 医 誌 7⑤), 


邊 川 
1914 一 の 血液 中 の フィ ラ リア に 就 て (会 ) 
朝鮮 医 誌 4(13), 53 


中 浜 東 一 
1896 一 八丈 島 所 為 小 島 に 於 ける 「 バ ク 」 病 取調 報告 
東 医 事 誌 954, 1271 一 1278 


中 村 家 政 ・ 市 村 球 
1953 一 フォ ラ リア 性 精 管 の 臨床 的 並び に 病理 
学 的 研究 特に 結核 性 副 と の 鑑別 
と 15(3), 241 


村 和 
1936 一 際 に 於 ける 肝臓 及び 機能 
と 4(6), 
1937 一 乳 に 於 ける 及び 機能 
皮 43(3), 


夫 


1954 一 糸状 虫 の 免 的 研究 (第 1 報 ) 
日 寄 記 西 10, 19 一 20, 


野 一 ・ 屋 富 一 ・ 川 崎 


1956 一 フィラ リア 症 の 血液 学 的 研 (2) 血球 (2) 
(会 ) 日 血液 誌 19(3), 216 
邊 野 
1939 一 血 際 の 1 例 皮 誌 45 , 


中 野 俊 二 
1917 一 フォ ラリ ア に つい て 
軍医 団 誌 68, 
中 尾 知足 
1933 「 ピ ェ グラ フィ ュー」 に 依り せ る 
の 3 例 皮 紀 要 21(2), 


1936 一 高度 の Frei 氏 反 応 を 示せ る 陰暦 祭 皮 病 の 1 例 


中 吉 ・ 高 田 全 
1952 一 乳 の 1 例 日 泌 43(7), 319 
中 沢 威 夫 
1930 一 『 ミ クロ フィ ラリ ア 」 を 発見 せる 人 象 皮 病 の 一 例 
皮 誌 30(1), 
中 島 佐 
1934 一 女子 外陰 部 象 皮 病 の 二 例 臨 日 医 3(3), 
並木 定 吉 
1955 一 フィラ リア に 因 る と 思わ れる 症例 6 例 の 報告 
(会 ) 医療 (9 増刊 ) , 190 
波 文 夫 
1937 一 象 皮 病 の 療法 熊本 医 誌 13 (8) , 
憲章 
1931 一 乳 尿 の 度 「 ナ トリ ウム 」 注入 例 に 
る 治験 九州 医 誌 34, 
1945 一 覧 入 に 依り 治験 せしめ 得 た る 1 例 
誌 38 (9 , 
1953 一 症 学 月 41, 324 


橋 憲章 ・ 天 野 晴 正 ・ 児玉 伸二 

1953 乳 症 に 関す る 研究 

原 ・ 児玉 伸二 ・ 甲 斐 

1955 一 乳 に 関す る 研究 特に 液 内 注入 が 
中 好 酸 球 の 消長 に 及ぼ す 影 

総研 医薬 (29), 525 


総研 医薬 


・ 中 村 家 
1953 フィ ラリ ア 性 精 管 的 並び に 病理 
学 的 検索 特に 結核 性 副 の 鑑別 
学 月 41, 324 


根 井 直 
1937 一 フォ ラリ ア 性 精 系 管 
臨床 25(⑧) , 


1943 一 岩手 医 専 6(3, 4, 93 
二宮 
1943 一 臨 獣医 報 19(1), 1 
1945 一 出産 後に 発し た る 尿 症 の 1 例 
皮 紀 要 25(5), 
西本 勝之 輔 


1940 一 乳 患 側 堅 に 現 出 せる な る 管 逆流 
日 泌 誌 29(5), 416 


西山 伊織 ・ 王 城 文男 宮 地 
1953 一 珠 に 於 ける フィ ラリ ア 貝 病 及 び ト リッ パフ ラヴ 
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ィ 法 に 就き て 東 医 事 誌 。 2393,.2317 


新沢 新 
1934 一 覧 索 内 に 硝酸 銀 注 入 法 を 以 て せる 「 ヒ ルリ ー』 
の 治験 例 誌 35 (5), 


野木 一 雄 ・ 富 家 英子 ・ 坂 本 欲 次 郎 
1951 一 フォ ラ リア の Hetrazan ( 邦 製 


療法 治療 33(11), 1012 
野口 喜久 
1935 一 乳 に 対す る 注 入 療 法 の 経験 
日 誌 24(5), 
大 保 不 二 夫 
1953 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 生化 学 的 研究 
学 月 321 


1954 一 糸状 虫 の 代謝 に 関す る 研究 
総研 医薬 (28), 446 


大 浜 信 
1939 一 沖縄 県 信 宣 山 郡 小平 及び 竹富 尋常 高等 小学 校 児 
章 の フォ ラリ ア 調 査 成績 
医 誌 38 (11) , 1625 一 1632 
1940 一 学校 児童 の フォ ラリ ア 調 査 成績 
日 学 衛 28(7), 445 
1941a フォ ラリ ア の 検出 
人 医 誌 40(1), 147 
40(5), 941 
1941 b 一 沖縄 県 信 重 山 郡 白 良 尋 常 高 等 小学 校 児童 の フ 
ィ ラ リア 調査 成績 
人 医 誌 40(6), 1164 一 1168 
1943 a 一 沖 縄 県 石垣 島 た に 於 ける バン ク フ ト 未 状 虫 病 
Wuchereria bancrofti の 自然 感染 状況 と 部 沙 
住民 の 術 生 状態 びに フィ ラリ ア 感 染 と の 関 
係 台湾 医 42 (3 附 ), 
1943 b 一 沖 宮古 島 ける バン クロ フト 虫 の 
疫学 的 調査 成績 医学 1(5, 6), 569 


大 二 
1956 一 最近 経験 し た フィ ラリ ア 症 症例 
京都 医 誌 6(9), 317 
岡部 浩 洋 
1955 a 一 糸状 虫 症 の 免疫 消 学 的 研 
総研 医薬 (29), 524 
1955 b 一 本 於 ける 状 虫 浸 況 調査 , 鹿児島 県 
喜界 島 総研 医薬 (29), 520 
1956 一 糸状 貝 性 Allergy (会 ) 寄生 躍 誌 5(2), 299 
岡部 洋 ・ 松 瀬 也 
1954a 一 パン ク ョ フト 症 の 免疫 的 研究 , 沈降 
反応 (会 ) 寄生 虫 誌 3(1), 58 
1954b 一 鹿児島 県 喜界 の 症 調 査 
久 医 誌 17(9, 10), 361 一 364 
1956 一 バン クロ フト 虫 の 免 的 研究 . 第 2 報 
反応 久 医 誌 , 19(10), 1619 一 1621 
1957 一 バン ソン クロ フト 虫 の 免疫 学 的 研究 . 第 3 報 
犬 状 虫 と 馬 虫 の 糖 分 ょ る 洗 降 反 応 


( 26 ) 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 附 録 文献 集 


久 医 誌 20(5), 562 一 566 


岡部 浩 洋 ・ 松 瀬 幹 也 ・ 山 崎 達 雄 
1957 一 バン クロ フト 系 状 虫 症 の 免 商学 的 研究 . 第 4 報 
犬 状 虫 と 虫 の 糖 分 ょ る 友 内 反応 
久 医 誌 20(5), 567 一 569 


岡部 洋 ・ 山 富雄 ・ 山 
1953 一 糸状 虫 症 の 免疫 学 的 研究 (会 ) 
日 寄 記 21, 20 
1954 バン クロ フト 虫 症 の 商学 的 研究 第 1 報 . 
馬 未 状 虫 抗原 に ょ る 皮 内 反応 と 補 体 結合 反応 
鹿児島 医 紀 6(1), 188 一 192 


岡田 実 栄 ・ 浜 野 洪 範 
1936 一 胸 管 結 に 依る 臓 及び 変化 に 就 て 
長崎 医 誌 14(10), 1833 一 1845 


岡田 一 山 田 博 ・ 津 田 男 
19 和 1 一 乳 際 尿 症 の 治験 例 治療 誌 11(5), 386 


岡田 
1942 一 血 症 の 1 例 ( ミ クロ フィラ リア の 法 ) 
皮 39(5), 375 


岡元 健一 
1953 一 フォ ラリ ア 症 の 臨床 的 研究 学 月 41, 326 
1953 一 の 周囲 離 術 の 1 例 . , 閉 針 性 
堅 結核 ( 不 完全 ) の Pyelogram (会 ) 

と 15(3), 326 

1954ー ラ リア 作 の 治験 例 (会 ) 
と 16(5), 504 
1955 フォ ラリ ア 性 皮 , 特に フィ ラリ ア 
皮 最 進 1, 289 


岡元 健一 大 ・ 河 世 知 節夫 
1952 一 と Supatonin (会 ) 
日 誌 43 (5), 206 


岡元 健一 甲 大 ・ 川 高 ・ 松 本 光 幸 
1954 一 堅 の 組織 所 見 皮 と を 16(6), 534 


岡元 健一 松 山 


1952 一 フィ ラリ ア 症 血清 の 拡散 因子 作用 (会 ) 
日 誌 43(5), 206 
1953 一 フォ ラリ ア 詩 発作 に 対す る 諸 種 薬剤 の 影響 の 遠 
隔 成績 鹿児島 医大 紀 4(1), 30 
岡元 健一 永吉 浩 
1947 一 鹿児島 県 肝属 郡 佐多 町 た に 於 ける 系 状 虫 症 分 布 並 
びに 県 下 分 布 の 概況 鹿児島 医 誌 20(10), 10 
1948 a 一 鹿児島 に ける バン クセ ロフ ト 和 症 の 分 布 
の 概況 に 佐多 地方 に 於 ける 調査 成績 
鹿児島 医 誌 21(2), 6 
1948 b 一 鹿児島 県 に 於 ける バン クロフト 均 状 虫 症 の 現 
症状 作 症状 と 仔 虫 検索 成績 に 関す る 観 
宗 鹿児島 医 誌 21(5), 3 
岡元 健一 大 保 不 二 夫 
1955 一 フォ ィ ラ リア 症 に 於 ける Hyaluronidase の 研究 
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総研 医薬 (29), 525 


実験 的 研究 


岡村 一 
1951 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研 完 学 月 
1954 一 本 於 ける 症 浸 況 調査 成績 (8) 鹿 


(21), 25 


| 児島 県 十 鳥 村 総研 医薬 (28), 442 

岡村 一 三 浦 守 ・ 松 下 文 管 原 謙次 
1955 一 鹿児島 県 十 鳥 村 唱 之 島 に 於 ける フィ ラリ アプ ア 調査 
熊本 医 誌 29(7), 876 一 878 


岡村 一 郎 ・ 村 上 知 充 
1955 一 フォ ラリ ア 症 の 病理 組織 学 酷 知 見 補遺 (会 ) 
日 病理 誌 44(1), 189 


岡村 一 ・ 村 上 和 ・ 本 元 
1954 一 糸状 虫 症 の 病理 学 的 研究 
総研 医薬 (28), 444 


岡村 一 梅 本 元 村 上 和 
1953 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研究 , 特に フィ ラリ ア 症 
の 発症 に 関す る 病理 学 的 , 審 生 虫 病 学 的 研究 
学 月 41, 322 


奥島 次 
1914 一 フォ ラリ ア 性 精 了 系 炎 た に つい て 
九 沖 医 会 誌 19, 
1942 一 フォ ラリ ア ( ミ クロ フィ ラ リア) の 体制 に 
する 知見 補遺 (2) Wauchereria bancrofti の 侍 - 
虫 ミ クロ フォ ラリ ア , バン クロ フト の 微細 構造 
台 医 誌 41(2), 1466 
1943 一 Wuchereria bancrofti の 仔 虫 ミク ロフ ィ ラ リア, 
バン クロ フト の ネッ タイ イニ エ カ Culex qumgue- 
fasciatus (Culex fatigans) の 体内 に 於 ける 発育 
に 関す る 研究 補遺 熱帯 医学 1(34), 375 
大 井 実 
1943 一 陰 加 水腫 発生 原因 と し て の フィ ラリ ア 症 の 意義 
実 医 29(10), 201 
大 森 南 
1953 a 一 内 に ける ミク ロフ ラ リア の 発育 生存 
に 及ぼ す 温 度 の 影響 に 関す る 研 完 
1953 b 一 に 於 ける フィ ラリ ア 及び の 
育 , 生存 に 及ぼ す 温 度 の 影響 に 関す る 研究 
(会 ) 誌 2(1), 45 
1954ー ンク ロフ ト 虫 症 伝 搬 の 生 
・ 臨 研 31(5), 449 
1954a 一 (1) 赤 家 満 時 の 仔 数 (2) 赤 家 
体内 と 於 ける フィ ラリ アプ ア 位 貝 及び 幼虫 に 及ぼ 
す 低 温 の 影響 総研 医薬 (28), 443 
1954 b (Culex pipiens pallens) の 所 する 
フィ ラリ ア (会 ) 5(1, 2), 73 
1954c 一 内 に 於 ける フィ ラリ ア 及 び 幼 の 
生存 発育 に 及ぼ す 低温 の 影響 に 関す る 研究 
(2) (会 ) 寄生 虫 誌 3(1), 56 
1955 a 一 内 と ける フィ ラリ ア 及び 幼虫 の 発 
育 , 生存 に 及ぼ す 低 温 の 影響 に 関す る 研究 


(27 ) 


(3) , 13°C, 及び 13 一 27°C 交代 温度 の 影響 
総研 医薬 (29), 521 
1955 b 一 低温 の 絡 て の 研 フィラ リア 位 
3 に 対す る 13°C 及び 13 一 27°C 交代 温度 の 影 
寄生 誌 4(2), 147 
1956aー ア カイ ニテ 体 内 に 於 ける フィ ラリ ア の 生 
存 期間 動 雑 65(3, 4), 107 
1956 b 一 表 体 内 に 於 ける フィ ラリ ア 幼 虫 の 発育 生存 に 
及ぼ す 温 度 の 影響 (4) (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 251 
1957 一 バン シクロ フト 症 の 伝搬 に 関す る アカ イニ 
ヵ の 役割 に 関す る 実験 的 研究 . 第 1 報 27°C 及 
び 25°C で 飼育 し た 感染 山 の 体内 に 於 ける フィ 
ラリ ア 幼 虫 の 発育 分 布 及 び 生 存 数 と つい て 
長崎 医 誌 32 (11), 1434 一 1445. 


大 森 南 三郎 ・ 大 島 正治 ・ 友 
1954 フィ ラリ ア に 於 ける の 自然 感染 
長崎 医 誌 29(7), 584 
大 森 一 
1934aー フ ラ リア 性 精 系 管 
皮 誌 36(1), 


1934 b 一 症 の 統計 的 観 
日 泌 誌 24(6), 487 一 488: 
1935 一 乳 に 於 ける 統計 的 観察 特に その Pyelog- 
ram 所 見 皮 誌 38 (2) , 331 一 342: 
大 森 周 三 〔 
1938 一 せる 症 の 1 例 日 誌 27 (1), 
大 沢 
1927 一 皮 病 の 一 新治 ンマ 8, 
大 島 正治 
1953aー フ ィ ラ リア の 自然 感 強 学 月 41, 321 


1953 b 一 九州 西部 の 二 三 の 部 落 に 於 ける フィ ラリ ア の 
疫学 的 調査 (会 ) 術 動 4(1, 2), 12 
1954a 一 崎山 村 に 於 ける フィ ラリ ア の 学 研 
究 (会 ) 長崎 医 誌 29(1), 90 
1954 b 一 本 に 於 ける 虫 症 浸 状況 調査 成績 (6) 
長崎 県 西彼杵 郡 総研 医薬 (28), 441 
1955 a 一 本 邦 に 於 ける 虫 浸 調査 , 長崎 県 西 
彼杵 郡 総研 医薬 (29), 520 
1955 b 一 西 九州 に ける バン クロ フト 症 の 
並び に の 自然 感染 関す る 研 第 1 編 
虫 症 の 状況 調査 成績 
長崎 医 誌 30(11), 1467 1477 
1956 一 西 九州 に ける バン 虫 症 の 浸 
びに の 自然 感染 に 関す る 研 (2) 族 の 自 
然 感 染 に 関す る 研究 御 動 7(1), 9 一 18 
大 島 正治 ・ 大 森 南 三郎 ・ 永 友 盟 夫 
1955 一 糸状 症 の に 関す る 実験 究 
総研 医薬 (29), 526 


大 城 助 
1931 一 巨大 陰暦 病 例 


大 城 幸 


九州 医 誌 34, 


4 報 
20 
192 
345 
386 
性 
04 
作 
39 
)6 
34 
0 


1937 一 東北 地方 に 於 ける フィ ラ 
グレ ン ッ 4(7), 844 一 861 


ラリ ア 症 に 就 て 


正 ・ 河 西 や う 子 ・ 高 稔 
1953 一 フォ ラリ ア 症 に 対す る Hetrazan 療法 
日 医師 誌 29(12), 643 
義人 
1954 一 ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア の 定期 出現 性 と 関す る 研究 
(会 寄生 誌 3(1), 57 
1955 a 一 鹿児島 坊 津村 に ける 状 虫 症 の 調査 並び 
に 糸状 虫 症 感 染 と Hyaluronidase と の 関係 
(会 ) 寄生 4(2), 161 
1955b 一 フィ ラリ ア 症 に 関す る 研究 (第 11 報 ) 鹿児島 
県 坊津 村 於 ける 状 症 に つい て 
鹿児島 医大 誌 7(2), 283 一 289 
リア 症 に 於 ける 拡散 因子 (会 ) 
日 内 科 誌 44(6), 604 
1955 d 一 坊 之 津村 フィ ラリ ア 調 査 (会 ) 
鹿児島 医 誌 28(1, 2), 46 
1955e 一 フォ ラリ ア 症 に 於 ける 拡散 因子 
寄生 誌 5 (2). 246 
1956 aー フ ィ ラ リア 症 と Hyaluronidase (会 ) 
鹿児島 医 誌 29(1, 2), 39 
1956 bー フ ィ ラ リア 症 治 療 と Hyaluronidase (会 ) 
鹿児島 医 誌 29(9, 10), 286 
1957 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研究 (第 18 報 ) ,. フ 
ア 症 に 於 ける 拡散 因子 に つい て (フォ ラリ ア 性 
作 に 対す る スパ = ン の 作用 機転 に つい 
|) 鹿児島 大 医 誌 8(5), 951 一 958 
義人 ・ 松 山国 
1953 一 諸 薬剤 に よる 間 末 内 仔 , 誘発 法 び 
Supatonin に ょ る 集団 治療 成績 (会 ) 
鹿児島 医 誌 26(6, 7), 196 
1954 一 ミク ロフ ォ ラ リア の 定期 出現 性 (会 ) 
鹿児島 医 誌 27(3, 4), 74 


尾辻 義人 ・ 伊 地 知 秀治 
1954 一 フィ ラリ ア 症 に 関す る 研 完 (第 6 報 ), 夜間 及び 
スパ = ン 時 に お ける 身体 各所 の 仔 
出現 状況 鹿児島 医 誌 
小沢 長 谷川 幅 夫 
1942-Trendelenburg 法 に よる フィ ラリ ア の 摘出 
日 外 宝 19(5), 906 


郷 盛 
1937 沖縄 県 下 に ける フィ ラ リア 病 分 布 態 に 就 て 
日 寄 記 9, 45 
1939 一 沖縄 県 下 に 於 ける フィ ラリ ア 病 に 関す る 研究 
誌 15(2), 173 一 193 
1940 a 一 沖縄 県 下 に 於 ける フィ ラリ ア 病 に 関す る 研究 
(2) フィ ラリ ア の 末 液 中 出現 状況 
びに フュ ラリ ア 病 と マラ リア 貝 感染 と の 関係 
5 熊本 医 誌 16(1), 63 一 72 
1940 b 一 沖縄 県 下 に 於 ける フィ ラリ ア 病 に 関す る 研究 
(3) 敷 族 の 分 布 状態 及び 其 の 幼虫 の 生育 に 及 
ぼ す 県 産 淡 水 魚 の 敵 作用 
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熊本 医 誌 16(2), 289 一 305 

1940 c 一 沖縄 県 下 に 於 ける フォ ラリ ア 病 に 関す る 研 完 
(4) バン クロ フト 寄生 の 体格 状態 

に 及ぼ す 影 響 熊本 医 誌 16(2), 307 一 314 


斎藤 
1942 「 へ ルニア 」 於 ける 「 フ ォ ラ リア 」 貝 結 


節 に 就 て 
斎藤 健二 藤 長 
1938 一 フォ ラ リア 性 乳 の 3 例 皮 誌 44(4 ), 
斎藤 弘 作 
1939 一 血性 乳 の 治験 例 誌 45(2), 
斎藤 貞一 
1930 一 乳 譜 尿 に 対す る 「 フ ォ ラ リジン 」 注 射 の 治験 
実 肥 後 正 典 
1955 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 , 特に 白血球 像 
(会 ) 鹿児島 医 誌 28(1, 2), 45 
佐々 学 
1952 一 糸状 虫 症 と その 化学 療法 に 於 ける 最近 の 進歩 
新治 療 (2) 


1953 a 一 人 体 和 糸状 虫 症 の 予防 並び に 治療 の 研究 
総研 生 (28), 159 
1953 b 一 日 本 の フォ ラリ ア , 特に 疫学 予防 治療 
法 の 現状 新報 116, 763 
日 新 医 学 40(3), 129 
1954a 一 本 於 ける 糸状 虫 症 状況 調査 成績 (1) 


東日本 の 総研 医薬 (28), 440 
1954 b 一 症 の 総研 医薬 (28), 440 
佐々 学 ・ 林 滋 生 


1952 a 一 糸状 虫 症 の 化学 療法 
東 獣 書 報 (フィ ラリ ア 特 集 号 ) , 4 一 12 


1952 b 一 日 本 に 於 ける マレ ー 症 及 び バ ンタ ロフ 
ト 系 状 虫 症 の 疫学 日 寄 記 21, 19 一 20 


1953 a 一 八丈 地方 の フォ ラリ ア 誕 学 月 41, 319 
1953 b 一 症 最新 寄生 7, 1 一 46 
1955 一 Cottonrat の 貝 Lztomosozdes cariniz に 
する 研究 研 医 薬 (29), 522 
Sasa, M., S. Hayashi, R. Kano, K. Sato, 1. Kom- 
ine & Ishii 

1952—Stuides on filariasis due to Wuchereria malayt 
(Brug, 1927) discovered from Hachijo-Kosh- 

ima Island, Japan 
Jap. J. Exp. Med., 22(4), 357— 


佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 小 峰 績 ・ 石 井 省 理 
1951 一 八丈 鳥 に 於 ける マレ イ 糸 状 虫 症 の 研究 (3) 
日 新 医学 38 (10), 575 
佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 加 納 大 朗 ・ 小 峰 績 ・ 石 井 省 
1951 一 八丈 小島 の マレ ー 系 状 虫 病 の 研究 (第 3 報 ) 1. 
疫学 的 所 見 , 2. 臨床 的 所 見 臨床 43), 99 
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佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 鈴 木 猛 ・ 三 浦 昭子 ・ 上 野 庵治 ・ 田 中 英 
文 
1957 一 八丈 小鳥 に 於 ける マレ ー 和 糸状 虫 症 及び その 媒介 
地域 的 駆除 の 試み 一 特に DD 粉剤 の へ リ 

ュ プ ター 拡 布 に つい て 術 動 8(1), 28 一 33 


佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 
1954 一 東日本 及び 北日本 の 人 症 の 疫学 究 
(会 ) 寄生 虫 誌 3(1), 43 
1955 一 本 邦 に 於 ける 糸状 貝 浸 津 状況 調査 共同 研究 (2). 
県 総研 医薬 (29), 519 
佐々 学 ・ 加 納 太 
1948 一 八丈 島 に 於 ける いわ ゆる バク 病 の 本 態 に つい て 
科学 18 (12), 537 
佐々 学 ・ 佐 藤 ・ 加 納 大 
1955 一 本 邦 に 於 ける 浸 調査 宮古 鳥 及び 
垣 島 総研 医薬 (29), 521 
佐々 学 ・ 田 中 寛 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 林 滋 生 ・ 石 井 省吾 ・ 小 峰 績 
・ 向 後 鉄 
1953 一 青森 県 下 の フ ォ ラ リア 症 に つい て 


日 医師 誌 30(12), 609 一 616 

笹川 正男 
1919 一 陰 中 に 発見 せる フィ ラリ ア 母 貝 標本 供 
覧 皮 泌 誌 19, 227 

1914 一 の 一 治療 法 皮 14, 516 

佐藤 
1953aー フ ュ ラ リア 症 の 治療 並び に 生物 学 前 診断 に 関 
する 研究 学 月 41, 326 


1953b 一 フォ ラリ ア 症 の 治療 診療 室 5(8), 636 
1954aー ミ クロ フォ ラリ ア の 定期 出現 性 
総研 医薬 (28), 
1954 b 一 本 邦 に ける 状 症 浸 況 調査 成績 ⑰) 
鹿児島 県 総研 医薬 (28), 442 
1954c 一 奄美 大 島 及 び 沖 縄 の 糸状 虫 症 調 査 ( 会 ) 
鹿児島 医 誌 27(9, 10), 238 
1954 d 一 糸状 虫 症 の 肝 機 能 及び 血 消 看 白 
総研 (28), 448 
・1954e 一 フォ ィ ラ リア 上 症 の 治療 た つい て 
診療 室 5(8), 636 一 641 
総研 医薬 (29),. 520 
総研 医薬 (29), 526 
治 薬 報 526, 19 


1955 a 一 南 日 本 の 糸状 虫 症 
1955 b 一 糸状 虫 症 の 治療 
1955c 一 フォ ラリ ア 
佐藤 八 福 島 ・ 政 真哉 
1955 一 奄美 大 島 群 島 の フォ ラリ ア 症 調査 (会 ) 
鹿児島 医 誌 28(1, 2), 46 
佐藤 八 橋 本 修治 ・ 福 島 ・ 黒 敏 米 
沢 藤 士 ・ 植 村 六 ・ 片 勝 前 田 実 光 
1950 一 南 九 州 沿 骨 離 島 の フィ ラリ ア 症 に 就 て (第 2 報 ) 
鹿児島 医大 紀 2(2), 
佐藤 八 北 原 経 太 ・ 米 沢 藤 士 ・ 田 畑 
1952 一 種子 島 に 於 ける 症 調 査 (会) 
鹿児島 医 誌 73 


( 29 ) 


佐藤 八 植 村 ・ 福 島 英 ・ 政 真哉 ・ 指 宿 英 造 
1955 一 奄美 大 島 の 糸状 虫 症 査 成績 (会 ) 
寄生 虫 誌 4(2), 16t 
佐藤 八 ・ 米 沢 藤 士 
1954 一 糸状 下 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 有 馬 典 
1950 一 鹿児島 県 秋 島 の フィ ラリ ア 調 査 成績 (1 報 ) 
鹿児島 医大 紀 2(1), 25 一 2& 


佐藤 八 松 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 花 城 蒲 高 ・ 政 真哉 
1954 一 南 九 州 離島 並び に 沖縄 の 糸状 虫 症 調 査 (会 ) 
寄生 誌 3(1), 127 
佐藤 八 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 尾 汁 義 人 
1953 一 Supatonin に 依る フィ ラリ ア 症 の 治療 
日 寄 記 21, 17 
1954 一 克 素 剤 Mapharsol 及び 抗生 物質 Trichomycin 
に 依る 症 の 治療 (会) 
日 伝染 誌 29(5), 253 
1955 Trichomycin に 依る 状 症 の 治 に 関す る 
(会 ) 鹿児島 医 誌 28(1, 2), 46 
新薬 4(10), 655 一 668 
Mapharsol に る 状 症 の 治療 (会 ) 
鹿児島 医 誌 29(1, 2), 38. 
佐藤 八 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 演義 人 ・ 花 城 ・ . 
1956 一 フォ ラリ ア 症 の 治療 に 関す る 研 完 (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 249 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 ・ 尾 義 人 ・ 花 城 ・ 
奥野 上 ・ 要 一 永井 一 成 ・ 浜 田 己 則 
1957 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研究 (第 15 報 ) 鹿児島 深 
串 方 に ける 虫 に つい て 
鹿児島 大 医 誌 8(5), 938 一 945 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 義 人 ・ 花 城 ・ 
奥野 ・ 要 ・ 上 辰 男 
1956 a 一 糸状 貝 症 の 治療 に 関す る 研究 
日 伝 3 30(4) , 36Z 
1956 b 鹿児島 入村 瀬 々 串 の 状 成 
績 (会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 272 
佐藤 八 野 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 汗 義 人 ・ 松 山国 隆 
1953 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研究 (第 4 報 ), スパ トニ = 
ン に よる フィ ラリ ア 症 の 集団 治療 に つい て 
鹿児島 医大 紀 4(2), 180 一 184 
佐藤 八 米 沢 藤 土 ・ 福 島 英 ・ 義 人 ・ 松 山国 ・ 
1953 一 Supatonin に 依る フィ ラリ ア 症 の 集団 治療 成績 
(会 ) 寄生 虫 誌 2(1), 4 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 ・ 尾 ・ 西 田 豊 作 
1957 一 フィ ラリ ア 症 に 関す る 研究 (第 17 報 ) Maph- 
arsol に よる 症 の 治療 に 関す る 研究 
鹿児島 大 医 誌 8(5), 946 一 950. 


佐藤 八 虹 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 辻 義 ん ・ 指 宿 英 造 
1957 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研究 (第 16 報 ) トリ ュー マ 


臨 研 31(5), 440 一 448 
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寄生 学 雑誌 ・ 第 8 ・ 文献 集 


イシ ン に よる 虫 症 特に 乳 尿 に 対す る 
治療 効果 に 就 て (その 1) 
鹿児島 大 医 誌 8(5), 760 一 766 
佐藤 八 野 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 指 宿 英 造 
1956 一 Trichomycin に 関す る Filaria 症 の 治療 (会) 
寄生 虫 誌 5(2), 274 
佐藤 八 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 田 畑 晋 作 
1954 フィ ラリ ア 症 に 関す る 研 完 (第 7 報 ). , 獅 
, 種子 島 の 症 に つい て 
鹿児島 大 医 紀 5(3, 4), 12 一 20 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 橋 本 修治 ・ 福 島 英 ・ 片 勝 
尾 汗 義人 
1952 一 フィ ラリ ア 症 に 関す る 研 交 ( 第 3 報 ) ピ ペ マラ ジン 
誘 疾 え ペ トニ = に よる フィ ラ リア の 
つい て ( 其 の 1) 
鹿児島 医大 紀 3(2), 16 一 21 
佐藤 八 ・ 米 沢 藤 士 ・ 橋 本 ・ 福 島 英 ・ 片 下 
1953 一 Filariasis 研 
Med. Bull. Kagoshima Univ., (特別 号 ) 1 
徒 藤 八 概 ・ 米 沢 藤 士 ・ 橋 本 修治 ・ 福 島 英雄 ・ 片 平 勝 郎 ・ 
義人 
1952 一 スパ トニ = ニン に よる フィ ォ ラ リア 病 の 治療 
臨 研 29(8), 703 一 710 
八 米 沢 藤 士 ・ 尾 演義 人 
1954 一 糸状 虫 症 の 治療 (会 ) 
鹿児島 医 誌 27(5, 6), 115 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 尾 義 人 ・ 花 城 
1953 一 沖縄 本 鳥 三 和 村 喜屋武 地区 , 読谷 村 高 志保 区 , 
東村 平良 区 に 於 ける 系 状 虫 症 調 査 報告 書 
研 年 報 1953(1), 17 一 22 
1955 a 一 沖縄 本 鳥 , 石垣 島 の 糸状 虫 症 調査 (会 ) 
寄生 虫 誌 4(2), 149 
1955b 一 フィ ォ ラ リア 症 に 関す る 研究 (第 12 報 ) 沖縄 の 
症 調 査 
鹿児島 大 医 誌 7(2), 290 一 296 
1955 c 一 沖縄 の フィ ラリ ア 症 調査 (会 ) 
鹿児島 医 誌 28(1, 2), 46 
- 佐 藤 八 米 沢 藤 士 ・ 尾 人 ・ 
・1953 一 ミク タロ フィ ラリ ア の 屋 間 誘 出 ( 会 ) 
日 内 科 誌 42(7), 483 
- 佐 藤 八 米 沢 藤 士 ・ 尾 義 人 ・ 伊 地 知 季 
1954 一 Supatonin に 依る Filaria 症 の 集団 治療 成績 と 
量 (会) 鹿児島 医 誌 27(3, 4, 75 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 植 村 ・ 福 島 英 雄 ・ 政 真哉 ・ 要 
・ 橋 久 ・ 小 広 丸 ・ 佐 多 明 ・ 上 夫 ・ 高 森 治 
生 ・ 田 代 正 盛 
1955 一 フォ ラリ 学 症 に 関す る 研究 (第 8 報 ) 奄美 大 鳥 群 
島 の 虫 症 調 査 成績 
鹿児島 大 医 誌 7(2), 246 一 268 
佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 植 村 ・ 上 村 光 夫 ・ 要 一 ・ 
: 指 宿 英 


1956 一 奄美 大 島 群 島 の 糸状 貝 症 調 査 成績 (会 ) 
誌 5(2), 246 


佐藤 八 米 沢 藤 士 ・ 柚 木 一 ・ 義 人 ・ 松 山国 
1953 aー フ ィ ラ リア 症 に 関す る 研究 (第 5 報 ) , 諸 種 薬 
剤 に よる 流血 中 仔 躍 誘発 に つい て 
鹿児島 大 医 紀 4(2), 185 一 189 
1953 b 一 薬剤 に フィ ラリ ア の 昼間 誘発 


(会 ) 寄生 虫 誌 2(1), 112 
佐藤 林 滋 生 
1956 一 八重 山 及び 沖縄 久米 島 於 ける 人 状 症 
(会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 272 
佐藤 万 次 
1919 一 フィ ラリ ア 性 精 率 炎 並び に 其 の 中 に 発生 せる 母 
虫 の 構造 に つい て 臨床 医 8, 
里見 三男 
1914 一 人 体 寄 生 フ ィ ラ リア に 就 て 医 月 8(5, ?), 
沢田 弘 夫 


1934 一 最近 10 年 間 に 於 ける 乳 並び に 乳 
皮 泌 誌 37(4), 525 一 526 
妹尾 
1943 一 朝鮮 に 於 ける Microfilaria malayi Burg の 発見 
日 記 15, 36 
妹尾 ・ 坪 井 正人 ・ 利 
1943 一 Filaria 症 に 於 ける 有 Dirofilaria tmmitis 抽出 液 
を 以 て する 皮膚 反応 日 外科 誌 44(2), 
Senoo, T. & D. R. Lincicome 
1951—The presence of malayan filariasis in Korea 
Trans. Roy. Soc. Trop. Med. Hyg., 
45(2), 269—273 
1951—Malayan filariasis incidence and distribution 
in southern Kczea,. 
U. S. Arm. Force. Med. J., 
2(10), 1483—1489 


瀬尾 原始 
1901— 北越 医 誌 126, 1 一 4 
瀬戸 山 宏 邦 


1939 一 ソン クロ フト 虫 症 の 2 例 
誌 38 (9), 1401 


志田 幸三 ・ 副 田 正 次 
1955 一 精 フィ ラリ ア (会) 日 誌 46(3), 226 
志賀 樹 太郎 ・ 高 月 三 唐 
1907 一 『 フ ォ ラ リア 」 虫 に 就 て (第 一 ) 
中 外 医 報 647, 
志賀 高 ・ 徳 永 真 


1921 一 ある 乳 尿 例 皮 泌 誌 21, 729 
重松 俊 ・ 尾 形 隆 明 ・ 田 中 訓 二 ・ 三 原 温 ・ 長 崎 光 夫 
於 ける フュ ラリ ア 保有 率 
久留 米 医 誌 17(5, 6), 226 
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2. 虫 糸状 虫 ・ 第 部 人 の 


幸三 
1937 一 乳 忠 尿 症 
19 1 一 包皮 下 ょ より 発 生 せ る フォ ラリ ア の 1 例 
誌 31(5), 38 


泌 誌 42(3), 


臨 皮 泌 7①, 7 
注水 幸三 ・ 今 林 
1939 一 症 上 誌 45(2), 
下村 雄 ・ 渡 辺 直 昭 ・ 監 ・ 江 一 


1957 一 乳腺 腫瘍 を 疑 つ た フィ ラリ ア 症 の 1 例 
長崎 風 研 32(11), 1430 一 1433 


城間 盛 吉 
1956 一 沖縄 本 島 南 部 地区 フィ ラリ ア 症 調査 
査 5(5), 212 
首藤 
1936 一 「 フ ォ ラ リア 」 性 血尿 日 泌 誌 25(5), 
末広 


1952 一 フォ ラリ ア (バン クロ フト ) 症 患者 血液 の 生化 学 
的 研究 医学 研究 22(11), 1471 
1953 一 所 リア 症 ( バ ンタ クタ ロフト) 患者 血液 の 生 
学 化 的 研究 
Med. Bull. Kagoshima Univ., (特別 号 ), 7 
芝 

1954 一 フ ィ ラ リア の 研究 

総研 医薬 (28), 450 


菅間 文大 
1955 一 福島 県 の フォ ラリ ア 治 薬 報 530, 22 
菅沼 次 
1916 一 フォ ラリ ア 病 の 新 化学 療法 予報 
医 海事 報 1317, 


1919aー フ ラリ ア の 症候 学 的 
中 外 医 報 932, 934, 935, 
1919b 一 末 液 瓦 有 量 の 変化 と ミク ロフ ィ ラ リ 
ア の 定期 出現 性 と の 関係 に つい て 
九州 医 誌 24, 
1420 一 バン クタ クロフト, ミク ロフ ィ ラ リア の 定期 出現 性 
及び と 血液 瓦 其 変化 と の 関係 に 就 て 
日 内 科 誌 8(2), 
1921 a 一 人 体内 バン タロ フト フォ ラリ ア の 仔 躍 産出 に 
関す る 臨床 的 観察 日 内 科 誌 9(2), 
1921b 一 フォ ラリ ア ・ バ ンク ロフ チー の 定期 出現 性 問 
題 に 関す る 研究 補遺 
東京 医 誌 35(5), (6), (⑰), 
1933 一 「 フ ォ ラ リア バン クロ フチ ー」 に 就 て の 観察 
軍医 団 誌 245, 
鈴木 里 
1943 一 繊維 素 尿 
鈴木 
1929 一 大 に 於 ける 皮膚 病変 化 の 1 例 に 就 て 
東 医 事 誌 2619, 


と 11(2), 184 


鈴木 滋 
1934 一 陰 病 の 1 例 友 誌 36(2), 242 


立川 


(31 ) 


1930 「 ピ グラ フォー」 に 依る 症 治験 追加 


例 誌 19(10), 
高木 
1934 a 一 病 九 医 報 8(4), 
1934b 皮 病 の 手術 例 と 2(4④), 
高橋 明 
1912 一 祭 広 病 と フィ ラリ ア と の 原因 的 関係 並び に 其 の 
組織 学 的 研究 誌 12(7), 
高橋 
1937 一 祭 皮 病 の 一 治験 例 日 外科 誌 38, 5 
高橋 信吉 
1936 一 乳 庶 尿 症 の 病理 及び 治療 法 治 処 198, 
高橋 信吉 ・ 池 田 幸助 
1936 一 乳 の 治療 皮 と 4(6), 
1937 一 の 一 例 泌 41(2), 


高尾 克巳 
1911 一 いら りあ , ざん ぐい に す , ほ み に す に 対す る 
さる ば る さん 療法 の 実験 研 頑 誌 100, 
高瀬 守 内 正 知 ・ 工 藤 
1958 一 ミク ロフ イラ リア 寄生 馬 の 一 所 見 
獣 新報 226, 259 一 260 


高山 与 四 
1942 一 フォ ラリ ア 病 に 関す る 二 , 三 の 検査 成績 
体 性 29(1), 36 
高安 久 
1950 一 フォ ラリ ア 性 精 系 結節 日 泌 誌 39(1), 12 
武田 光 
1939-1940 一 生体 肺 臓 内 と フィ ラリ ア 仔 躍 検出 
医 海事 報 2345, 1912, 
2351, 2081, 
2344, 512, 
竹之内 辰 四 
1923 一 陰 手術 の に 偶然 発見 せる 「 フ ラ リア 」』 
母 虫 結節 に 就 て 北越 医 誌 38(1), 


1925 一 新潟 県 下 に 於 ける 「 フ ォ ラ リア 」 病 の 調査 
北越 医 誌 40(5), 709 
竹下 治 ・ 奥 田 瑞穂 
1925-—Filaria bancrofti の 定 出現 性 問題 に 関す る 
究 補 遺 東 医 事 誌 35(5), (6⑥), (⑰), 
1914 一 フォ ラリ ア 貝 及び 之 に 因 す る 疾病 
日 新 医 学 3(5), 
武内 成 事 
1917 一 フィ ラリ ア 症 の 療法 殊 に 血清 療法 の 効果 
研 頑 誌 123, 
1931 一 弁 状 人 象 皮 病 た 関す る 知見 補遺 
武内 成 事 ・ 原 ロー 億 
1918 一 いら りあ , ざん ぐい に す , ほ み に す が 
在 性 血管 に 夜間 発見 する 原因 と つい て 
研 頑 誌 138, 
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玉木 康 

1630 一 弁 状 病 の 1 例 

田宮 上 

1940 一 「 ミ クロ フォ ラリ ア 」 の 周期 出現 の 原因 に 就 て 
東 女 医 誌 10(3), 221 一 238 


日 外科 誌 31(3), 


田宮 

1918 一 フォ ラリ アザ ング イニ = ニス ホ ミニ = ニス の 生物 学 的 性 
に 関す る 知見 日 病理 誌 8, 

田村 オ 一 ・ 渡 辺 謙 一 


1929 「 ピ ェ グラ フィ ュー」 に 依る 治 例 
日 泌 誌 18 (10), 
田村 
1953 一 バン クロ フト 和夫 状 虫 仔 虫 の 定期 出現 性 に 関す る 
研究 , 其 の 1, 定期 出現 性 の 臨床 的 観察 
長崎 医 誌 28(9), 972 一 977 
1954a 一 バ ソ クロフト 虫 仔 の 定期 出現 性 に 関す 
る 研究 , 其 の 二 , 数 種 の 薬物 の 内 仔 
出現 に 及ぼ す 影 響 
長崎 風 研 29(12), 890 一 898 
1654b バン クロ フト 虫 仔 の 定期 出現 性 に 関す 
る 研究 , 基 の 三 , 仔 貝 出現 と 白血球 像 並び に 
その 機能 長崎 風 研 29(12), 899 一 912 
1955 一 バン クロ フト 位 貝 の 定期 出現 性 の 観 宏 ( 会 ) 
皮 性 誌 65(1), 43 


田村 ・ 片 峰 大 
1953 バン クロ フト 内 出現 に 就 て の 
(会 ) 寄生 虫 誌 2(1), 44 


1956 一 糸状 虫 症 と 白血球 機能 (会 ) 
長崎 風 研 31(3), 208 
田辺 紀夫 
1957 一 バン クロ フト 虫 症 の 血清 学 的 研究 補遺 
其 の 一 . 用 mmztzs の 抗原 性 に つい て 
長崎 風 研 32(11), 1421 一 1429 
田辺 紀夫 ・ 有 里 実 行 ・ 片 峰 大 助 
1956 一 Allergy の 観点 か ら 見 た 糸状 虫 症 ( 会 ) 
長崎 風 研 31(3), 208 
田中 英 香 
1921 一 に 就 て 
田中 ・ 渡 辺 昇 ・ 加 納 ・ 金 子 
1954 一 新 鳥 に 於 ける フォ ラリ ア 症 の 発見 
日医 師 誌 31(9), 487 


皮 誌 21, 172 


田中 一 
1933 一 尿 治療 成績 日 泌 誌 22(4), 
1937 一 ミク ロフ ィ ラ リア , バン クロ フト 携帯 者 に 関す 
る 軍 除 一 二 の 考 
東 医 事 誌 3040, 1885 一 1887 


田中 一 雄 ・ 谷 野 伝 

1939 一 東大 皮膚 科 尿 器 科 に 於 ける 症 の 統計 的 
観 日 誌 24(6), 448 一 489 

田中 重 


1937 一 台湾 人 に 於 ける ミク ロロ フォ ィ ラ リア の 検索 並び に 
臨床 的 観 宗 台湾 医 誌 36(8), 1824 一 1851 


1938 一 ミク ロフ ィ ラ リア ,。 バン クロ フト に 関す る 二 三 
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( 32 ) 


の 観察 
田中 
1912 一 日 本 に 於 ける 動物 寄生 体 に 基 因 する 疾病 の 種類 
に つい て 東 医 事 誌 1713, 873 一 878 
谷口 長 
1904—Uber Filaria bancrofti Cobbold 
Cent, f. Bakt., 1 Abt. 25 
1905 一 「 フ ォ ラ リア , バン クタ クビ フト, コッ ポル ト 」 の 生 
胸 学 的 研究 及び 臨床 的 追加 鎮西 医 報 90, 1 
田代 布 治 左衛門 
1936 一 フォ ラリ ア 成 虫 に よる 精 管 結 
長崎 医 誌 15 3) , 


台 医 誌 37(3), 515 


田沢 多 吉 

1950 一 皮 病 医 1(2), 67 
寺田 

1919 一 乳 際 血尿 症 に つい て 北越 医 誌 34(6), 
和 


1931 一 に ける フイ ラリ ア に 就 て 
台 誌 30(7), 1 一 6 
所 輝夫 
1939 一 フォ ラリ ア と 尿 閉 
徳田 安 之 助 
1954 一 精 フォ ラリ ア の 1 例 (会) , 
日 大 医 13(12 別冊 ), 16 


治療 誌 9(4), 


徳田 安 之 助 ・ 足 一 
1955 一 精 率 フィ ラリ ア 症 の 1 例 
日 大 医 誌 14(11), 1624 


登 倉 登 
1921 一 九 に 於 ける フィ ラリ ア 症 及び 波佐見 
びに 発疹 熱 の 疫 理 及び 病 機 に 関す る 調査 研究 
学 月 21, 80 
徳富 光 
1941 一 Thionol!-Calcium 内 服 の み に て 全治 せる と 思わ 
る ォ ラ リア 症 の 例 皮 と 9(1), 34 


戸村 隆敏 
1925 一 統計 より 見 た る 琉球 病 た 就 て 
皮 誌 25(6), 
虎 島 
1939 一 陰 水 腫 に 対す る Clauden 注入 法 
外山 寛 樹 
1955 一 アカ イ テ 体内 於 ける バン クロ フト 
の 発育 と 温 と の 関係 (会 ) 
寄生 虫 誌 4(2), 146 
1956 一 体内 に 於 ける バン タロ フト 虫 幼虫 の 発 
育 に 及ぼ す 変 温 の 影響 並び に 発育 限界 温度 (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 251 


遠山 昇 
1940 一 病 2 例 日 外科 誌 313) , 
坪井 賢次 


19 和 1 一 際 験 例 皮 泌 誌 50(4), 371 
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2. 線 虫 和 糸状 ・ 


坪 坂 ・ 竹 田高 
1954 一 福井 県 に 於 ける フォ ラリ ア 症 (会 ) 
日 内 科 誌 43(5), 342 


坪 坂 竹 田亮 織 田 邦 夫 
1954 一 福井 県 下 に 於 ける フィ ラリ ア 症 
十 全 医 誌 56(6), 380 
土 本 重 
1947 一 2 種 の 和 糸 状 虫 仔 虫 に 於 て 科学 17(10), 324 
鶴見 三 三 
19 1 一 仏 に ける フォ ラリ ア 
治 処 22(8), 1152 
鶴見 三 三 ・ 武 田 光 
1941 一 人 体 肺 臓 内 プ ラリ ア 位 の 間 検出 の 肺 


に ょ る 一 診断 潜 東 医事 誌 3178, 631 

津 崎 文雄 
1955 一 フィ ラリ ア の 球 Mitochondria 
(会 ) 鹿児島 医 誌 28(7, 8), 179 


1956a 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 (3) フォ ラリ ア 
症 並び た 二 , 三 疾 の 末 (1) 健康 
鹿児島 大 医 誌 8(5, 補 國 ), 870 
1956b 一 フィ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 (7) フォ ラリ ア 
症 の 末 球 
鹿児島 大 医 誌 8(5, 補 冊 ), 912 
1957aー ラ リア 症 の 液 学 的 研究 (4) フィ ラリ ア 
びに た 二 , 三 疾患 の 末 球 (2) 多 
鹿児島 大 医 誌 8(5, 補 冊 ), 886 
1957b 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 (5) フォ ラリ ア 
症 並 び た 二 , 三 疾患 の 末 球 (3), 
及び 患者 に 於 ける 末 球 
鹿児島 大 医 誌 8(5, 補 冊 ), 890 
1957c 一 フォ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 (6) フィ ラリ ア 
並 び た 二 , 三 疾患 の 末 球 (4) 肺 結 
鹿児島 大 医 誌 8(5, 補 冊 ), 898 
日 血液 誌 19(3), 217 


筒井 喜 三 ・ 広 瀬 香 
1937 一 妊娠 に 伴 え る 外陰 部 先 皮 病 の 1 例 
日 婦 熊本 報 5, 
上 田 三 大 池 義 勝 ・ 高 敏 ・ 
1955 一 フォ ィ ラ リア に 因 る 精 系 水 巴 管 腫 の 1 例 (会 ) 
日 内 科 誌 43(11), 912 
植木 弟 三 
1914 一 九州 師団 に 於 ける フィ ラリ ア 貝 保有 者 の 統計 
九 沖 医 会 誌 19(12), 
植村 新 門 ・ 橋 本 久 
1955a 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研究 (第 10 報 ) 宮崎 県 
下 の フ ィ ラ リア 症 に 就 て 第 1 報 南 政 珂 郡 福 
島町 都井 岬 の 調査 成績 
鹿児島 大 医 誌 7(2), 280 一 281 
1955 b 一 宮崎 県 下 の フ ォ ラ リア 症 , 川 都 井村 福島 町 の 


( 33 ) 


第 人 の 糸状 


調査 成績 (会 ) 鹿児島 医 誌 28(1, 2), 46 


梅本 元 
1952 一 フィラ リア 性 陰 相 水 腫 の 発生 病理 に 関す る 一 考 


察 ( 会 ) 日 外科 誌 53(9), 698 
1953 一 フォ ラリ ア 症 に 関す る 研究 学 月 32,129 
和田 平 
1930 一 の 治療 実 医 187, 
革 道 範 


1953 一 鹿児島 県 に 於 ける 糸 状 虫 病 の 流行 実態 (会 ) 
鹿児島 医 誌 26(11, 12), 295 
幹太 
1955 一 コト ン ラ ッ ト 和 Lomosoides carinzz に 関 
する 研究 第 1 報 実験 室内 に 於 ける 早 代 感染 に 
tC 寄生 虫 誌 4(4), 57 一 61 


若杉 幹太 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 
1955 一 コト ン ラ ッ ト の フィ ォ ィ ラ リア Litomosoides carinit 


の 実験 的 感染 に 関す る 基礎 的 研究 (会 ) 
寄生 虫 誌 4(2), 146 
渡部 人 
1951 一 フォ ラリ ア に 因 る 1 例 
共済 医 報 1(1), 90 


1952 一 フォ ラリ ア に 因 る 丸 腫 1 例 
と 14(6), 414 


渡辺 
臨床 的 病理 組織 学 的 観察 殊 に た 「 フ ィ ラ リア 」 症 
に 於 ける 汐 巴 反応 及び 第 二 次 小 結節 の 発生 に 就 
渡辺 達 
1906 一 住 血 糸 状 虫 に 就 て 
和 礁 ・ 山 根 大 学 
1894 一 に 於 ける 人 病 , 陰 腫 及 び 乳 


岡山 医 誌 191, 


に 就 て 東京 医 誌 8(15), 673 
東 医事 誌 853, 1449 一 1452 
854, 1489—1493 
855, 1535—1537 
山田 基 ・ 山 本 達 


1916 一 Firariaren (Bancroft. S.) が 性 血管 に 
夜 問 現 出す る 原因 に 就 て の 補遺 
東京 医 誌 30(8), 
Yamada, 8S. 
1927—An experimental studies on twenty-four 
species of Japahese mosquitoes regarding 
their suitability as intermediate hosts for 
Filaria bancrofti Cobbold. 
Sci, Rep. Gov. Inst. Inf. Dis., 6, 559—622 
Yamada, S. & Komori K. 
1926—From what point of the proboscis of the mos- 
quito do developed larvae of Filaria bancrofti 
escape ? 
Sci. Rep. Gov. Inst. Inf. Dis., 5, 647—651 
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山田 進 輔 
1939 一 硝子 体 中 の フュ ラリ ア 選 
臨 医 報 34(11), 1158 
保 年 
1933 一 『 フ ィ ォ ラ リア 」 性 乳 臣 尿 症 の レ 線 深部 治療 潜 
愛知 医 誌 40⑰), 
Yamaguti 
1935 a —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 12 Diplotriaena bargusinica Skrjabin, 
1917 Jap. J, Zool., 6(2), 412—413 
1935 b —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 12. 11. Driplotriaena manipolt Chu, 
1931. jap, J. Zool, 62), 413 
1935 c¢ —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 12. 12. Diplotriaena monticolae n.sPp. 
Zool,;:6(2) ,-413=-414 
1935 d —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 12. 13. Eufilaria lari n. sp. 
Jap: J. Zool., 6{2), 415-—516 
1935e —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 12. 14. Spirofilaria podicipitis Nn. g. 
n. Sp. jap. J, Zool., 6(2), 416—418 
1941 a —Studies on the helminth fauna of Japan 
Part 35. 18. Dirofilaria ursi n. sp. 
Jap. J, Zool.,, 9(3), 433—434 
1941 b —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 35. 19. Pseudolitomosa musasabi n. 
Jap. J. Zool., 9(3), 434—436 
1941 c —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 34. Icosiella kobayasi n. sp. 
Jap. J. Zool., 9(3), 406—407 
1941 d —Studies on the helminth fauna of Japan, 
Part 35. 20. Cardionema ten n. g., Nn. SP. 
Jap. J. Zool. 9(3), 436—438 
194l e —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 36. 33. Hamatospiculum accipitris n. 
Sp. Jap. J. Zool., 9(3), 474—475 
1941 f —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 36. 34. Hamatospiculum sp. 
Jap. J. Zool., 9(3), 475—477 
1941 g —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 36. 35. Serratospiculum tendo (Nitzsch. 
1857) Jap, J. Zaol., 9(3}; 477 
1941 h —Studies on the helminth fauna of Japan. 
Part 36. 36. Diplotriaena nipponesis n. sp. 
Jap. J. Zool., 9(3), 477—478 
山 富雄 ・ 金 子 保 
1955 一 徳島 県 の 糸状 虫 症 (会 ) 


山村 
1955 一 で あつ た 症 の 1 例 (会 ) 
日 誌 46 (9 , 665 


四国 医 誌 6(4), 228 


山之内 秀 三 


( 34 ) 


1933 一 乳 に 於 ける 所 調 脈 逆流 の 
びに 其 の 影像 より 見 た る 薬液 注入 に 依る 本 症 の 
治療 法 皮 誌 33(1), 
山之内 棟 
1930 一 「 バ ンク ロフ ト フ ィ ォ ラ リア 」 虫 を 宿 せ る 人 の 覧 
臓 就 て 医事 公論 937, 
日 記 2, 1 
山代 ・ 増 田 陸 
1955 a 一 兵庫 県 美方 郡 照 来 村 に 於 ける フォ ラリ ア の 流 
行 調査 (2) (会 ) 寄生 虫 誌 4(2), 162 
1955 b 一 兵庫 県 美方 郡 況 泉町 照 来 地 区 た に 於 ける フィ ラ 
リア の 流行 調査 日 誌 2(11), 943 
山下 
1953 aー フ ラ リア 幼虫 の 赤 家 発育 の 実験 的 研 
究 ( 会 ) 動 -4(1, 2 
1953 b 一 赤 家 内 に 於 ける フィ ラリ ア の 発育 に 
関す る 実験 的 研究 
鹿児島 医 誌 26(11, 12), 295 
山崎 豊 
1953 フォ ラリ ア 症 に 於 ける 様 発作 に 関す る 実 
験 的 研究 (1) フォ ラリ ア 症 と 拡散 因子 
長崎 医 誌 28(9), 978 
1954 一 フィ ラリ ア 症 と 拡散 因子 
長崎 医 誌 29(1), 90 
1956 一 フィラ リア に 於 ける 様 発作 に 関す る 実 


験 的 研究 長崎 医 誌 31(11), 948 
1935 一 女子 外陰 部 象 皮 病 3 例 産 と 婦 3G), 


横川 定 
1938 aー バ ンク セロ フト 未 状 虫 感染 経路 に 関す る 研究 
東 医事 誌 3104, 265 
1938 b 一 Wuchereria bancrofti 状 感 路 に 関す 
る 研究 
Jap. J. Med. Sci. Path., 3(32), 167 
1939 a 一 状 虫 の 生物 学 特に バン クロ フト の 
感染 経路 , 及び ミク タク ロフ ィ ラ リア の 
出現 性 た に つい て 東 医 事 誌 3133 一 3138 
日 寄 記 11, 12 
1939 b 一 平田 語 純 氏 に 答 3 東 医 事 誌 3188, 
1939 c—Studies on the mode of transmission of 
Wachereria bancrofti Trans. 
Roy. Soc. Trop. Med. Hyg., 33, 653—668 
横川 定 ・ 小 林 英 一 ・ 吉 野 高 共 
1939 一 皮 病 者 血清 の ミク フィラ リア バン 
フチ ー に 対す る Pandit 反応 
Acta. Jap. Med. Trop., 1(2), 185 
横川 定 ・ 小 林 英 一 ・ 湯 本 義秀 ・ 小 坂 浦 石 ・ 感 万 徳 ・ 横 川 


宗 

1939 一 膨 湖 鳥 に 於 ける バン クロ フト 糸 状 虫 の 疫学 的 調 
査 人 台 誌 38 (10), 1452 一 1466 

米山 


1953 一 フォ ラリ ア 症 に 対す る 化学 控 法 剤 の 応用 (会) 
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鹿児島 医 誌 26(11, 12), 296 
藤 士 
1955 一 糸状 虫 症 の Supatonin 治療 に 関す る 研究 
医学 研究 25(2), 335 
米沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 田 畑 晋 作 
1954 一 , 島 の 虫 症 の 調査 成績 (会 ) 
鹿児島 医 誌 27(3, 4), 73 
米沢 藤 士 ・ 尾 汗 義 人 ・ 松 山国 隆 
1953 一 フォ ラリ ア 虫 症 ) 治療 に 於 ける Supat- 
onin 投与 量 ( 会 ) 
鹿児島 医 誌 26(11, 12), 296 
米沢 藤 士 ・ 柚 木 一 ・ 尾 辻 義 人 ・ 松 山国 ・ 
1953 一 ミク ロフ ィ ラ リア の 誘 出 に 関す る 研究 
(会 ) 鹿児島 医 誌 26(11, 12), 295 
吉村 欲 次 
1941 一 フォ ラリ ア 性 陰 ? の 1 例 
九 沖 医 会 誌 42, 176 
村 
1912a 一 県 下 に 於 ける フィ ラリ ア の に 就き 
で 医学 中 央 誌 10(2), 1 一 11 
日 内 科 誌 1(4), 230 一 231 
1912b 一 バン ソン クロ フト の 伝搬 経路 に 就 て 
京都 医 誌 9(1), 115 
1914 一 フィ ラリ ア 貝 の 生物 学 日 新 医 学 3(5), 
吉永 福太郎 
1912a 一 祭 皮 病 の 原因 こと 就 て 
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京都 医 誌 116—117 
1913a 一 鹿児島 県 下 大 鳥 , 種子 鳥 及び 長 鳥 に 於 ける フ 
ィ ラ リア 貝 帯 者 に つい て 
日 内 科 誌 1(4), 
1913 b 一 旬 皮 病原 因 及 び 其 の 子 防 に 就 て 
研 109, 
1914 一 病 に て 誌 111, 
福太郎 ・ 帖 佐 四 
1911a 一 八丈 島 に 於 ける 象 皮 病 の 原因 と こつ いて 
京都 医 誌 8(1), 114 一 116 
1911 b 一 病 予防 接種 法 第 2 報告 
京都 医 誌 8( 附 ), 34 一 36 
吉野 高 
1956 一 南部 重 山 和 産 の バン クロ フト 状 
虫 自然 感染 に 関す る 研究 
鹿児島 医 誌 29(3, 4), 51~70 
吉野 高 仲 里 朝 真 
1940 一 沖縄 県 信 重 島 於 ける バン クロ フト 虫 の 
分 布 並 びに 浸 台湾 医 誌 40(4), 749 一 761 
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II. 家畜 の 


A. Dirofilaria immitis 
犬 叉 心臓 糸状 虫 ( 剛 強 ) 


安達 
1934 一 犬 の 腹水 ロイ マミ ュー ル 療 潜 
応 獣 誌 7, 512 一 516 
安達 幸治 
1950a 一 犬 糸 状 に 於 ける の 臨床 (上 ) 
新報 32, 11 一 12 
1950b 一 犬 症 に ける 心不全 の 臨床 ( 下 ) 
新報 33, 15 一 16 
リア に よる 腹水 治療 の 戦後 の 動向 
1956bー フ ィ ラ リア に よる 風水 治療 の 戦後 の 動向 
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秋山 静 一 ・ 西 川浦 勝 
1944 一 Dirofilariae 病 犬 精液 内 仔 虫 の 検索 
日 病理 誌 33, 34 
河 久 沢 実 ・ 小 山 三 三 人 ・ 小 栗 菊 夫 
1958 一 犬 フ ィ ラ リア 症 の 皮 内 反応 に つい て 
日 獣 会 誌 11(1), 32 一 35 


青木 意 ・ 劉 崎 直 
1935 一 Microfilraria に 対す る Dabiol の 使用 成績 
大 阪 術 研 報 1, 155 
Balch, R. K., James Fonseca, William, G. Rice, 
& Benjamin, F. Leach 
1957— Canine filariasis in the Far East. 
J. Amer, Vet,. Med Ass., 131 (6) , 298—301 
千葉 
1950 デン (Canis dingo L.) の Filaria immitis 
寄生 例 た に つい て 油 書 新報 50, 6 一 7 
後藤 寿 作 ・ 
1954 一 病理 学 的 所 見 か ら み た 犬 ブ フィ ラリ ア 症 の 治療 に 
関す る 研究 日 獣 会 誌 7(9), 419 一 422 
原 時 
1932 一 犬 糸 状 虫 症 と ナトリウム 吐 酒 石 
応 誌 5(9) 
1934 一 犬 フ ィ ラ リア 症 の パン セカ ー ル 控 法 
応 獣 誌 7(13), 830 一 
1938 一 大 の フィ ラリ ア 病 に 対す る ラ カ ル ノー ル の 効果 
応 11(5), 
1939 一 犬 糸 状 虫 症 に 応用 し た る ファ ヂ デン の 臨床 的 効果 
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大 阪 日 赤 2(3), 291 一 292 
川幅 
1942 一 血液 Filaria の 手術 的 療法 
日 外科 誌 43(7), 896 


本 田 孝也 
1921 一 フォ ラリ ア ・ イ ム ミ チ ス に よる 犬 容 臓 の 病理 学 
的 変化 に 就き て 京都 医 誌 18 (4), 
本 間 新 一 


1939 一 活動 性 「 ミ クロ フュ ォ ラ リア 」 の 犬 体 移行 経路 並 

びに 『「 フ ォ ラ リア 」 へ の 発育 過程 に 関す る 研究 
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に 関す る 研究 応 誌 14(12), 783 一 801 
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応 獣 誌 14(12), 803 一 808 

細川 修治 ・ 内 野 文 神 徳 

1955 一 肺 血管 率 の 形態 学 的 研究 (2) 

る 肺 管 の 形態 学 的 変化 

日 病理 誌 44(1), 180 


犬 糸状 症 に 於 け 


細谷 英夫 
1956 一 糸状 虫 病 の 発症 機 団 : に 関す る 研究 
総研 医薬 (31), 51 一 
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1924 一 フォ ラリ ア 病 犬 の 脳 芳 所 見 日 病理 誌 14, 
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獣 書 新 報 137, 17 一 18 
今田 忠信 ・ 青 山 弘 ・ 山 崎 博 ・ 伊 藤 一 二 三 
1955 一 犬 の ミク ロフ ォ ラ リア の 検出 成績 と つい て 
日 誌 8(3 臨 ), 13 


井上 太 
1935 一 rofilaria mmitzs 定期 用 現 性 
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1936 a 一 rofilaria mmztzs Aedes togot の 体 
内 に 於 ける 発育 の 研究 
16(5), 753 一 773 
1936 b —Dirofilaria immitis の 寄生 状態 及び 未成 
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1936 c 一 rofilaria mmitis の Aedes togoi の 体 
内 に 於 ける 発育 に 就 て 


日 寄 記 8, 17 一 18 


寄生 学 雑誌 ・ 8 ・ 附 録 文献 集 
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1937 a 一 Drofilaria tmmtzs 成虫 の 形態 学 知見 補 
慶応 17(5). 903 
1937 b 一 Dirofilaria mmits 虫 の 数 種 の 東京 産 に 
於 ける 発育 魔 応 17(6), 1097 
る 二 , 。 三 の 研 究 た つい て 
現代 癌 32(7), 3 一 9 
現代 32(8), 3 一 12 
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慶応 17, 
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現代 療 34(2), 13 一 19 
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一 色 於 
1932 一 北 支 地方 産 家 書 の 部 に 関す る 研究 
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. 3(1), 4 
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板垣 四郎 ・ 久 米 治 
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板垣 四郎 ・ 牧 野 太 
1927 一 ナトリウム 吐 酒 石 静 脈 内 注射 と よる 犬 糸 状 虫 仔 
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理 組織 学 的 研究 
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北川 正 淳 
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日 病理 誌 6(5), 


Kosuge 
1942—Beitrége zur Biologie der Mikrofilaria immitis 
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Arch. Schiff. Trop. Hyg., 
功刀 照夫 
1959 一 神経 麻 伴う 犬 の フィ ラリ ア 症 3 例 
新報 174, 24 一 25 


28 (8) , 340—351 


久保 道夫 
1938 一 Microfilaria immitis の 末 出現 性 及び 
其 の 季節 的 影 響 に 就 て 日 寄 記 10 
1940 一 Microfilaria immitis の 末 内 定期 出現 の 本 
日 記 12, 3 


久保 道夫 ・ 牧野 正 ・ 太 ・ 山 田 
1939 一 ミク ロフ ィ ラ リア ・ イ ム ミ チ ス の 末 管内 
節 的 出現 と と の 関係 
日 記 
久米 
1949 一 犬 糸 状 虫 の 研究 
日 誌 2(6), 172 一 173 
1950a 一 糸状 虫 症 の 治療 試験 一 フン チェ モン 剤 以外 の 薬 
品 の 除 効果 日 誌 3(3). 72 一 73 
日 12(1), 
1950 b 一 アン チ モ ン に 依る 犬 状 仔 の 試験 
日 寄 記 19, 37 一 38 
1950c 一 犬 糸 状 虫 症 予 防 の 新 理論 
新報 38, 4 一 6 
1950 d 一 犬 糸 状 Diroflaria immitis の 経 皮 感染 方 法 
に つい て 東農 工学 術 1(1), 11 一 19 


第 部 家 の 糸状 


1950e 一 ミク ロフ ィ ラ リア の 検出 潜 
日 誌 
1950f 一 フォ ラリ ア 症 予防 治療 の 躍進 
獣 書 新報 51, 8 一 9 
1950g 一 虫 の 研究 学 月 4, 218 
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殺 減 試験 日 会 誌 4(7), 215 一 218 
1951c 一 吸血 状態 と 内 フィ ラリ ア 虫 の 残存 
数 と の 関係 に つい て 
応 動 16(3, 4), 135 一 141 
1952a 一 犬 カ フォ ラリ ア 症 に 就 て 
日 獣 会 誌 5(1), 11 一 13 
1952b 一 糸状 病 の 治療 及び 予防 
日 獣 会誌 5(3), 71 一 74 
1952c 一 糸状 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 基礎 的 研究 
学 月 10, 464 
1953a —On the life-cycle of Dirofilaria immitis 
(Canine heart-worm) in the dog as the 
final host 
Bull. Fac. Agric. Tokyo Univ. 
Agric. Tech., 1(2), 11—27 
1953 b 一 糸状 虫 症 予 防 ・ 治療 の 基 磁 試 験 成績 
獣 書 新報 116, 743 一 754 
1953c 一 犬 糸 状 虫 の 研究 総研 生 固 (28), 159 
1954a 一 糸状 虫 症 予 防 , 治療 の 基礎 試験 成績 (会 ) 
日 15, 220 一 222 
1954b 一 糸状 虫 症 化 学 療法 の 基礎 的 研究 
医学 研究 24(8), 1759 一 1776 
1956 一 犬 糸 状 虫 の 研究 総研 医薬 (31), 52 
1957—Chemotherapy of canine filaliasis 
Am. J. Vet. Res., 18 (69) , 912—923 
1958—Prophylactic therapy against the develo- 
ping stages of Dirofilaria tmmitis before rea- 
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Am. J. Vet. Res., in press 
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久米 清治 ・ 浅 見 久夫 
1949 一 糸状 虫 症 の 新治 療 薬 
新報 29, 302 一 303 


久米 ・ 板 垣 四 

1942 一 大 虫 Dirofilaria tmmitis の 研 冠 (III) 犬 
状 虫 の 予防 方 策 応 獣 誌 15 (6), 385 一 400 
1943 一 犬 糸 状 虫 Drofilaria immitis の 研 (IV) 発育 
史 に 関す る 研 完 応 獣 誌 16(2), 59 一 80 
1947 一 犬 糸 状 Drofilaria immitis の 研 1 固有 

( 犬 ) の 体内 に ける 発育 環 と つい て 
日 9(5, 6), 119 一 130 
1948 a 一 大 虫 Dirofilaria tmmitis の 感染 機転 に 就 
日 誌 10(3, 4), 128 一 129 
1948 b 一 犬 和 糸状 虫 Dirofilaria i の 研 冠 (XI) 発 

育 環 に 関す る 研 完 (IV) 

5(3), 61—66 
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育 環 に 関す る 研究 下 
獣医 5(7), 189 195 
1949a 一 Drofilaria mmitis の 研究 固 
有 宿 主 ( 犬 ) の 体内 に 於 ける 発育 環 に つい て 
(2) 日 獣 誌 11(1, 2), 13 一 22 
1949 b 一 Drofilaria mmztis の 研究 其 
の 予防 法 に 就 て 日 油 誌 11(3, 4), 53 一 60 
久米 ・ 洪 元輝 ・ 板 垣 四 
1943 一 犬 糸 状 虫 Dirofilaria immits の 研究 (VD 発育 実 
に 関す る 研究 (IL) 応 獣 誌 16(11), 653 一 690 
1944a 一 犬 虫 Dirofilaria mmitis の 研究 (IX) 発 
育 史 に 関す る 研究 (TID (上 ) 
合 獣医 1(8), 342 一 350 
1944b 一 大 rofilaria immaitis の 研 発 
育 に関する 研究 (III ( 下 ) 
獣医 1(9), 379 一 389 
1945 a 一 犬 状 虫 Dirofilaria immitis の 方 策 ( 
報 ) 獣医 2(6), 73 一 76 
1945 b 一 犬 状 Dirofilaria immitis の 研究 (X) 成 
仔 保有 吸血 状態 と 吸 於 ける 残存 
成熟 仔 虫 数 と の 関係 
獣医 2(9), 105 一 111 


久米 ・ 古 和 一 ・ 板 四 
1942 一 状 rofilaria mmitis の 研究 I 内 
に て 発育 を 了 せる 血 中 Microfilaria 
の 諸 種 溶液 中 に 於 ける 抵抗 力 比 較 試 験 
応 獣 誌 15(4), 239 一 263 
久米 ・ 大 石 
1949 一 糸状 虫 の 研究 (1) アン チェ モ イン 中 毒 の 犬 血 液 所 見 
並び と アン チ モ ン 解 姓 剤 と し て の チオ 硫酸 ソー 
ダ ハ イ ポ と の 共用 に 関す る 試験 (2) アン チ モ ン 
剤 の ミク フィ ォ ラリ ア 果 に 及ぼ す サ ルプ 
ァ ー 剤 の 影響 に 就 て (3) 新 方 法 に 因 る 脳 契 髄 糸 
状 虫 症 の 人 工 感 染 試 験 
東農 工 年 報 (24), 6 一 7 
1951 一 状 症 の 治療 試験 一 ア ンチ モン の 仔 
除 効 果 一 日 会 誌 4(3. 76 一 80 
1952a 一 アン チ モ ン 剤 , 特に ダビ オー ル の 大 糸状 虫 仔 
の 効果 に 就 て 界 28, 17 一 21 
1952b 一 大 糸状 Dirofilaria immiztis に 対す る スパ ト 
= ン の 作用 
東 獣 書 報 (フィ ラリ ア 特 集 号 ), 36 一 42 
1952c 一 糸状 虫 症 の 治療 試験 一 剤 ( デ ク 
フェ ナル シン の 成虫 殺 減 効果 に つい 
て 日 獣 会 誌 5(11), 358 一 361 
1952d 一 犬 Dirofilaria immitrs の 化学 
日 寄 記 21, 19 
1953 一 フィ ラリ グ 症 化学 療法 に 於 ける アン チ モ ン 剤 と 
サル ファ ー 剤 と の 併用 に つい て (会) 
寄生 誌 2(1), 41 
1954 一 フォ ラリ ア 症 の 化学 療法 に 於 ける アン チ モ ン 剤 
と サル ファ ー 剤 の 併用 (会 ) 
日 獣 誌 16, 96 一 97 


症 の 治療 試験 (会 ) 日 寄 記 東 16, 37 


1957—Observation on the chemotherapy of canine 
heartworm infection with arsenicals 
J. Am. Vet. Med. Ass., 131 (10), 476—480 


久米 ・ 大 石 ・ 久 保 道 夫 
1951 一 犬 糸 状 虫 の 移行 阻止 に 関す る 研究 (会 ) 
日 獣 誌 13(5, 6), 267 
久米 ・ 大 石 ・ 中 沢 浩三 
1954a 一 化学 療法 に 耐 過 し た る ミク rr フィラ リア の 麗 
体内 発育 に つい て 小林 祝 記 54 一 60 
1954b 一 各種 ペ ジン 体 の 犬 糸状 虫 仔 出 Mz- 
crofilaria immitis に 対す る 効力 比較 試験 (会 ) 
寄生 誌 3(†), 60 
久米 ・ 山 ・ 板 四 
1943 一 犬 糸状 Dirofilaria mmitis の 研究 (V) 仔 
Microfilaria immits の 胎内 感染 に 就 て 


応 獣 誌 16(8), 485 一 493 


黒川 和 
1957 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 8. 外科 手 
術 的 療法 の 概括 な ら び に 結論 
日 獣 大 紀 6, 37 一 42 
黒 和雄 ・ 原 賀 英 ・ 森 弘 ・ 吉 崎 重 関 本 
1954a 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 に 対す る 外科 手術 的 療法 
ー 一 特に こそ の 基礎 試験 成績 に つい て 一 一 
日 獣 会 誌 7(1), 16 一 20 
1954b 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 に 関す る 
研 完 (1) 心臓 手術 に よる の 除 に 
手術 実施 成績 (会 ) 日 獣 誌 15, 164 一 165 


黒川 和雄 ・ 磯 田 政 恵 ・ 後 藤 慶 隆 
1957 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 7.「 肺 … 心 
二 段 虫 体 除去 法 」 に ょ る 手術 大 の 病理 解 聞 な ら 
びに 病理 組織 学 的 検査 日 獣 大 紀 6, 22 一 36 
黒川 和雄 ・ 田 政 ・ 後 藤 ・ 大 佐 門 
1956 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 に 対す る 外科 手術 的 療法 VI. 
『 肺 ・ 心 2 段 虫 体 除 去 法 」 に よ ょ る 術 犬 の 病理 
解剖 並び に 組織 学 的 所 見 (会 ) 日 獣 誌 18, 4 
黒川 和 ・ 森 弘 ・ 大 平 佐 ・ 後 藤 
1956 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 4.「 肺 動 
脈 式 虫 体 除去 法 」 の 臨床 的 応用 試験 成績 
日 紀 5, 23 一 36. 


黒川 和雄 ・ 大 佐 門 ・ 後 藤 
1957 一 大 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 5.「 右 心 
室 切 族 に ょ る 貝 体 除去 法 」 に 関す る 基礎 実験 
日 獣 大 紀 6. 6 一 17 


黒川 和雄 ・ 大 佐 門 ・ 後 藤 ・ 山 下 光 介 
1957 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 6.「 肺 ・ 
二 段 虫 体 心 除去 法 」 に つい て 
日 獣 大 紀 6, 18 一 25 


黒川 和雄 ・ 大 平 佐 門 ・ 後 藤 鹿 隆 ・ 山 下 光 介 ・ 吉 崎 重 憶 
1955 一 大 の 心臓 糸状 貝 症 に 対す る 外科 手術 的 療法 V. 
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2. 虫 糸状 ・ 第 部 家畜 の 


る 直視 下 虫 体 除去 法 に つい て 


右 心室 切 こよ 
(会 ) 日 獣 誌 17, 97 


黒川 ・ 大 佐 門 ・ 原 賀 英幸 ・ 吉 崎 重 関 本 晃 

1954a 一 犬 の 心臓 糸状 由 症 に 対す る 外科 手術 的 療法 一 

肺動脈 式 虫 体 除去 法 と その 治療 効果 に つい て 

日 獣 会 誌 7(8), 359 一 367 

1954b 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 に 対す る 外科 手術 的 療法 一 
1. 肺動脈 式 虫 体 除 去 法 に つい て 

日 獣 大 紀 3, 67 一 72 

1954c 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外 手 術 的 療法 に 関す る 

研究 肺動脈 式 虫 体 除去 治療 経験 (会 ) 

日 獣 誌 , 16, 168 

1954d 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 に 関す る 

研 完 ILL. 糸状 虫 除 去 後に 於 ける 血液 学 的 観 

察 並 びに ミク ロフ ィ ラ リア の 消長 に 就 て (会 ) 

日 16, 169 

1955a 一 犬 の 心臓 糸状 貝 症 の 外科 手術 的 療法 2. 右 心 

室 虫 体 除 去 法 に つい て 日 獣 大 紀 4, 38 

1955 b 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 の 外科 手術 的 療法 3. 閉 胸 
時 に 於 ける 人 工 呼 吸 法 に つい て 

日 獣 大 紀 4 4 


黒川 和雄 ・ 土 屋 好文 ・ 一 木 導 三 
1957 一 大 の フィ ォ ラ リア 症 の レン トゲ ン 診 断 法 に 関す る 
研究 1. 造影 帰 に こよ ょ る 心肺 の 血 流 の 撮影 (会 ) 
日 誌 19, 


前 長 秀 
1942a 一 Filaria 犬 の 血液 沈降 速度 
長崎 医 誌 20(3), 353 
1942 b 一 Dirofilaria immitis 仔 虫 の 定期 出現 
長崎 医 誌 20(3), 359 
1942c 一 Filaria 犬 の 血液 凝固 速度 
長崎 医 誌 20(3), 368 
1942d 一 Filaria 犬 の 血液 所 見 
長崎 医 誌 20(3), 377 
1942e 一 犬 体 内 に ける 有 Dirofilaria immitis の 分 
布 長崎 医 誌 20(12), 2138 
三村 太 
1935 一 犬 の 糸状 虫 病 の 研究 ( 基 の 一 ) Filaria 病 石 の 器 
官 特 に 脳 段 の 病理 組織 学 的 研究 
15(3), 337 一 363 


峰 英 重 
1953 一 アンチモン 特に エス ボン 「 三 和 」 に ょ る 脳 
糸状 並 びに 犬 心臓 糸状 の 臨床 試験 成 
績 新報 109, 361 一 366 


富井 佳 夫 ・ 正洋 
1952 一 犬 心 臓 糸 状 虫 症 の 治療 試験 
日 会 誌 5(10), 337—338 


宮本 佐 市 ・ 内 田 長 平 
1935 一 台湾 に 於 ける 犬 Filaria tmmitis Leidy 
1856 に 就 て 人 台 六 医 誌 34(4), 448 一 451 
現代 32(12), 4 一 9 


(39 ) 


森 建 樹 ・ 森 建 吉 
1951 一 フィ ラル ゼン の 使用 成績 
獣 書 新報 68, 21 一 22 
1952 一 犬 の フォ ラリ ア 症 治療 に つい て 
獣 書 新報 95, 829 
森下 哲夫 ・ 加 藤 一 夫 
1927 一 犬 糸 状 虫 の 分 泌 , 排 江 系 の 発生 学 的 研究 (会 ) 
日 記 南 19, 
村田 一 
1938 一 Microfilarig tmmitis の 定期 出現 性 及ぼす 
線 の 影 就 て 日 記 10, 
1939a 一 犬 状 虫 仔 の 末 管内 定期 出現 性 に 関す 
る 実験 的 研究 福岡 医大 誌 32 (4) ,690 
1939 b 一 犬 状 虫 仔 虫 の 末 管内 定期 出現 性 に 関す 
る 実験 的 研究 (2) 医学 研究 13(4), 
1940 a 一 Mcrofilaria immitis の 生物 学 的 性 状 に 関す る 
二 , 三 の 実 験 福岡 術 生 誌 7, 25 
1940 b 一 Microfilaria immitis の 生物 学 的 性 状 に 関す る 
二 , 三 の 実 験 (2) 仔 虫 の 体内 分 布 
福岡 衛生 誌 7, 25. 
1940c 一 犬 状 の に 関す る 研究 
福岡 衛生 誌 7, 49 
武藤 
1952 一 犬 の 腰 麻 癌 
長倉 義夫 
1935 一 フィ ラリ ア 症 に 起因 する 腹水 た つい て 
応 獣 誌 8(4), 245 一 25t 
1956 一 Fuadin に よる 犬 血 中 フィ ラリ ア 仔 虫 の 駅 除 
新報 191, 13 一 14. 


報 82, 17 一 1& 


長沢 
1928 一 糸状 虫 病 例 (人 及び 犬 ) の 心臓 の 病理 組織 学 的 研 ・ 
究 慶応 8 (11) 
正弘 ・ 西 村 治 水 佑 ・ 山 田 一 
1957 一 大 心臓 糸状 元 に ょ る 上 友 反応 陽性 の 成 
摘出 手術 と つい て (会 ) 日 獣 誌 19,. 
正弘 ・ 山 田 一 
1958 一 犬 糸 状 虫 症 の 診断 に 関す る 研究 (1) 虫 体 抽出 抗 
元 に ょ る 皮 内 反応 に 関す る 研究 
大 阪 獣 師 報 4 55 一 64 


作 弘 
1954 一 捕 野 大 の 心 Filaria の 寄生 
長崎 誌 3(1), 16: 
中 林 敏 夫 ・ 田 島 功 


1955—Dirofilaria tmmitis の ミク タロ フォ ラリ ア に 対す 
る スパ トニ = ン の 作用 に つい て (会 ) 
日 記 西 11, 90 一 
中 島 三 夫 ・ 谷 口 守男 ・ 佐 々 木原 進 
1956 一 寄生 虫 の 病害 に 関す る 研究 III Dirofilaria im- 
の 病害 と Setaria digitata 病害 と の 関係 に 
つい て (会 ) 日 獣 誌 18, 67 


西川 


7 
3 
# 
y 
- 


1941 一 Dirofilaria 病 の 及び 病理 組織 学 
的 研究 (①1) (会 ) 日 病理 誌 31, 605 
1942 a 一 Dirofilaria 病 犬 の 雄性 生殖 器 に 於 ける 病理 解 
学 的 並び に 組織 学 的 研究 (1) 及び 一 
丸 に 関す る 病理 解剖 学 的 並び に 組織 学 的 研究 
大 阪 日 赤 6(2), 121 
1942 b 一 Dirofilaria 病 犬 の 雄性 生殖 器 に 於 ける 病理 組 
学 的 研 (2) 輪 精 管 及び 精細 関す る 病理 
解剖 学 的 並び に 組織 学 的 研究 
大 阪 日 赤 6(3), 287 
1942c 一 Dirofilaria 病 石 の 雄性 生殖 器 に 於 ける 病理 組 
学 的 (3) 護 に関する 病理 解剖 学 的 
並び に 組織 学 的 研究 大 阪 日 赤 6(4), 393 
1943 一 Dirofilaria 病 犬 の 雄性 生殖 器 に 於 ける 病理 組織 
学 的 研究 (4) 精液 内 仔 虫 の 検索 


野田 亮一 ・ 野 田 周 作 
1951 一 犬 糸 状 虫 の 殺 減 試験 
日 獣 会 誌 4(12), 416 一 417 
1952 一 犬 状 虫 の 試験 第 1 報 素 剤 の 成虫 
効果 に つい て 獣 書 新報 100, 1088 一 1092 
ペ テ マ ガ 13, 51 一 52 
ベ テ マ ガ 14, 55 一 56 


野田 ・ 岡 
1952 一 犬 糸 状 虫 の 試験 . 供 試 の 糸状 虫 の 運命 
及び 肺 の 変化 に つい て (会 ) 
日 14(6), 350 一 351 


器 
1941 一 Microfilaria gmmitis の 体 内 に 於 ける 発育 に 
する 研究 (会 ) 台湾 医 誌 4011), 2195 
1942 一 フォ ラリ ア 位 虫 Microfilaria の 体制 に 関す る 知 
上 第 1 編 Diroflaria immiiis の Micr- 
ofilaria immitis の 微細 構造 に 就 い て 

人 誌 41(9), 1118 一 1126 
1943—Dirofilaria immitis の 仔 Microfilaria tmmitis 

の ネッ タイ イ へ カ み Culex quinguefasciatus (Cu- 
lex fatigans) の 体内 た 於 ける 発育 に 関す る 研究 
台 落 医 誌 42(2 附 ), 1 一 50 


大 越 伸 ・ 谷 品 守 男 
1948 一 糸状 虫 症 に 対す る アン チ モ ン 療法 1, 2 治験 例 
に 就 て 日 10(3・4), 128 
小国 秀男 ・ 細 谷 英 夫 ・ 一 ・ 玉 井 吉 態 谷 ・ 山 
田 政治 
1957 一 犬 糸 状 虫 と Sb'?* に つい て 人 (会 ) 日 獣 誌 19. 
小倉 ・ 青 柳 


1900 一 「 フ ォ ラ リア ・ イ ム ミ チ ス 」 に 起因 する 肺 出血 
症 実 験 中 獣 会 誌 13 (10), 29 一 36 

大 橋元 徳 
1938 一 ちろ ふい ら り あ 病 石 の 上 服部 の 病理 組織 学 的 研究 
大 阪 日 赤 2(3), 1 一 86 


大 石田 ・ 小 林 ・ 久 米 


大 阪 日 赤 7①), 


寄生 貝 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 附 録 文献 集 


1958 一 犬 糸 状 虫 の 寄生 状態 に つい て 
日 誌 11(1), 10 一 12 


大 石 久 米 

1954 一 糸状 貝 症 の 治療 試験 , 犬 糸 状 虫 仔 貝 た 対す る 
Supatonin の 作用 日 獣 会 誌 7(7), 318 一 322 
1956a 一 糸状 貝 症 の 治療 試験 一 一 大 た に お ける デ ク タク ロー 
ルフ ェ ナ ル シン 塩酸 注射 反応 一 2. 

液 , 尿 , 肝臓 機能 検査 所 見 に つい て 
日 獣 会 誌 9(9), 422 一 426 
1956 b 一 犬 フ ィ ラ リア に 対す る アン チ モ ン お よ 

び サ ルフ ァ 剤 併用 時 の 検討 に つい て 
会 誌 9(11), 518 一 521 
1957 a 一 糸状 虫 仔 虫 の 定期 出現 性 と 体内 仔 虫 分 布 と の 
関係 に つい て (会 ) 東 日 審 記 17, 15 
1957 b 一 系 状 虫 仔 躍 の 定期 出現 性 と 成虫 と の 関係 に つ 
いて (会 ) 寄生 虫 誌 6(3, 4), 264 一 265 

日 獣 誌 19, 
1957 c 一 犬 糸 状 虫 症 の 診断 法 に 関す る 研究 I. Supat- 
onin に よる 仔 躍 誘 出 法 に つい て 

日 会 誌 11(2), 69 72 


大 石 中 沢 浩三 ・ 久 米 
1954 一 再び Dichlorphenarsin hydyochloride に よる 
犬 糸 状 虫 の 殺虫 作用 に こつ いて 
日 獣 会 誌 7(3), 116 一 118 
1955 一 糸状 虫 症 の 治療 試験 一 - 犬 糸状 虫 仔 貝 に 対す る 
Piperazin 誘導 の 作用 に 就 て 
1956 一 症 の 治療 試験 一 一 大 於 ける ク タク 
フェ ナル シン 塩酸 の 注射 反応 一 1. 臨床 所 
見 た つい て 日 獣 会 誌 9(6), 267 一 271 


岡部 浩 洋 ・ 松 瀬 幹也 ・ 下 村 実 ・ 田 中 隆文 
1957 一 佐賀 県 の 野犬 に 於 ける 日 本 住 血 吸 虫 , 肝 吸 出 , 
, 犬 糸 状 の 自然 感染 度 に つい て (会 ) 
日 記 南 10, 22 


斎藤 
1930 一 糸状 虫 病 犬 の 歯 邊 及 英 の 支持 組織 に 於 ける 病理 
組織 学 的 変化 の 研究 医事 新聞 1265, 


1936 一 眼 房 水中 に 於 ける ミタ ロフ ォ ラ リア に 就 て 
応 獣 誌 9(5), 302 一 304 
1939 一 犬 和 糸状 虫 症 の 予防 並び に 叉 虫 剤 と し て 応用 せる 
新薬 ダビ オー ル に 就 て 
応 獣 誌 12(5), 341 一 348 
佐藤 
1957 一 家 座 の 各種 糸状 虫 ミ クロ フォ ラリ ア の 比較 研究 
(会 ) 日 審 記 東 17, 27 
日 獣 誌 19, 
妹 屋 ・ 坪 井 正人 ・ 
1943 一 Filaria 症 に 於 ける 有 Dirofilaria immitis 抽出 液 
を 抗 する 反応 
日 外 科 誌 44(2), 147 
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2. 線 糸状 ・ 第 家 の 糸状 


瀬崎 ・ 佐 藤久 
1951 ファ ン に よる 犬 状 虫 症 の 治療 
日 会誌 4(4), 110 一 111 


柴 内 大 典 ・ 橋 本 見 利 正 
1953 一 犬 の 肝臓 静脈 に 寄生 せる 犬 糸 状 虫 の 1 例 報 告 に 
つい て 日 獣 会 誌 6(9), 320 
1954 一 犬 の 肝 静 脈 に 寄生 せる 犬 糸 捧 虫 の 1 例 に つい て 
日 獣 会 誌 7(8 臨 ), 13 
重 矢 
1943 一 犬 Filaria (Dirofilaria immitis Leidy, 1856) の 


一 新治 療法 日 寄 記 15, 43 一 45 
真 生 
1940 一 犬 の フィ ラリ ア 漫 評 現代 獣 35(1), 23 一 46 
原 真一 


1952 一 フォ ラル ゼン の 応用 例 
報 89, 17 一 18 


沼 保 ・ 石 原 也 
1955 一 犬 心臓 糸状 虫 症 に お ける 肝 機 能 に 関す る 研究 
(会 ) 誌 17, 97 


1956 一 犬 の 心臓 糸状 虫 症 に お ける 肝 機 能 に 関す る 研 完 
日 獣 会 誌 9(5), 215 一 218 


鈴木 進 
1953 一 デポ ク ロー ルプ フェ ナル シン (製品 各 フ ィ ラ ル ゼ ン ) 


応用 成績 に 就 て 獣 書 新 報 115, 17 一 19 
1929 一 犬 の 心臓 糸状 症 に 就 て 応 2(11), 
高見 
1936 一 犬 の 腹水 の 1 例 応 獣 誌 9(5), 308 一 309 
高岡 秀次 
1957 一 犬 の ラ リ ア 治療 法 の 一 考 
大 阪 獣 師 報 3, 17 
内 方 義 


1931 一 心臓 糸状 虫 の 眼 寄 生 の 1 例 
1953 一 犬 糸状 虫 の 妥 の 臨床 例 
新報 109, 20 一 21 


応 誌 4(1), 


田辺 紀夫 
1957 一 犬 糸 状 虫 抗原 に ょ る 補 体 結合 反応 (会 ) 
日 南 10, 19 


中 操 ・ 重 矢 ・ 東 十 一 郎 
1942 一 犬 の 心臓 糸状 虫 の 訴 除 に 就 て (予報 ) 
陸 報 401, 1370 一 1371 


谷口 守男 ・ 板 四 
1944 一 犬 糸 状 虫 Dirofilaria immtis の 研究 (VIII) 
状 虫 仔 虫 の 形態 学 的 研 発 
獣医 1(5), 207 一 219 
谷 ロ 守男 ・ 野 


1954ー ア ンチ モン 剤 に 関す る 実験 一 一 犬 糸 状 虫 Diro- 
flaria immitis の 治療 試験 
日 獣 会 誌 7(5), 229 一 230 


谷 ロ 守男 ・ 久 米 ・ 洪 光輝 ・ 板 垣 四 


) 


1944 一 犬 糸 状 虫 Dirofilaria tmmitis の 研究 (VII) 壁 
間 宿 主 と な り 得 る や 和 や に 就 て の 研究 
応 獣 誌 17(2), 85 一 112 
谷 守男 ・ 佐 藤 
1952 一 犬 の 状 虫 症 及 び 山 の 脳 状 症 の ネオ 
・ ス チ ナ ー ル に 依る 治療 試験 
獣 書 新報 100, 1978 一 1079 
ペ テ マ ガ 12, 43 一 44 
1926 一 実験 的 に 輸入 せら れ た る 「『 フ ィ ォ ラ リア ・ イ ム ミ 
チ ス 」 仔 虫 の マウ ス 体 内 に 於 ける 分 布 状 態 に 就 
日 病理 誌 16。, 
土 野 
1952 一 心臓 糸状 虫 症 と その 療法 
新報 84, 21 一 22 
和田 
1927 一 「 ア ンチ モン 」 剤 (ネオ スチ プ ナ チ ナール) に よる 犬 
「 フ ォ ラ リア 」 症 治療 実験 
実験 医 誌 11(7), 
幹太 
1957 一 ミク タロ フュ ラリ ア の 集中 診 灯 法 の 研究 (1) ミク 
フォ ラリ ア の 集 法 に つい て 
寄生 虫 誌 6(2), 111 


若杉 ・ 林 滋 生 ・ 佐 々 学 
1956 一 流血 中 の ミク ロロ フォ ラリ ア の 凍結 集 虫 法 ( 会 ) 
日 記 東 16, 20 
Yamanouchi 


1927 a —On the distribution of the larvae of Filaria 
immitis in the kidneys of the infected- 
dogs Trans. Jap. Path. Soc., 17 
1927b—The distribution of experimentally, in- 
troduced larvae of Dirofilaria tmmitis in 
the kidney Trans. Jap. Path Soc., 18, 


矢野 中 
1929 一 「 フ ォ ラ リア ・ イ ム ミ チ ス 」 を 宿 せ る 犬 の 堅 臓 
所 見 並び に 成 熟 , 仔 貝 及び 卵 の 力 に 
する 実験 的 研究 細菌 361, 101 
米倉 忠夫 
1951 一 犬 病 の 観 心臓 糸状 虫 症 ( の 1) 
新報 66, 18 一 19 
1955 a 一 犬 病 の 観察 (25) 心臓 糸状 虫 症 (2) 
獣 書 新報 135, 12 一 15 
1955 b 一 糸 病 の 観察 (26) 心臓 糸状 虫 症 (3) 
没 書 新報 161, 23 一 25 


B. Onchocerca cervicalis 


出 
1915a 一 寄生 性 腫 に 就 て 
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報 68, 203 一 212 
1915 b 一 寄生 性 に 就 て 補 一 
陸 報 72, 595 一 602 
後 沢 正 人 
1921 一 寄生 性 に 就 て 
陸 報 146, 660 一 663 
板垣 四 郎 ・ 一 の 瀬 幸 三 
1930 一 馬 帯 に 寄生 する オン ュ セ ルカ み 
hocerca cervicalis Raillient et Henry, 1910 に 
て 中 誌 43(11), 893 一 907 
市 岡 朝 
1930 一 「 オ ンコ セル カ 」 害 生 難 甲 の 病理 組織 学 的 研究 
中 獣 誌 43 (4), 293 一 310 
市 岡 朝 金田 ・ 進 ・ 中 島 正夫 ・ 渡 辺 英夫 
1955 一 和牛 , 馬 の 血 管内 及び 皮下 組織 内 に 出現 する Mj- 
crofilaria に 関す る 研究 (会 ) 
帯広 書 大 報 2(1), 85 
日 獣 誌 。16, 146 
市 岡 朝 三 浦 治 ・ 阿 部 正夫 
1955 一 腫 の 成因 に 関す る 考察 (会 ) 
虫 誌 4(2), 207 
角 三郎 
1956 一 き 甲 論じ て 夏 に 及ぶ 
新 報 181, 427 一 428 
1951 一 の 研究 陸 団 報 68, 195 一 202 
西川 ・ 村 上 大 菅 野 弘 ・ 藤 井 義 
1954 オン セル カ み に 起 因 す る 馬 腫 の 1 例 に 


いて 新報 135, 415 一 416 
佐藤 才 
1956 一 和牛 や 馬 に 見 出さ れる オン コ セ ル カ 属 糸状 虫 た に つ 
いて (会 ) 日 獣 誌 18, 129 一 132 
1957 一 家 誠 の 各種 糸状 虫 ミ クロ フィ ラリ ア の 比較 研究 
(会 ) 日 記 東 17, 27 
日 獣 誌 19, 
佐藤 ・ 林 滋 生 


1954 一 の Onchocerca gutturosa び の Onchoce- 
rca cervicalis に つい て 
寄生 虫 誌 3(1), 58 一 59 
瀬崎 三 
1941 一 , 特に オン ュ セ ルカ ヵ と の 関係 に 就 い て 
応 獣 誌 14(10), 693 一 698 
山本 乙 松 
1925 一 育成 馬 に 多発 する 寄生 性 融 甲 腫 に 関す る 研究 
陸 団 報 724 


@. Onchocerca gibsoni 


1956 一 朝鮮 に 於 ける 牛 オ ン ュ セル カ 詞 (Onchocerca 
gibsonz Cleland & Johnston を 病原 虫 と する ) 


( 42 ) 


に 関す る 観察 (会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 248 
1957 一 朝鮮 に 於 ける 和牛 オ ンコ ュ セ ルカ ヵ み 症 に 関す る 研究 特 
に 病原 虫 Onchocerca gibsont に つい て (会 ) 

日 獣 誌 19, 


D. Onchocerca gutturosa 


佐藤 
1956 一 牛 や 馬 に 見 出さ れる オン コ セ ル カ 局 糸状 虫 に つ 
いて (会 ) 日 18, 129 一 132 
1957 一 家畜 の 各種 糸状 虫 ミ クロ フィ ラリ ア の 比較 研究 
(会 ) 日 寄 記 東 17, 27 
日 獣 誌 19, 
佐藤 孝 慈 ・ 林 滋 生 


1954 一 和牛 の Onchocerca gutturosa 及び 馬 の Oncho- 
cerca cervicalis に つい て (会 ) 


寄生 虫 誌 3(1), 58 一 59 


E. Onchocerea spp. 


小林 英 一 
1942 一 海南 島 産 黄 和 牛 に 認め た る オン コケ ルコ ー マ に 就 
医学 1(1), 447 

杉本 正 
1944 一 人 台 び 海 南島 於 ける Onchocerca に 帰 因 す 


る の 皮下 腫瘍 に 就 て 
獣医 1(4), 173 一 177 


F. Parafilaria multipapillosa 


多 乳 状 
1928 一 所 天 馬 の 友 見 慶応 8(2), 
市 岡 朝 加 藤 多 右 衛門 


1935 一 血 汗 症 の 病理 に 就 て 
日 獣医 誌 14(2), 194 一 219 


加藤 多 右 
1928 一 症 に て 応 誌 8(8), 488 一 491 
長沢 
1928 一 所 調 天 馬 の 病 理 組織 学 的 研究 。 慶応 8(④), 
佐野 延 太 
1915 一 出血 「 フ ヒラ リア 」 (Filaria haemorrhagica) に 
就 て 陸 獣 団 報 67, 48 一 55 


G. Setaria bernardi 


河野 浩三 郎 ・ 森 園 充 
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1956 一 わが 国 に 始め て 見 られ た Setaria bernardi に つ 
を 鹿児島 農 報 5, 54 一 59 

1956 一 家 状 の 研究 1. Microfilaria の 反応 
に つい て 2. Setaria bernardi の 日 本 に お ける 
存在 に つい て 総研 医薬 (31), 51 

本 

1942 一 台 の 珍 ら し き 豚 の 線 つい て 

台 5(9), 1074 一 1080 


H. Setaria cervi 


佐藤 才 
1957 一 家 井 の 各種 糸状 虫 ミ クロ フィ ラリ ア の 比較 研 完 
(会 ) 日 東 17, 27 
日 獣 誌 19, 
佐藤 ・ 林 滋 生 
1953 a 一 和牛 に 寄生 する 系 状 虫 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 特 
に Setaria 属 の 生態 学 的 研究 
報 116, 761 一 763 
1953 b 一 和牛 に 生 する Setaria 属 の 生態 的 研究 
臨床 6(6), 572 
佐藤 孝 慈 ・ 林 滋 生 ・ 玉 井 吉 郎 ・ 小 国 秀 男 ・ 組 谷 英夫 ・ 高 
根 沢 幸雄 
1957 一 馬 よ り 見 出さ れる Setaria 属 成 虫 に つい て (会 ) 
日 獣 誌 19, 
林 生 ・ 佐 藤 
1953 一 和牛 に 寄生 する セタ リア 属 糸 状 虫 に関する 研究 
第 2 報 分 類 学 的 考察 (会 ) 
誌 2(1), 112 
林 生 ・ 佐 藤 佐 々 学 
1953 一 和牛 に 寄 生 する セタ リア 局 和 糸状 虫 の 研 完 ( 第 1 報 ) 
形態 学 的 及び 分 類 学 的 の 再 検討 
新報 116, 758 一 761 


I. Setaria digitata 


秋山 定 勝 ・ 塩 入 ・ 川 野 典 
1952 一 長野 県 に 於 ける 牛 の ミ クロ フィ ラリ ア 保 有 状 況 
に つい て (会 ) 日 獣 誌 14 (6), 457 
福島 英雄 ・ 野 中 俊明 
1957 一 虫 症 の 的 研究 (第 1 報 ) (会 ) 
日 記 南 10, 33 
石原 ・ 橋 裕治 
1952 一 スパ トニ = ン に よる の ミ タク ロフ ォ ラ リア 
試験 東 報 ( フィラ リア 特集 号 ), 13 一 17 
日 寄 記 21, 17 
石原 ・ 形 藤 治 
1952 一 第 た 寄生 せる セタ リア に 関す る 研究 第 1 報 
腹 内 を セタ リア に 就 い て 水 1(2), 3 


( 43 ) 


2. 線 虫 糸状 虫 ・ 第 家畜 の 糸状 


1953a 一 秋 に 寄生 する セタ リア に 関す る 研究 
水曜 会 2(5), 6 一 7 
1953b 一 和 貝 の セタ リア に 就 て 
新報 116, 754 758 
石原 忠雄 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 
1952 一 スパ トニ = ニン に よる 和牛 セタ リア の 虫 試験 
水曜 会 13), 2 一 3 
1953 一 スパ = に よる 和牛 セタ リ ア 
寄生 誌 2(1), 63 
板垣 四郎 ・ 谷 男 
1954—Setaria digitata (Linstow, 1906) Railliet 
Henry, 1909 の 発育 と ( 細 , , 馬 ) 
に 対す る 病原 性 に つい て 小林 祝 記 89 一 100 
河村 了 
1914 一 朝鮮 和牛 に 於 ける 住 血 糸状 虫 に 関す る 調査 
農 牛 報 (2 次), 
1916 一 朝鮮 和牛 に 於 ける 住 血 フィ ラリ ア に 就 て (第 3 回 
報告 農 牛 (4 次 ) , 1ー5 
北岡 茂男 ・ 石 原 忠 雄 ・ 矢 島 朝 導 ・ 尾 形 藤 治 
1952 一 指 状 糸状 虫 の 疫 に 於 ける 分 布 型 式 
水曜 会 1(2), 3 一 4 
河野 
1957 一 牛 の Microfilaria の 寄生 状況 と その 凝集 反応 
に つい て (会 ) 南 日 寄 記 10, 18 
小山 弘 ・ 治 実 ・ 一 色 四 ・ 富 保 ・ 山 
本 博之 
1954 一 輸入 動物 の 寄生 虫 検査 成績 , 特に 奄美 大 鳥 及び 
沖 島 産 に つい て (会) 
日 獣 誌 15, 33 一 34 


町 田 時 男 ・ 古 越 百 
1952 一 和牛 を つ た ミク ロフ ォ ラ リア 保有 つい て 
(会 ) 日 14(6), 352 


中 島 三 夫 ・ 谷 口 守男 ・ 佐 々 木原 進 
1956 一 寄生 虫 の 病 実 に 関す る 研究 III Dirofilaria dos 
mtzs の 病 者 と Setaria digitata 病害 と の 関係 
つい て (会 ) 日 獣 誌 18, 67 


新 美 大 四 
1956 一 家 填 糸状 虫 の 研究 1. Microfilaria の 凝集 反応 
に つい て 2. Setaria bernardi の 日 本 に お ける 
存在 た に つい て 総研 医薬 (31), 51 
新 大 ・ 河 野 
1957 一 Microfilaria の 凝集 反応 に つい て (会 
19, 
小国 秀男 ・ 大 一 ・ 藤 井 節 三 
1948 一 和牛 糸状 虫 に 対す る 各種 薬品 の 殺虫 力 ( 会 ) 
日 誌 10(3, 4), 127 
1949 一 和牛 糸状 虫 の 試験 管内 と に 於 ける 各種 薬剤 に 対す る 
抵抗 力 に 就 て 東 報 1, 57 一 65 
小国 秀男 ・ 大 野 敦 生 
1951 一 ミク ロビ フィ ラリ ア の 血液 内 出現 た に 関す る 実験 的 
研究 (会 ) 日 13(5, 6), 266 一 267 


| 
| 
9, 
| 
| 
132 
0- 
1 
そ 
ti 
55 


箇 浩 洋 
1954 一 邊 馬 セ タリ ア 症 の 免疫 学 的 研究 (会 ) 
日 獣 誌 15, 36 
缶 部 洗 洋 ・ 松 瀬 幹 也 ・ 小 野 典 雄 ・ 福 山 静男 ・ 杉 野 栄 
1957 一 佐賀 県 三 郡 下 の ・ の 虫 と 反 
応 ) セタ リア 症 の 研究 , 第 5 報 
久 医 誌 20(12), 35 一 39 
1953 一 Setaria digitata の び 無 機 炎 
鹿児島 医 誌 26(11, 1), 297 
1954a 一 Filaria 症 の 生化 学 的 研究 
鹿児島 医 誌 27(3, 4), 74 
1954 b 一 Setaria の Amino 酸 
鹿児島 医 誌 29(11, 12), 291 
大 久保 不二夫 
1953 一 Filalia に 関す る 生化 学 的 研究 
学 月 41, 321 
大 久保 不二夫 ・ ・ 田 島 大 五 佐 藤 朝 一 
1955 一 Setaria に 関す る 生化 学 的 研究 
鹿児島 医 誌 29(1, 2), 44 
小野 典 
1957 一 牛馬 糸 状 虫 の 感染 実験 (会 ) 
寄 南 日 記 10, 18 
尾辻 義人 
1957 一 生 セ タ リア の 拡散 因子 に つい て (会 ) 
寄生 虫 誌 6(3, 4, 314 
利 次 
1951 一 の 陰 糸状 の 上 症 
書 新報 62, 312 
佐藤 ・ 林 滋 生 ・ 鈴 吉 
1953 一 に せ る セタ リア 属 と 関す る 研究 
第 1 報 ( 会 ) 誌 2(1), 44 
鈴木 兵 一 
1951 一 セタ リア 位 忠 に と ょ る も の と 思わ れる 和牛 の 結膜 炎 
日 誌 4'6), 186 一 187 
谷口 守男 
1953 一 Setaria 属 に つい て 
116, 775 一 778 
1954— Setaria digitata (Linstow, 1906) の 発育 更 と 病 
性 に つい て (会 ) 日 15, 224 一 226 
谷 ロ 守男 ・ 岩 瀬 準 ・ 中 島 三 夫 
1956 一 の 病 に 関す る 研究 II Setaria digitata 
の 病 つい て (会) 日 誌 18, 66 一 67 
上 野 計 ・ 石 原 忠 雄 ・ 市 川 履 ・ 尾 形 藤 治 
1954 a—Microfilaria digitata と M. marshalli の 組織 
化学 的 形態 第 1 報 母 和 虫 よ り 摘出 し た Mi- 
crofilarfae の 比較 水曜 会 3(2), 2 
1954 b-—Microfilaria digitata の 組織 化学 的 形態 (会 
日 獣 誌 16, 99 
山田 勝一 ・ 
1913 一 朝鮮 和牛 に 於 ける 「 フ ォ ラ リア 」 
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( 44 ) 


農 報 (1 次 ), 141 一 145 


米沢 藤 士 

1952 一 寄生 線 虫 (特に バン クロ フト 位 出 , 和牛 セ タリ ア 

母 並び に 豚 ) に 於 ける アセ トイ ン 
医 生 25(3), 149 一 152 

1953 a 一 Setaria (和牛 糸 状 虫 ) 成虫 の Acetoin 代 席 
鹿児島 大 紀 5(3, 4), 21 

1953b 一 牛 Filaria (Setaria) の Acetoin 代 講 

日 伝染 誌 27(5, 6), 179 


J. Setaria eguina 


赤尾 藤吉 
1940 一 フォ ラリ ア に 因 る 腫 去 
応 13(2), 142 
1943 一 腹 内 Filaria に 就 て 
家 試 報 11(1), 61 
第 7 師団 月 報 
1935 一 馬 の 住 血 ミ クロ フォ ラリ ア 症 に 就 て 
報 314, 1343 一 1350 
1936 一 馬 の 住 血 フ ィ ラ リア 症 に つい て 
現代 避 31(7), 42 一 46 
石井 進 
19 一 馬 ミ クロ フォ ラリ ア の 検出 法 
応 14(4), 205 一 206 
市 岡 朝 金 田 ・ 進 ・ 中 島 正夫 ・ 渡 辺 英 夫 
1955 一 牛 ・ 馬 の 血管 内 及び 友 下 組織 内 に 出現 する Mi- 
crofilaria に 関す る 研究 (会 ) 
帯広 報 2(1), 85 
日 誌 16, 146 
勝 ・ 高 木 ・ 多 真 ・ 太 田 義 夫 
1954 一 北海 道 十勝 地方 に 於 ける 司 流 血 中 ミク ロフ ュ ラ 
リア の 保有 状況 (会 ) 日 獣 誌 15, 35 一 36 
三宅 勝 ・ 高 木 秀 ・ 太 田 義 夫 ・ 雄 
1953 一 十勝 地方 於 ける の Microfilaria 保有 
状況 帯広 書 大 報 1(3), 101 
溝辺 満 
1954 一 馬 の 血 液 中 Mikrofilaria 検査 成績 
報 2, 15 
仁田 原 耕 三 ・ 田 中 操 ・ 佐 藤 七 三郎 ・ 宮 崎 博 
1943 一 馬 中 に ける ミク フィ ラリ ア の に 
関す る アン チ モ ン コロ イド の 効力 に つい て 
陸 報 404, 293 一 295 
大 林 正 士 
1953 一 セタ リア の 勝 腕 壁 寄生 に つい て 
日 15(2), 103 一 108 


小国 秀男 ・ 加 興 正 


日 4(3), 289 
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岡部 浩 洋 
1954 一 和牛 ・ 馬 セタ リア 症 の 免 商学 的 研究 (会 ) 
日 獣 誌 15, 36 
岡部 攻 ・ 松 瀬 幹也 ・ 小 野 典 ・ 福 山 男 ・ 野 栄 
1957 一 佐賀 県 三 郡 下 の ・ 馬 の 血 と 反応 
セタ リア 症 の 研究 第 5 報 
久 医 誌 20(1), 35 一 39 
岡部 洋 ・ 小 野 典 
1957 一 馬 糸 状 虫 移植 家 更 に 於 ける 免疫 学 的 研究 , セタ 
リア 症 の 研究 第 6 報 久留 米 医 誌 20(9 , 
小野 典 
1957 一 牛馬 糸状 虫 の 感染 実験 (会 ) 
日 寄 記 南 10, 18 
佐藤 七 
1950 一 アン チ モ ン コロ イド の 臨床 応用 に 就 て 
書 新報 34, 14 
佐藤 林 滋 生 ・ 玉 井 吉 ・ 小 国 秀 男 ・ 細 谷 英 夫 ・ 高 
根 沢 幸雄 
1957 一 馬 よ ょ り 見 出さ れる Setaria 属 成虫 に つい て (会 ) 
日 誌 19, 
川 正 夫 ・ 新 元 一 ・ 手 多 
1943 一 馬 住 ミク ロフ ラ リア に 就 て 
陸 獣 団 報 408, 763 一 773 
谷 ロ 守男 
1953 一 Setaria 属 に つい て 
新報 116, 775 一 778 


上 田 晃 
1949 一 北海 道 に お ける 同 の セタ リア 症 
日 協 誌 2(9), 265 


K. Setaria labiato-papillosa 


一 色 於 四 

1933 一 南 鮮 産 ける 内 部 寄生 類 の 生 に 関す 
る 調査 中 獣 誌 46(4), 311 一 362 

佐藤 ・ 林 滋 生 ・ 田 鈴 吉 

1953 一 和牛 に 寄生 する セタ リア 局 糸 状 虫 に 関す る 研究 
第 1 報 ( 会 ) 寄生 虫 誌 2(]), 44 


L. Setaria marshalli 


林 生 ・ 佐 藤 ・ 佐 々 学 
1953 一 和牛 に 寄生 する セタ リア 属 糸 状 貝 の 研究 第 1 報 
形態 学 的 及び 分 類 学 的 の 再 検 対 
新報 116, 758 一 761 
石原 ・ 尾 形 治 
1952 一 和 朱 に 寄生 せる セタ リア に 関す る 研究 第 1 報 腹 
有 を セタ リア に 就 て 水曜 会 1②), 3 
1953a 一 和 に 寄生 する セタ リア に 関す る 研究 


2, 虫 ・e) 状 虫 ・ 第 部 家畜 の 状 


水曜 会 2(5), 6 一 7 
1953b 一 セタ リア に 就 て 
新報 116, 754 一 75& 
一 色 四 ・ 村 保 ・ 治 実 ・ 小 山 満 弘 
1954 一 奄美 大 びに 沖 島 産 の 内 生 虫 に つ 


いて (会 ) 日 15, 34 
佐藤 
1957 一 家 玄 の 各種 糸状 虫 ミ クロ フォ ラリ ア の 比較 研究 
(会 ) 日 寄 記 東 17, 25 
日 誌 19, 
佐藤 ・ 林 滋 生 


1953a 一 牛 に 寄生 する 和 糸状 虫 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 特 
に Setaria 属 の 生態 学 的 研究 
新 116, 761 763 
1953 b 一 牛 に 寄 生 す る Setaria 属 の 生態 学 的 研究 
臨床 6(6), 572 
佐藤 林 生 ・ 田 鈴 吉 
1953 一 生 に 寄生 する セタ リア 属 糸 状 虫 に 関す る 研究 
第 1 報 ( 会 ) 寄生 虫 誌 2(1), 44 
佐藤 才 慈 ・ 林 滋 生 ・ 玉 井 吉 郎 ・ 小 国 秀 男 ・ 細 谷 英 夫 ・ 高 
根 沢 幸雄 
1957 一 馬 よ り 見 出さ れる Setaria 属 成虫 に つい て (会 ) 
日 誌 19, 
谷 守男 
1953 一 Setaria 属 に つい て 
新報 116, 775 一 778 
上 野 計 ・ 石 原 忠雄 ・ 市 川 牧 ・ 尾 形 藤 治 
1954—Microfilaria digitata M. marshallz の 組織 化 
学 的 形態 第 1 報 母 虫 より 摘出 し た Microfii- 
ariae の 比較 水 3(2), 


秋葉 和 温 ・ 石 井 進 ・ 川 島 秀 雄 
1956 一 我 の 血液 寄生 原虫 つい て その 2. 
プラ スモ デ ヂ デ ウ ム 病 の 血液 接種 に と ょ る 感染 試験 に 
つい て 。 トリ ノ ゾー マ , ミ クロ ィ ラ リサ プア 
水曜 会 510), 67 


堀内 真治 ・ 石 谷 類 造 
1957 一 日 本 国内 各地 に 於 ける 鶏 白 血 病 群 の 分 布 に つい 
て 日 獣 会 誌 1011), 535 一 538 
佐藤 
1957 一 家 各種 糸状 虫 ミ クロ フォ ラリ ア の 比較 研究 
(会 ) 日 寄 記 東 17, 27 
日 獣 誌 。 19, 
艇 本 


1935 一 台湾 家 状 虫 に 就 て 
中 獣 誌 48(4), 277 一 289 
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( 非 玄 状 貝 説 に よる も の を 含む ) 


秋山 定 勝 
1952 一 細 羊 の 腰 麻 の 予防 治療 並び に 牛 の ミ クロ 
ィ ラ リア 試験 に つい て 
東 (フィラリア 特集 号 ), 43 一 55 
状 虫 症 の 発生 に つい て 
日 誌 7(8・ ), 24 


安藤 鉄 一 
1950 一 ・ 山 の 体験 
新報 50, 20 一 21 
青木 ー 
1944 一 山羊 腰 る 研究 (1) 薬剤 に よる 予防 試 
験 第 1 載 , ナトリウム 吐 酒 石 に 就 て 
応 獣 誌 17 (3), 130 一 133 
1945 一 山羊 る 研究 (2) 早期 治療 試験 
江本 修 
1918 一 山 腰 麻 い て (第 1 報告 ) 
中 誌 31(2), 
1922 一 山羊 腰 麻 痺 の 本 性 に 就 て 日 獣医 誌 11), 
1924 一 麻 本 性 に 関す る 研究 補遺 
日 獣医 誌 3(1), 
1930 一 山羊 の 腰 麻 観 獣 誌 3(4), 256 一 261 


橋爪 敬三 
1940 一 山羊 腰 麻 癖 症 に 関す る 研究 
報 38, 1 一 53 


林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 佐 々 学 
1953 一 ・ 山 麻 を 起す Setaria digitata 
(von Linstow, 1906) 臨床 6(6), 572 
細谷 英夫 ・ 谷 ・ 谷 守男 ・ 佐 藤 ・ 石 関 一 ・ 
菅原 直 
1952a 一 スパ トニ = ニン に 依る 細山 腰 麻 予防 に 
治療 試験 に つい て 


東 獣 書 報 ( プ フィ ラリ ア 特 集 号 ) , 18 一 27 
1952b 一 脳 存 自 糸状 虫 症 の 予防 並び に 治療 試験 に つい 


て (会 ) 日 獣 誌 14(6), 356 一 357 

1952 一 細 羊 腰 麻 癌 症状 に 対す る ネオ エス ビー チン 応用 
に 就 て 調書 新報 89, 16 


1948 一 腰 麻 の 治験 
五十嵐 幸男 
1949 一 細 ( 山 ) 羊 腰 療 予防 注射 に 関す る 2, 3 の 手技 ( 動 
脈 注射 の 3 例 所 見 ) 獣 書 新報 25, 225 
今井 治 川 和 ・ 原信 夫 ・ 勝 木 男 ・ 宮 夫 ・ 
加藤 房 男 
ア ンチ モン 「 和 用 ゼー ゲン 」 の 脳 
糸状 虫 症 に 対す る 予防 並び に 治療 効果 に 就 て 


月 報 10, 9 
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79, 53 一 55 
Innes, J. R. M., & C. Shoho 
1952—Nematodes, nervous disese, & neurotropic 
virus infection Brit. Med. J., 2, 366 
Innes, J. R. M., C. Schoho, C. P. Pillai 
1952—Epizootic cerebro-spinal nematodiasis or 
setariasis, Focal encephalomyelomalacia in 
animals in the orient caused caused by im.- 
mature Setaria digitata: a disease which 
may occur in animals in other parts of the 


world Brit. Vet, J., 108(3), 71—88 
石原 忠 
1953 a 細 ・ 山 脳 リア 症 の 予防 に 就 い て 
(会 ) 日 獣 誌 15, 222 一 224 


1953 b 一 細 山 半 リア 症 の 予防 に 就 い て 
家 衛 試 81 一 84 
1956a 一 スペ パト = ニン の 吸収 と その 法 に つい て 
水曜 会 5(7), 41 一 42 
1956 b 一 スペ パト ニン の 吸収 排 洪 と 体内 分 布 に つい て 
(3 東 日 寄 記 (16), 38 
石原 ・ 市 川 ・ 尾 形 藤 
1953 一 細山 腰 症 の 免 的 研究 第 1 報 内 
反応 に 就 い て (会 ) 寄生 虫 誌 2(1), 113 
石原 忠雄 ・ 市 川 履 ・ 上 野 計 ・ 米 村 寿 男 ・ 尾 形 藤 治 
1954 一 ・ 山 半 存 糸状 の 免疫 学 的 研究 (3) 皮 
内 反応 の 皮 組織 所 見 
. 水曜 会 3(5), 5 一 6 
石原 忠 形 藤 ・ 市 川 
1952 一 腰 麻 的 研究 第 1 報 Setaria 
digitata 成虫 浸出 液 に ょ る 上 友 内 反応 に つい て 
水 
石原 忠 ・ 尾 形 藤 治 ・ 川 田 史 ・ 二 正 明 ・ 木 
1954 一 和牛 体内 セタ リア に ょ る 細山 
の 予防 に 関す る 研究 ピ ペ マラ ギン 体 (1- ジ 
ェ チ ルカ ル バ ミ ー ル -4- メ チル ビビ ペラ ジン クタ クエン 


酸 の 効果 (会 ) 日 誌 16, 97 一 98 
石原 吊 雄 ・ 尾 形 藤 治 ・ 上 野 計 ・ 二 宮 正 明 ・ 川 田 史 郎 ・ 三 


木 茂 
1954a 一 細山 の 脳 虫 病 予 防 に 関す る 研究 , 
特に 牛 体内 セタ リア 原虫 に よる 予防 法 に つい 
て 第 3 報 予防 効果 に つい て 
水曜 会 3(1), 7 一 8 
1954b 一 スパ トニ = ニン に よる 和牛 の セタ リア の 駅 虫 成績 
第 3 報 細山 脳 虫 病 の 予防 効果 
(会 ) 寄生 虫 誌 3(1), 59 一 60 
1954c 一 牛 体 内 セタ リ ア に よる めん 山羊 脳 
状 貝 の 予防 法 に つい て HL. 予防 効果 並び に 
法 の 価値 (会 ) 日 獣 誌 16, 98 一 99 
1955 一 体内 リア に よる めん 山羊 状 
病 の 予防 法 に つい て 
日 獣 会 誌 8(3), 113 一 117 
石原 忠雄 ・ 尾 形 藤 治 ・ 矢 島 朝 導 ・ 上 野 計 ・ 北 岡 葉 男 ・ 角 
田 
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2. 線 虫 ・e) 糸状 虫 ・ 第 部 家畜 の 糸状 


1952 一 細山 羊 腰 麻 泌 の 予防 治療 に 関す る 研究 第 2 報 
昭和 27 年 度 に 於 ける 予防 試験 成績 其 の 1 試 
験 方 法 びに 臨床 所 見 水曜 会 1(3), 3 一 4 
1953 一 細山 羊 腰 磨 の 予防 治療 に 関す る 研究 第 2 報 
和 27 年 度 に 於 ける 予防 試験 成績 2 
剤 の 予防 効果 水曜 会 2(2), 6 一 7 


石原 吊 雄 ・ 上 野 計 ・ 林 和夫 ・ 堀 井 源 ・ 三 橋 一 男 
1957 一 ゲル コン 酸 ア ンチ モン (V 価 ) ッ ー ダ の 毒性 と 細 
脳 状 虫 病 の 予防 試験 成績 


石原 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 ・ 橋 
1953a 一 スパ トニ = ン に よる 細山 半 麻 治療 試験 
水曜 会 2①), 4ー5 
1953b スパ トニ ニン に よる 細 ・ 山 タリ ア 病 

(所 調 腰 ) の 治療 試験 

新報 114, 637 一 640 
1953c 一 山 羊 脳 セタ リア ( 腰 麻 ) を 
的 と し た スペ トニ = ニン に 依る 牛 の セ タリ ア 馬 貝 
寄生 虫 誌 2(2), 30 一 32 


石原 忠雄 ・ 米 村 寿 男 ・ 市 川 履 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 
1954 一 細山 の 脳 状 病 の 免疫 学 的 研究 第 2 
報 皮 内 反応 の 診断 的 価値 
会 3 
1956—Immuniological studies on cerebro spinal 
filariasis in the sheep and goat. Part 2. 
On the diagnostic value of intradermal 
reaction Abst. Proc. Suiyokai 


石井 ・ 渡 辺 昇 
1942 一 山 腰 関す る 研究 ) 血液 の 細胞 学 
的 所 見 に 就 て 獣 調 報 19, 61 一 87 


石井 進 ・ 矢 島 朝 導 石 原 ・ 川 章夫 ・ 橋 
1952 一 腰 麻痺 の の 確 認 に つい て (会 ) 
日 獣 誌 14(6), 354 一 355 
. 1953a —The experimetal reproduction of so-call- 
ed lumbar paralysis epizootic cerebro- 
spinal nematodiasis in goats in Japan 
Brit, Vet. J., 109 (4), 160—167 
1953 b —Experimental study of the infection of 
so-called lumbarparalysis of goats 
Exp. Rep. Gov. Exp. Sta. Anim. 
Hyeg.. 26, 1—i12 


板垣 四 
1930a 一 山羊 の 腰 麻 義 応 獣 誌 3(4), 251 一 255 
1930 b 一 脳 糸状 虫 症 (いわ ゆる の 話 
日 山羊 協 報 2(1), 


板垣 四郎 , 細谷 英 太 , 谷口 守男 ・ 根 本 吉 徳 ・ 木 村 功 ・ 木 
村 元 吉 ・ 井 上 忠 玉 井 吉 ・ 山 田 政治 ・ 
則 満 
1957 一 和牛 の 流血 内 ミク ロフ ィ ォ ラ リア 駅 除 に ょ る めん 壮 
お よび の 予防 試験 第 II 報 
日 誌 10(2), 79 一 81 


( 47 ) 


板垣 四 細 谷 英 夫 ・ 谷 守男 ・ 根 本 吉 徳 ・ 高 橋 
青田 真美 ・ 山 田 政治 ・ 玉 井 吉 慎 
1955 一 牛 の 内 ミク ロフ ォ ラ リア に ょ る めん 
お ょ び 山 腰 麻 の 予防 試験 ①) 
日 獣 会 誌 8(8), 380 一 382 


板垣 四 小国 秀男 大 一 
1948 一 細 半 麻 予防 試験 
日 獣 誌 10(3, 3), 127 
伊東 鶴馬 
1921 一 納 症 の 腰 魔 の 原因 及び 予防 法 に 就 い て 
中 獣 会 誌 343), 
岩村 一 
1951 一 腰 麻 治験 例 日 会 誌 4(9), 304 
地 五 四 


1955 一 山 腰 アン チ モ ン 剤 と チオ 硫 ワー ダ 
究 9(10), 1022 


川島 秀雄 ・ 石 井 富士 雄 
1942 一 細 症 の 腰 磨 に 関す る 研 完 (3) 細菌 学 的 所 見 に 
て 調 報 19, 88 一 99 
鹿屋 山 好 会 
1951 一 ネオ スチ ナチ ナール に よる 山羊 脳 糸状 虫 症 の 治 
と 予防 試験 新報 54。 10 
木村 ・ 新 大 四郎 


1939 一 朝鮮 に 於 ける 羊 の 腰 麻 韻 の 中 心神 経 系 の 組織 学 
的 変化 日 病理 誌 29, 466 

30, 539 

31, 609 


木下 浩治 ・ 大 角 博 ・ 浦 島 盤 夫 ・ 林 和夫 ・ 宮 腰 栗 治 ・ 朝 者 
実 ・ 中 村 美 谷 ・ 早 川 際 一 ・ 浦 山 成長 ・ 与 沢 松 作 ・ 石 原 忠 
1956 一 細山 半 状 虫 病 の 予防 試験 (会 ) 

日 獣 誌 18, 67 一 68 


小堀 進 
1948 一 化学 療法 より 見 た 脳 状 下 
月 報 1, 2 
小松 広 


1943 一 全 道 に 於 ける 細 腰 麻 の 予防 対策 実施 
況 に 就 て 応 獣 誌 16(10), 585 一 618 
光 
1951 一 細 羊 の チ モ ナ ー ル に ょ よる 腰 麻 癌 治験 
書 新 74, 24 一 25 
小山 和 
1948 一 細 山 腰 治験 
久米 
1949a 一 糸状 ょ る 腰 麻 予防 出来 る か 
日 誌 2(⑰), 193 一 195 
1949 b 一 糸状 虫 症 予 防 治療 の 学 理 的 根拠 に 就 て 
細 半 資料 (4), 10 一 16 
1949c 一 脳 状 虫 症 ( は 後 症 ) 予 
防 ・ 治 療 の 理論 と その 現状 
書 新報 


報 9, 9 


(23), 2—3 


志 都 ・ 細 谷 英 夫 
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1949 一 山羊 腰 麻 防 の 実験 
東 1, 106 一 107 


町 田 時 男 ・ 古 越 百 
1951 一 長野 市 に ける 山羊 来 の 季節 的 消長 (会 ) 
日 獣 誌 13 (5・6), 269 
1953 一 長野 県 に お ける 細山 羊 腰 麻 冶 の 中 間 宿 主 に 関す 
る 研究 日 獣 会 誌 6(7), 253 一 255 
松井 修 
1951 一 細 の 腰 麻 対す る ジ ノン カル シウム の 試 
用 新報 55, 24 一 25 
松崎 
1956 一 腰 マ と の 予 防 と 治療 , わが 国 に お ける めん 羊 の 
疾病 の 発生 状況 一 その 2 一 細 症 (97), 
帳 英 重 
1948 一 山羊 腰 麻 症 予防 に 関す る 試験 成績 
東芝 理化 研 
1953 アテ アンチモン 剤 特に エス ボン 三 和 」 に ょ よる 脳 
虫 症 並 びに 犬 心臓 糸状 虫 症 の 臨床 試験 成 
績 新報 109, 361 一 366 


峰 英 重 ・ 和 田 市 造 
1948 一 山羊 腰 魔 予防 に 関す る 研究 1) 昭和 22 年 に 
於 ける 実施 試験 日 獣 誌 10(3, 4), 128 
宮本 佐 市 


1951 一 自然 発生 例 を 基礎 と し た の 研究 
日 誌 4(8), 261 一 263 


森 香 中 
1951 一 腰 麻 泊 の 生化 学 血液 の 理化 学 的 性 状 に つい 
て (会 ) 日 獣 誌 13(5, 6), 342 
1952 一 腰 麻 生化 学 脳 脈 の 理化 学 性 状 に 
つい て (会 ) 日 獣 誌 14(6), 353 
村上 大 宮 崎 格 
1948 一 山 腰 麻 対す る Antimoncolloid と 
Stinal と stiual の 治療 及び 予防 試験 
報 (10). 1 
長畑 寿 賀 雄 
獣医 1(6), 248 一 251 
中 村長 
1950a 一 数 種 ア ノン チ モ ン 剤 を 以 て し た 細 羊 山羊 腰 麻 
の 予防 試験 獣 書 新報 41, 369 一 371 
1950b 一 アン チ モ ン 剤 Neostinal に よる 山羊 ・ 細 半 
脳 虫 症 の 所 予 防 及 び 治 療 試 験 
報 62, 297 一 299 
1952 a 一 山羊 ・ 細 羊 の 所 調 腰 麻 ( 脳 虫 症 の 
発病 ) の 予防 と 治療 (1) 克 素 剤 と アン チ モ 
ン 剤 の 予防 的 効果 の 比較 
研究 6(8), 554 一 556 
1952 b 一 山羊 ・ 細 の 所 調 腰 麻 ( 脳 状 虫 ) の 
発病 予防 と 治療 (2) 剤 と アンチモン に 
よる 治療 の 比較 玄 研 究 6(10), 703 一 705 
ベ テ マ ガ 16. 63 
ペ テ マ ガ 17, 18, 67 一 68 
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( 48 ) 


中 村 ・ 津 村 正 ・ 加 藤 男 
1951 ソル ミノ ル に よる 山羊 脳 状 貝 症 の 治療 
試験 日 獣 会 誌 4(5), 141 一 143 
新装 四 


1954 一 薬物 ょ る 麻 予防 試験 並び に = ャ セ 病 の 原因 

学 的 研究 (会 ) 日 獣 誌 15, 218 一 220 
新 大 四 板 垣 四 

1938 一 細 腰 会 第 1 回 報告 朝 

1940 一 細 腰 麻 査 会 第 2 回 朝 細 

1941 一 腰 麻 査 会 第 回 3 報告 朝 

1942 一 羊 腰 査 会 第 4 回 報告 朝 細 1 一 137 

1943 一 細 腰 麻 査 会 第 5 回 報告 朝 細 1 87 

1944 一 細 腰 査 会 第 6 回 報告 朝 細 1 76 


新 大 四郎 ・ 越 ・ 中 村 治 ・ 赤 沢 ・ 長 畑 寿 賀 
・ 福 所 金 松 ・ 入 一 
1942 一 細 腰 麻 関す る 研究 (7) 寄生 虫 学 的 研究 
(会 ) 日 獣 誌 4(3), 290 
三宮 正明 ・ 川 田 史 ・ 家 守 町 田 時 男 ・ 三 木 攻 石 
原 
1955 a 一 和牛 体内 セタ リア に と ょ る 細山 脳 状 
症 の 予防 究 9(8), 837 一 838 
1955 b 一 体内 セタ リア よる 細山 脳 
状 虫 症 の 予防 に 関す る 研究 (会 ) 
日 獣 誌 17, 47 一 48 
・ 川 田 ・ 松 川 誠 夫 ・ 北 島 里 ・ 三 木 東 
原 
1957 一 ゲル コン 酸 ア ンチ モン 5 価 ソ ツ ソーダ に よる 細 ・ 山 
脳 虫 病 の 予防 試験 
獣 書 新報 203, 14 一 16 
二宮 正明 ・ 町 田 時 男 ・ 岩 沢 英雄 ・ 三 木 旋 
1955a 一 スパ = ン に よる 細山 虫 症 の 予 
防 と 治療 玄 研 究 9(10), 1050 一 1052 
1955 b —1-Diethyl carbamyl-4-methyl piperazine 
citrate (Supatonin) に 細山 脳 状 虫 の 
予防 並び に 治療 試験 に つい て (会 ) 


日 誌 17, 48 
農林 相 者 産 局 衛生 課 
1950 一 細山 の 腰 麻 の 状況 調査 
日 獣 会 誌 3(11), 371 一 372 
農林 省 産 試験 場 


1941a 一 山 立 腰 麻 痺 に 関す る 研究 (1) 
現代 獣 36(6), 21 一 35 

1941 b 一 山羊 腰 麻 痺 に 関す る 研究 (2 ) 
現代 細 36(7), 1 一 11 

1941c 一 山羊 腰 魔 に 関す る 研究 (3 ) 
現代 36(8), 3 一 11 

大 伸 

1949 一 腰 麻 剤 と 其 の 就 て 
家畜 生 2(1), 8 一 10 

1951 一 細山 の 麻 その 予防 治療 
者 研究 5(11), 137 一 140 


大 伸 ・ 谷 守男 
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1948 一 糸状 虫 症 に 対す る アン チ モ ン 療法 の 1, 2 治験 
例 に 就 て 日 獣 誌 10(3, 4), 128 
岡部 浩 洋 
1952a 一 免疫 学 研究 セタ リア 症 の 研究 
第 1 報 ( 会 ) 
東 報 ( フ ィ ラ リア 特 ), 28 一 33 
九州 日 14, 
1952b 一 山羊 腰 麻 政 に 対す る スパ トニ = ン の 予防 効果 
(セタ リア 症 の 研究 第 2 報 ) 
東 報 ( ィ ラ リア 特 ), 34 一 35 
1952c 一 山 た に 対す る スペ トニ = ン の 予防 効果 
セタ リア 弟 の 研究 日 獣 会 誌 5(9), 292 
1952d 一 山羊 腰 麻 学 的 研究 (会) 
日 獣 誌 14(6), 354 
1954ー パト ニン に よる 細山 腰 予防 試験 (会 ) 
日 獣 誌 16, 122 


岡部 浩 洋 ・ 石 橋 敬 男 
1953 スパ トニ ニン に よる 細 羊 腰 麻 試験 セタ リ 
アァ 症 の 研究 第 3 報 
久 医 誌 16(9), 1021 一 1022 
岡部 浩 洋 ・ 松 瀬 幹 也 
1956 一 腰 に 対す る スペ パト ニン の 予防 内 服 と 洗 
降 反 応 セタ リア 上 症 の 研究 第 4 報 
久 医 誌 19(3), 555 一 559 
大 久保 義夫 ・ 米 村 寿 男 
1942 一 細 の 腰 麻 に 関す る 研究 (1 ) 検査 に 
生化 学 的 所 見 に 就 て 獣 調 報 19, 43 一 60 
斎藤 修 ・ 政 
1941 一 腰 麻 予防 試験 成績 
朝 書誌 9(11), 
応 獣 書誌 15(3), 135 一 144 
斎藤 修 ・ 沢 新 一 ・ 田 政 範 
1943 一 腰 麻 試験 (第 2 報 ) 
応 獣 誌 16(4), 209 一 214 
斎藤 新作 
1952 一 剤 の 経 日 投与 に ょ る 細山 所 腰 麻 
防 並 びに 治療 試験 日 獣 会 誌 5(4), 114 一 117 
1953 一 克 剤 と よる 細 の 所 腰 麻 並び に 素 
の 生体 内 移行 試験 に つい て (JD) 
日 誌 6(6), 202 一 205 


坂巻 海 三 〔 

1938 一 所 調 「 腰 魔 」 の 観察 応 獣 誌 11(2), 73 一 85 
佐藤 七 三 〔 

1950 一 アン チ モ ン コロ イド の 臨床 的 応用 に 就 て 

新報 34, 14 

佐藤 達 

1951 一 虫 と 腰 麻 書 新報 57, 19 一 20 
瀬島 昇 

1948 一 山羊 腰 麻 治験 獣医 , 83 
篠原 寿一 ・ 田 宮 沢 文治 ・ 広 瀬 優 


1956 一 の 脳 状 虫 症 の 予防 試験 に つい て 


( 49 ) 


2. 線 糸状 ・ 第 部 家 の 糸状 


長野 者 研 3, 102 一 108 


塩川 正 
1947 a 一 山 糸状 虫 症 ( 腰 麻 に 対す る アン 
チ モ ン 製剤 の 卓 効 に 就 て 書 研 究 19, 38 
1947 b 一 山羊 腰 磨 に 関す る 研究 (アン チ モ ン 剤 に よ 
る 治療 試験 ) 合 獣医 4(4), 80 一 87 
1948 一 Antimon 剤 に よる 山羊 及び 細 の 状 
虫 症 (所 調 腰 麻 癖 ) の 治療 並び に 予防 試験 (2) 
月 報 11, 1 
1952 一 細山 腰 ( 存 虫 症 ) の 予防 と 
研究 6(7), 465 一 469 
1955 一 細山 腰 麻 起 帯 
究 9(9), 951 一 952 


塩川 正 ・ 大 井 長 ・ 水文 ・ 関 信雄 
1957 一 細 山 脳 状 虫 (いわ ゆる 麻 
の 予防 並び に 治療 試験 
長野 書 研 4 102 一 120 
塩川 正 ・ 波 ・ 浦 野 由 
1955 一 剤 ツル ミノ ー ル に よる 細山 羊 脳 
症 の 予防 並び に 治療 試験 
研究 9(9), 947 一 948 
保 忠 三 
1951a 一 細 症 セタ リア 症 の 研究 続 記 (1) 
新報 69, 5 9 
1951b 一 リア 症 の 研究 続 記 I) 
獣 書 新報 72, 8 一 9 
1951c —The pathology of setariasis in Japan and 
it’s significance in veterinary and medical 
science, Jap. J. Exp. Med., 21, 449—462 
1952 一 細 症 リア 症 の 研究 続 記 
新報 82, 8 一 10 
1953 一 家 誕 の 脳 硝 段 「 セ タリ ヤ 」 症 研究 の 広義 医学 上 
の 意義 日 臨 119), 
1954 a —Epizootische cerebrospinale Nematodiasisg 
(Setariasis) und ihre verzweigten Prob- 
leme, Deu. Tier. Woch., 61 (/,) , 25—32 
1954 b—Prophylaxis & therapy in epizootic cere- 
brospinal nematodiasis of animals by 1- 
diethylcarbamyl-4-methyl piperazine di- 
hydrogen citrate. 
Rep. Sec. F. T. Vet. Med., 49(11), 
1955—Helminthic diseases of the central nervous 
system & intrauterine foetal infection by 
helminths. 
Libro-Hemenaje al Prof. Lepez-Neyra 
De La Revista Ibérica de Parasitologia. 
1956—Cerebro-spinal nematodiasis (Setariasis) in 
abnormal or inadequate hosts. 
Cey. Vet. J., 4(3), 


忠 三 ・J. R. M. Innes 
1952a 一 セタ リヤ 症 ( 脳 硝 段 ) 病理 学 の 再 確 認 及 び 同 
症 の 世界 的 分 布 の 可能 性 に つい て (会 ) 
日 誌 14(6), 355 
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1952b 一 脳 硝 路 セ タリ ヤ 症 の 病理 学 及 び 同 症 の 世界 的 
分 布 並 びに た 人間 に 於 ける 可能 性 
日 病理 誌 41( 別 ), 


1952 a —1-Diethylcarbamyl-4-methylpiperazine ci- 
trate に よる 脳 セ タリ ア 」 症 の 予防 及び 
治療 東 書 報 (フィ ラリ ア 和 ), 56 一 61 
1952 b —1-Diethylcarbamyl-4-methylpiperazine cit- 
rate に よる 細 羊 , 山羊 及び 功 駒の 中 枢 神 経 系 
セタ リア 症 の 予防 及び 治療 試験 (会 ) 
日 誌 14(6), 356 
保 忠 三 ・ 沢 哲太郎 ・ 井 上 忠 久 保 
治 ・ 田 中 利男 
1954—1-Diethylcarbamyl-4-methylpiperazine dihy- 
drogen citrate に よる 家 脳 タリ ア 症 の 
予防 及び 治療 試験 成績 獣 書 新報 147, 8 一 11 
Shoho, C., T. Tanaka 
1955—Further observations on cerebrospinal ne- 
matodiasis in animals. 
Brit. Vet. J., 111(3), 102—111 
高島 一 雄 
1950 一 腰 麻 期 に 関す る 老 
新報 41, 18 一 19 
1951a 一 細山 羊 腰 麻 痺 に 対す る カリ ウム 吐 酒 石 液 の 治 
つい て 書 新報 55, 51 
1951 b 一 虫 に ょ る 細 山 腰 麻 の 治験 所 見 
日 誌 4(9 , 307 一 308 
1951c 一 型 の ち が つ た 山羊 腰 麻 泊 3 例 
新 報 74, 771 一 772 


田中 稔 夫 
1957 一 山 脳 虫 症 に 対す る 衝撃 療法 に つい 
家 診 7, 
谷口 介 
1939 一 細 羊 の 腰 麻 に 就 て 21(1), 43 
鉄 本 昭 ・ 細 谷 英 夫 ・ 枝 
1953 一 再び スパ トニ = ン に ょ よる 細 ・ 山 羊 腰 麻 泌 の 治療 に 
就 て 新報 116, 772 一 775 
喜一 ・ 斎 藤 新 作 ・ 田 増 一 ・ 綿 引 誠 
1951 一 在 素 率 化 合 物 の 探究 と 生物 化学 的 研究 
日 誌 4(12), 418 一 419 
千葉 喜一 郎 ・ 鈴 木 兵 一 
1948 一 性 腰 麻 の 臨床 的 観 アン チ モ 
ンコ ュ コロ イド に よる 治療 並び に 予防 試験 
結 医学 5(2), 29 一 35 


東京 農学 部 獣医 学科 学生 調査 
1943 一 羊 腰 麻 報告 
応 獣 誌 16(3), 177 一 191 


富山 県 農林 部 者 産 課 
1955 一 めん ・ 山 脳 虫 病 予 防 試 験 
家 統 ( 昭 30), 9 一 12 


(50 ) 


朝鮮 細 協会 
1942a 一 羊 の 腰 麻 現代 37(6), 325 
1942b 一 羊 の 腰 麻 就 て 朝 書誌 10 (4④), 
浦野 由 衛 


1949a 一 羊 と 山羊 の 麻 対す る 予防 注射 試験 
究 3(6). 276 一 280 
1949b 一 ( 山 ) 羊 の 脳 予 防 


新報 17, 85 
獣 書 新 報 19, 120 
脇本 正義 
1952 一 アン チ モ ン 注射 と ょ る 山羊 腰 麻 予防 と 
療 日 獣 会 誌 5(3), 85 一 86 
渡辺 昇 


1957 一 ネオ スチ ナチ ナール と スパ トニ ン に よる 細山 羊 腰 麻 
予防 治療 試験 研 究 11(4④, 541 一 542 
渡辺 昇 
1942 一 の 腰 麻 に 関す る 研究 (4) 腰 麻 びに 
照 於 ける 寄生 の 状況 の 所 見 に 就 て 
獣 調 報 19, 99 一 111 
山田 
1956 一 半 腰 麻 研究 I. 臨床 所 見 (会 ) 
日 18, 76 一 77 
1957 a 一 ・ 山 腰 麻 治験 補遺 
新報 201, 20 一 23 
1957 b 一 の 麻 の 研究 病理 解 所 見 (会 ) 


19, 
山田 次 男 
1951 一 山 細 腰 麻 防 過 策 と 前 状 
新報 66, 453 
山 極 三朗 


1940a 一 細 羊 腰 麻 癖 病 に 関す る 研究 基 の 1 臨床 血 
液 学 的 所 見 に 就 て (予報 ) 

実験 医 誌 24(1), 111 
1940b 一 腰 麻 応 誌 13(3), 151 一 157 
1941 一 腰 に ける 脳 病理 解剖 学 的 並 

びに 組織 学 的 所 見 に 就 て 
実験 医 誌 25(5), 575 

山 極 三郎 ・ 忠 三 

1944 一 細 症 セタ リア 症 ( 腰 麻 癖 病 ) の 病理 組織 学 に 就 
日 誌 6(6), 422 


山 極 三郎 ・ 忠 三 ・ 岩 村 ・ 道 成 ・ 山 手 裕 
1943 一 腰 た 於 ける 脳 ・ 病理 解剖 学 的 
並び に 組織 学 的 研究 
実験 医 誌 27 (5), 495 一 496 
山 極 ・ 三 ・ 岩 村 ・ 山 手 裕二 
1943 a 一 細 腰 麻 病 於 ける 脳 病理 解 学 的 
並び に 組織 学 的 研究 (3) 脳 に 於 ける 初 往 発生 
機 序 日 獣 誌 5(4), 425 
1943 b 一 腰 麻 に 於 ける 脳 病理 解剖 学 的 
並び に 組織 学 的 研究 (4) 於 ける 病 
生 機 序 日 獣 誌 5(4), 425 
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2. 線 虫 糸状 虫 ・ 部 家 の 糸状 


夫 
1955 一 ・ 山 腰 麻 の 治療 と V.B: に 就 い て 
獣 新報 151, 69 


太郎 
1948 一 腰 麻 と 治療 


産 研究 483—484 


209), 


安田 純夫 
1950- 一 理屈 を 抜き と こし た アン チ モ ン コロイド の 使い 方 
新報 30, 3 一 5 
米村 寿男 
1952a 一 フォ ラリ ア 民 除 の た め の ア テア ンチ モン 剤 と し て 
の ダ ビオ ー ル 」 びと アンチ モン 上 


の 一 考 医 界 28, 13 

1952b 一 所 調 症 は 因 と な り 得 る か 
1 誌 5(10), 329 
米村 寿男 ・ 三 喜 ・ 語 子 、 
1951 一 腰 麻 痺 の 治療 に 関す る 研究 IIILL. アン チ モ ン 剤 


の 中 濃度 と 濃度 と の 関係 (会 ) 
日 獣 誌 13(5, 6), 267 


吉利 用 弘 ・ 小 野寺 強 ・ 岩 田 武 ・ 広 辺 精 一 
1954 一 細 ・ 山 半 虫 症 の 予防 試験 成績 一 特 
に 糸状 虫 症 適 応 薬 剤 3 種 の 効用 に 就 い て 一 一 
新報 136, 34 一 38 


安藤 鉄 一 
1951 一 馬 後 つい て 
新報 77, 14 一 15 
新報 123, 1103 一 1104 


1948 一 北海 道 に 於 ける 宏 生 性 脳 軟化 馬 の 1 例 


日 獣 誌 10(1, 2), 61 一 66 


石井 進 ・ 川 章 
1944 一 昭和 18 年 度 東 北 地方 に 流行 的 発生 を 見 た る 司 
の 腰 療 (仮称 ) に 就 て 1 報 ) 
家 報 1(6), 229 
板垣 四郎 ・ 谷 守男 ・ 河 田 有 
1946 a 一 の 後 麻 ( 馬 脳 状 虫 症 ) の 研 
究 ( 第 1 報 ) 馬 糸状 貝 Setaria equina (Abildga- 
rrd, 1789) の 中 間 宿 主 の 決定 及び その 体内 に 
於 ける 仔 虫 の 発育 に 関す る 研究 (一 ) 
獣医 3(5), 79 一 81 
1946 b 一 幼 の 後 ( の 脳 糸状 虫 症 ) の 研 
究 ( 第 1 報 ) 馬 糸 状 虫 Setaria equina (Abildg- 
arrd, 1789) の 中 間 宿 主 の 決定 及び その 体内 
に 於 ける 仔 虫 の 発育 に 関す る 研究 (ご ) 
3(7), 119 一 129 
1947 a 一 幼 の 後 ( 馬 の 脳 状 虫 症 ) の 
研究 (第 2 報 ) 馬 糸 状 虫 Setaria digitata 


v. Linstow, 1906 の 新 中 間 宿主 の 決定 及び そ 
の 体内 た に 於 ける 仔 虫 の 発育 た 関す る 研究 
獣 医 4(4), 73 一 80 
1747 b 一 所 駒の 後 ( 馬 の 脳 虫 ) 
の 研究 (第 3 報 ) 人 工 感染 に 依る 発病 試験 に 就 
て (一) 縮合 獣医 4(5), 105 一 113 
1948 一 所 幼 駒の 後 ( 馬 脳 状 症 ) の 
研究 (第 3 報 ) 人 工 感 染 に 依る 発病 試験 に 就 て 
獣医 5(1), 1 一 11 


1946 一 寄生 性 後 の 観 特に 臨床 所 見 及び 治 


療 試 験 獣医 3(1), 1 8 

久米 治 
1957 一 の 話 一 の 腰 の た め に ( 
ン フ プレット) 日 本 中 央 競馬 会 

武男 
1951 一 馬 の 腰 麻 癖 症 の 治験 獣 書 新報 75, 11 一 12 

宮本 佐 市 
1951 一 自然 発生 例 を 基礎 と し た 脳 症 の 研究 
日 会誌 , 261 一 263 

長畑 寿 賀 


1944a 一 馬 後 症 治 療 試 験 に 就 て 
獣 医 1(5), 226 

1(6), 248 一 251 
1946 一 の 病原 体 MCROFILARIA に 関す 


る 2, 3 の 実験 日 獣 誌 8(5, 6), 167 一 182 
野村 歩 ・ 岩 科 一 治 
1956 一 馬 後 に 関す る 研究 1. 鹿児島 県 下 に 


於 ける 調査 に つい て 2. 病理 組織 学 的 所 見 (会 ) 


日 獣 誌 18, 85 
小国 秀男 ・ 野 村 歩 
1944 一 流行 性 腰 就 て 
家 生 1(6), 215 一 228 
1947 一 幼 駒 の 流行 性 腰 療 症 ( 腰 麻 癖 ) に 就 て 
日 獣 誌 10(3, 4), 93 一 108 
小国 秀男 ・ 木 全 春 生 ・ 細 谷 英 夫 
1957 一 腰 療 に つい て (会 ) 日 19, 
柴 内 大 典 ・ 高 橋 覚 ・ 泉 沢 正 名 ・ 菅 原 俊一 郎 
の 予防 弟 獣 月 報 13, 18 
田中 利男 ・ 三 ・ 保 忠 三郎 ・ 山 極 三 


1945 一 馬 の セ タリ ア 症 に 就 い て (神経 病理 組織 学 的 研 
究 ) 日 獣 誌 7(3, 4), 117 一 130 


円 之 助 ・ 小 倉 佐 次 
1656 一 馬 腰 の 研究 1. 臨床 所 見 (会 ) 


日 獣 誌 18, 75 一 76 


1948 一 壮 馬 の 寄生 腰 麻 と 吐 石 に 依る 治験 
月 報 1, 4 
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馬 の 調査 会 
1956 一 腰 研究 報告 
日 本 中 央 会 1ー24 
1957-- 腰 調査 研究 報告 
日本 中 1 47 
1948 一 馬 糸状 虫 症 に 対す る Antimocolloid 
の 効果 日 誌 10(3,.4), 128 
幼 駒 の 後 廊 委員 会 
1948 一 の 脳 糸状 虫 症 産 獣医 出版 協会 ユー59 


和牛 


本 佐 市 
1951 一 然 発生 例 を 基 と た 存 状 研究 
日 獣 会 誌 4(8), 261 一 263 
新 大 四郎 ・ 林 田 重 幸 ・ 河 野 ・ 山 内 忠 
1954a 一 牛 の 糸状 ( 腰 ) の 実例 報告 (会 ) 
日 16, 99 一 100 
Setaria に 腰 麻 発生 例 
家畜 保衛 2, 13 


1954 b 一 牛 に ける 


1953 一 牛 の 脳 Setaria ( 所 腰 に て 
新報 122, 10 一 13 


関根 宝 
1952 一 牛 の 虫 に 
79, 70—71 
有馬 五 
1935 一 に つい て 応 8(4), 276 一 279 


出 平吉 ・ 高 田 
1912 一 屋 の 眼球 内 「 フ ォ ラ リア 」 症 に 就 て 
報 30, 19 一 24 
今村 
1951 一 虫 摘 出 部 位 と 角 肛 
新報 54, 10—11 
板垣 四 
1929 一 馬 晴 
ー ノ 幸三 ・ 垣 四 
1943 一 馬 前 房 水 に 生 す る 状 源 晴 ) の 本 
態 日 5(4), 420 一 421 
ー ノ 幸三 ・ 山 孝行 ・ 板 四 
1945 一 Filaria の 本 に 就 い て 
2(5), 69 一 72 


応 誌 2(9), 


岩瀬 三 
1951 一 虫 に つい て 新報 56, 20 一 21 
河村 


巻 ・ 附 録 文献 集 


1943 一 馬 泥 晴 虫 症 の 臨床 学 的 所 見 並び に 貝 体 に 関す る 
観 応 16(6), 323 一 332 
正助 
1943 一 の 各種 に 対す る 抵抗 力 
日 獣 誌 5(4), 420 
1955 一 浪 晴 虫 に 対す る アン チ モ ン 剤 の 治験 
新報 151, 75 一 76 
水島 政 
1941 一 馬 に 現れ た る の 簡易 除去 
応 14(7), 468 


田 

1952 一 晴 虫 の 摘 用 に つい て 

日 誌 5(12), 405 一 406 

佐藤 達 

1951 一 虫 と 腰 麻 新報 57, 19 一 20 
瀬戸 口 高 男 

1951 一 虫 摘出 談 新 報 61, 20 
鈴木 

1950 一 の 摘出 に 切 角 膜 法 書 新報 35, 13 
内 方 


1930 一 虫 の 観 応 誌 3(7), 517 一 521 
1934 一 虫 の 補 応 獣 誌 7(1), 13 一 14 
多 部 田 
1950a 一 の アンチモン に よる 
新報 35, 16 
1950b 一 内 注射 に よる 晴 の 治療 潜 
新報 45, 17 一 18 
田辺 好 世 
1953 アン チ モ ン コロ イド に よる 晴 症 の 治験 例 
日 会 誌 6(2), .59 60 
横山 順一 
1949 一 の 一 新法 
日 会 誌 2(3), 22 23 
1946 一 馬 の 簡 出 法 月 報 15, 50 
1923 一 虫 症 に 対す る 丁 の 応用 に 就 て 
団 報 165, 44 一 52 


b. 
板垣 ・ 谷 守男 
1948 一 和牛 の 晴 虫 に 就 て 日 獣 誌 10(3, 4, 129 


栗田 武男 ・ 坂 本 昌一 

1954 一 和牛 の 虫 症 の 治験 例 
日 誌 7(2), 72 一 73 

谷 ロ 守男 

1951 一 の 虫 に つい て 


c. 細 ・ 山 


東 獣 書 報 2, 47 一 48 
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国府 田 沢 山 一 
1959 一 細 虫 に 対す る アン チ モ ン 
新報 44, 11 一 12 
大 森 康 吉 
1956 一 の フ ラ リア 幼虫 摘出 手術 に つい て 
獣 書 新報 195, 25 


P. 糸状 症 ( 非 状 説 に 
る も の を 含む ) 


堀川 牧 
1940 一 夏 化 患 の 併発 例 
応 獣 誌 13 (12), 861 一 863 
細谷 英夫 ・ 玉 井 ・ 鮭 誠 治 
1956 一 病 及び か ら 採 集 し た 内 に 
弦 奴 の 体内 に 認め られ た ミク ロフ ィ ラ リア に つ 


いで て 東 報 6, 7 一 13 
石原 忠雄 
1956 一 夏 組 の 原因 と 発病 機 序 に つい て 
友 3(⑰), 5 一 7 
石原 忠 ・ 方 一 


1655 一 夏 舞 た 関す る 研究 第 5 報 , 青森 県 上 北郡 地方 に 
於 ける 吸血 特に 並び に 遇 関す る , 


= ミ = の 研究 水曜 会 4(2), 11 一 12 
石原 忠雄 ・ 押 田 等 ・ 長 岡 春 義 
1956 一 夏 関す る 研究 V. 福島 双葉 に ける 実 
態 調 査 (会 ) 日 。18, 65 一 66 
水 5(2), 9 一 10 
石原 上 野 計 


1955 a 一 に 関す る 研究 一 一 夏 は アレ ルギー 性 
夏 は 遺 する と 考え られ る 
日 獣 会 誌 8(8), 366 一 371 
1955 b 一 夏 に 関す る 研究 第 7 報 防虫 ょ る 夏 
の 予防 試験 水曜 会 4(10), 68 一 69 
1955c 一 夏 比 に 関す る 研究 第 3 報 発病 素因 の 遺伝 学 
的 考察 (会 ) 日 獣 誌 17, 49 一 47 
水曜 会 41), 4 一 5 
水曜 会 4(8), 54 一 55 
1956 a 一 夏 に 関す る 研究 (7) 夏 実態 調査 成績 
(会 ) 寄生 貝 誌 5(2), 252 
1956 b 一 関す る 研 IV. 予防 ・ 治 療 学 的 に み 
た 本 病 の 原因 並び に 発病 機 序 ( 会 ) 
日 18, 66 
1956c 一 夏 細 の 原因 と その 発病 機 序 に つい て (会) 
日 18, 126 一 129 
水曜 会 5(8), 1 一 2 


石原 忠 雄 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 
1955a 一 夏 舞 に 関す る 研究 第 1 報 Onchocerca cervr- 
calis の ミク ロフ ォ ラ リア の びに 分 
布 水曜 会 3(12), 109 一 110 


(53 ) 


2. 線 糸状 虫 ・ 第 家 の 糸状 


1955 b 一 関す る 研究 第 1 Onchocerca cerv- 
calis (RAILLIET & HENRY, 1910) Microfilaria 
の 分 布 に つい て (会 ) 寄生 貝 誌 4(2), 135 
石原 忠 雄 ・ 上 野 計 ・ 押 田 等 ・ 長 岡 春 義 
1956 一 に 関す る 研究 第 8 報 ア レル ギー を 中 
心 と し た 予防 治療 試験 水曜 会 5(1), 3 
市 岡 朝 
1954 一 牛 の 皮 糸状 症 ( わ ひ 病 ) と 馬 糸状 虫 
( の 病原 に 関す る 新知 見 紹介 
北 獣 33, 4 
市 岡 朝 ・ 守 田 ・ 森 田 義 
1956 一 治 捧 試験 と 発生 原因 の (会) 
月 獣 誌 18, 65 
市 岡 朝 訪 ・ 中 林 虎 一 ・ 阿 部 正夫 ・ 野 田 義 野 
1951 a 一 幅 の 夏 約 に 関す る 臨床 病理 学 的 研究 (上 ) 
報 67, 483 一 487 
1951 b - の 夏 関す る 臨床 病理 学 的 研究 ( 下 ) 
新報 69, 561 一 566 
角 三郎 
1956 一 き 甲 所 論じ て 夏 及ぶ 
新報 181, 427 一 428 
1950 一 北海 道 に おけ る つい て 
日 協 誌 3(6), 178 
北岡 茂男 ・ 矢 島 朝 ・ 上 野 計 ・ 石 原 
1955 一 る 研究 第 2 報 カカ た に つい て 
会 3 
近藤 忠 四 ・ 上 島 
1928 一 夏 病原 に 関す る 研究 予報 
中 誌 41 (11), 981--986 
小西 辰雄 
1955 一 北海 道 の 夏 導 馬 に 対す る B。 の 試用 
北 45, 7 
久 池 井 忠 男 ・ 和 田 市 造 
1942 一 仮性 皮 は 鼻 結節 と 誤 ら れ Filaria 仔 
に ょ る 寄生 性 結節 
真子 れ ー 
1932 一 夏 北 に 対す る スチ オー ル の 実験 的 効果 に 就 い て 
現代 26 (11), 821 一 826 
中 村長 
1955 一 わが 国 に お ける 馬 の 夏 北 の 研 究 動 向 
玄 研 究 9(8), 778 一 782 
1956 一 臨床 面 か ら 見 た 北海 道 の 馬 の 夏 九 (会 ) 
日 18( 附 ), 115 一 119 
Nakamura, R., A. Matsuhashi & K. Sakata 
1957—Studies on '' Kasen ’’ of horses in Hokkaido 
V. Preliminary experiments concerning the 
effects of antiallergic drug applied to ho- 
rses affected with the disease 


Jap. J. Vet. Res, 5(3), 97—11li 
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中 村 ・ 松 橋 下 次 佐 藤 博 ・ 原 田 太 ・ 中 島 康 
順 
1955 a 一 北海 道 に お ける 馬 の 夏 妖 の 研究 I. 1954 年 
の 研究 成績 日 8(6), 266 一 268 
1955 b —Studies on '' Kasen ’”’ of horses in Hokk- 
aido II. Results obtained in 1954 


jap. Vet.. Res., 3(2), 73—81 


Nakamura, R., A. Matsuhashi, N. Yamashita, & 
T. Yamamoto 
1956—Studies on ''Kasen ’’ of horses in Hokka- 
ido IIIl. Resarch on the actual state of the 
disease. Jap. J. Vet. Res., 4(3), 81—88 
中 村 ・ 田 三 夫 ・ 佐 藤 博 ・ 戸 尾 棋 明 山 下 次 
普 別 , 江別 農協 家 者 診療 所 
1954 一 北海 道 に 於 ける 馬 の 本 態 と その 治療 予防 
に 関す る 研究 I. 昭和 28 年 度 研 究 成 績 
太平 91, 2 一 3 
Nakamura, R., M. Sonoda, K. Too, H. Sato, J. 
Yamashita, H. Abe, T. Takamiya, T. Kurosaki, 
& R. Shibata 
1954—Studies on '' Kasen ’’ of horses in Hokkaido 
lI. Results obtained in 1953. 
Jap. J. Vet. Res., 2(3), 109 


中 村長 一 ・ 其 田 三 夫 ・ 戸 尾 棋 明 族 ・ 佐 藤 博 ・ 山 下 次 郎 ・ 
阿部 仁 ・ 高 宮 寿 ・ 黒 崎 達 芝 田 
1955 一 北海 道 に お ける 馬 の 夏 衝 の 研究 I 
日 獣 会 誌 8(1), 14 一 17 


小国 秀男 
1936 一 馬 夏 就 い て 
佐々 木 昇 ・ 宮 田 敬 二 
1951 一 馬 の 上 皮膚 「 ミ クロ フィ ラリ ア 」 症 に 関す る 研究 
(予報 ) (会 ) 13(5, 6), 348—349 
佐々 木 昇 ・ 佐 野 敬 二 
1953 一 司 の 皮膚 「 ミ クロ フィ ラリ ア 」 症 に 関す る 研究 
(第 1 報 ) 日 獣 会 誌 6(5), 162 一 166 
i jo リア 症 に 関す る 研究 
思 の 臨床 , 並び に 病理 組織 所 
報 28, 261 一 272 
1954 b 一 馬 皮 ミ クロ フィ ラ リア に 関す る 研究 
II. 皮膚 組織 内 m.f. 検出 法 の 一 考案 に 
形態 と 定期 出現 性 に つい て 
家 試 28, 273 一 284 
部 状 並び に その の 
日 誌 18, 119 一 122 


応 誌 9(5), 235 一 240 


1956 一 夏 対す る 
意義 に つい て (会 ) 
佐々 木 昇 ・ 佐 藤 政 雄 
1954 一 馬 ミ ク ラリ アプ ア に 関す る 研究 
IIL 還 の 皮膚 m.f. の 季節 的 消長 並び に 皮膚 に 
於 ける 分 布 た つい て (会 ) 
日 獣 誌 15, 162 一 163 
佐々 木 昇 ・ 佐 藤 政雄 ・ 佐 野 敬 二 
1954a 一 馬 の クロ フィ ラリ ア 症 に 関す る 研究 
IL. 皮膚 内 m.f. の 季節 的 消長 と 皮膚 に お け 


る 分 布 に Onchocerca cervicalis の 寄生 
と の 関係 誌 7(7), 314 一 317 

家 術 試 報 30, 125 一 137 

1954b 一 馬 の ミク ロフ ラ リア に 関す る 研究 
第 4 報 ( そ の 一 ) ピ ペ ラ デン 旅 導体 (スパ トニ = 

ン ) の 本 症 に 対す る 最少 有効 量 を 求め て 
水曜 会 3(⑧). 65 一 66 
1957 一 馬 の 皮 膚 ミク ロフ ィ ラ リア 症 に 関す る 研究 IV. 
ピ ベ ラジ ン 導体 (スペ パト = ン ) の 本 に 対す る 
治療 果 に つい て 試 報 32, 235 一 251 
佐藤 林 生 ・ 田 中 寛 

1954 一 牛 の 皮膚 糸状 虫 症 (アセ ヒ ) の 病原 由 と し て の 
Onchocerca gutturosa Neumann, 1910 と 
皮膚 糸状 虫 ( の 病原 し て Onchocerca: 
cervicalis Railliet et Henry, 1910 に 関す る 研 
完 寄生 虫 誌 2(3, 4), 199 一 206 


佐藤 孝 慈 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 佐 々 学 ・ 佐 々 木 昇 
1954 一 馬 の 皮 Onchocerca 症 に つい て , 特に 馬 
の 病原 糸状 貝 に 関す る 研究 
東 痢 報 3, 28 一 30 
佐藤 孝 慈 ・ 田 中 寛 ・ 林 滋 生 ・ 佐 々 学 ・ 林 原 必 正 ・ 佐 々 木 
昇 
1954 一 馬 の 夏 び 牛 の ヒ 病 の 病原 糸状 に 関す る 
研究 (会 ) 日 獣 誌 15, 163 一 164 
守男 
1954 一 馬 の 夏 疾 に つい て (会 ) 日 獣 誌 15, 37 一 38 
寄生 虫 誌 3(1), 128 
1956 一 夏 衝 (会 ) 日 獣 誌 18, 122 一 126 
谷口 守男 ・ 板 垣 四 
1954 一 馬 の 夏 関す る 研究 
東 獣 書 報 3, 34 一 41 
谷 守男 ・ 数 野 ・ 田 ・ 阿 部 昭二 
1954 アンチモン に 関す る 実験 , アン チ モ ン に よ 
る 夏 治 療治 験 報 
日 獣 会 誌 7(3), 119 一 120 
谷口 守男 ・ 田 ・ 阿 部 昭二 戸 末 進 ・ 斎 藤 一 友 
1955 一 アン チ モ ン 剤 と よる 夏 治 療 試験 (第 2 報 ) 
日 獣 会 誌 8(5), 229 一 232 
谷 守男 ・ 押 田 等 ・ 京 一 
1954 スペ パト ニン に よる 夏 治療 試験 
者 新報 132, 330 一 332 
谷口 守男 ・ 米 花 由 次 
1953 一 Supatonin に よる 夏 び 「 セ 」 の 治療 効果 
に 就 て 新報 114, 631 一 635 


上 野 計 ・ 石 原 忠 尋 
1956 a 一 夏 関す る 研究 第 10 報 
理学 的 所 見 水曜 会 5(6), 
1956 b 一 に 関す る 研究 . 第 11 報 
液 ( 凍 結束 燥 ) に ょ る 上 友 内 反応 の 病理 組織 学 的 
所 見 水曜 会 5(6), 36 一 37 
1957 a 一 関す る 研究 (2) 夏 の 病理 学 


( 54 ) 


. 
| | 
3 


的 所 見 と 原因 学 的 考察 家 術 試 報 32, 201 

1957 b 一 夏 関す る 研究 (3) 吸血 類 の 抽出 物 

( 乾燥 ) に ょ る 内 反応 の 病理 学 所 見 
家 試 報 32, 217 


上 野 計 ・ 石 原 忠雄 ・ 北 岡 茂男 ・ 矢 島 朝 族 
1955 a 一 夏 約 に 関す る 研究 第 3 報 小平 地方 に 於 ける 
O. cervicalis の 中 間 宿 主として の ヌカ ヵ カカ に つ 
いて 水 履 会 4(1), 3 一 4 
1955 b 一 夏 関す る 研究 第 2 報 小平 地方 に ける 
ヌカ カ (Culicoides) の 種類 と 消長 並び に 寄 
生 線 虫 に つい て (会 ) 日 獣 誌 17, 72 


上 野 計 ・ 北 岡 茂男 ・ 石 原 忠 雄 ・ 矢 島 朝 意 
1956 一 東京 都 下 小平 町 に 於 ける メカ ヵ ヵ の 種類 寿 節 的 消 
長 及 びそ の 寄生 線 虫 類 と つい て 
御 動 7(1), 19 一 26 
Yamashita, J., Y. Kitamura, & R. Nakamura 
1957—Studies on ''Kasen ’’ of horses in Hokkaido 
IV. Researches on the punkies in Hokkaido 
with descrption of a new species. 
Jap. J. Vet. Res., 5(3), 89—97 


b. ( わ ひ 


広江 
1955 一 わ ひ 症 に 対す る サル セリ ン の 治験 例 
新報 169, 1166 一 1167 


準 義郎 
1957 一 わ ひ 症 に 対す る サル セリ ン の 治験 例 
新報 198, 38 
細谷 英夫 ・ 玉 井 吉 郎 ・ 鮭 川 誠 治 
1956 一 リヒ 病 及 び 夏 狼 流 行 地 か ら 採 集 し た 虫 内 並び に 
体内 に 認め られ た ミク ロフ ラ リア に つ 
いて 東 報 6, 7 一 13 
市 岡 朝 訪 
1954 一 の 上 虫 ( わ ひ 病 ) と 馬 虫 


( 夏 妖 ) の 病原 虫 に 関す る 新知 見 紹介 
北 獣 33, 4 


河野 三郎 ・ 新 大 四 
1954 一 の = セ は 病 に 関す る 研究 I. 日 本 の 
に 分 布 す る 一 般 Filaria の 調査 
鹿児島 農 報 3, 138 一 150 
河野 三 
1956 一 和牛 の ュ セ 病 に 関す る 研究 III. 薬物 に 


よる 治療 試験 鹿児島 農 報 5, 49 一 53 
真島 礼 三 ・ ・ 江 博 三 
1958 一 牛 ソ セ 病 の 治験 日 獣 会誌 11(2), 87 一 88 
新 大 四 
総研 生 農 (28), 160 


1954 一 薬物 に ょ る 予 防 試 験 並び に = 病 の 原因 
学 的 研究 (会 ) 日 獣 誌 15, 218 一 220 


2. 線 虫 糸状 虫 ・ 部 家 の 糸状 


新 美 大 四 河 野 三朗 


( 55 ) 


1952 一 鹿児島 県 下 の 牛 の = ネ セ 病 の 原因 に 関す る 研究 1 
(会 ) 日 獣 誌 14(6), 352 一 353 
1953 一 鹿児島 県 の 生 の ュ ネ セ 病 の 原因 学 的 研究 
獣 書 新報 116, 768 一 772 
1954a 一 鹿児島 県 の 和牛 の = も セ 病 の 原因 学 的 研究 (会 ) 
日 15, 36 一 37 
1954b 一 生 の ュ = セ は ヒ 病 に 関す る 研究 . 殊 に 
因 及 び 病 理 た に つい て 
鹿児島 農 報 3, 151 一 162 
1954c 一 鹿児島 の 和牛 の = も セ 病 の 原因 学 的 研究 (会 ) 
日 16, 100 一 101 
1955 a 一 鹿児島 県 の 和 折 の = も 病 の 原因 学 的 研究 IV. 


(会 ) 日 17, 46 
1955 b 一 鹿児島 県 の 邊 の っ = も セ 病 の 原因 学 的 研究 V. 薬 
物 に ょ る 治療 試験 (会 ) 日 没 誌 17, 98 


1956 一 の セ 病 の 原因 と つい て (会 ) 
日 獣 誌 18, 132 一 135 
小国 秀男 
1927 a 一 牛 の 病 様 疾患 「 ひ 」 こ せ 」 病 に 
就 て (第 1 回 報告 ) 
日 獣 医 誌 6(2), 175 一 190 
1927 b 一 の わ ひ 」 こ せ 」 病 に 就 て 
中 誌 40(⑰), 
「 わ ひ 」 こ せ 」 病 た に 就 
て (第 2 回 報告 日 油 会 誌 7(3), 219 一 242 
1929a 一 わ ひ # 大 日 本 獣医 学会 
1929b 一 旬 病 様 「 わ ひ 」 「 こ せ 」 病 の 
究 ( 第 1 回 報告 ) 中 獣 誌 42(8), 633 一 690 
1929c 一 「 ひ : こ せ 」 病 の 原因 及び 療 
応 獣 誌 2(9), 706 一 712 
応 誌 2(11), 871 一 875 


佐藤 ・ 林 ・ 佐 々 学 
1954 一 家 皮膚 糸状 虫 の 研究 病 の 病原 糸状 虫 
の 疫学 的 研究 (会 ) 日 獣 誌 16, 101 


佐藤 孝 慈 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 
1954 一 牛 の 皮 糸状 虫 症 ( セ ) の 病原 と し て の Oz- 
chocerca gutturosa Neumann, 1910 と 馬 の 
状 虫 症 ( 夏 の 病原 虫 と て の Onchocerca 
cervicalis Railliet et Henry, 1910 に 関す る 研 
寄生 誌 23, 4, 199 一 206 


佐藤 才 慈 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 佐 々 学 ・ 新 美 大 四 陸 
1954 一 和牛 の Onchocerca 症 に つい て , 特に の 
も 病 の 病原 糸状 虫 に 関す る 研究 
東 獣 書 報 3, 31 一 33 
佐藤 孝 慈 ・ 林 原 必 正 
1954 一 スパ トニ = ニン に よる ワリ と ヒ 病 の 治療 成績 (追記 ) (会 ) 
寄生 虫 誌 2(3, 4, 206 
佐藤 ・ 林 原 必 正 ・ 林 生 
1954 一 家 書 皮膚 糸状 虫 の 研究 II. マヒ 病 の 治療 試験 
に つい て (会 ) 日 獣 誌 16, 101 一 102 
佐藤 孝 慈 ・ 田 中 寛 ・ 林 滋 生 ・ 佐 々 学 ・ 林 原 必 正 ・ 佐 々 木 
昇 
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1954 一 馬 の 夏 級 及 び 牛 の ワ と 病 の 病原 糸状 虫 に 関す る 
研究 (会 ) 日 誤 誌 15, 163 一 164 
佐藤 達 
1952 一 スチ ナー ル の 使用 こと 就 て 
新報 99, 1029 
谷口 守男 ・ 米 花 由 次 
1953 一 Supatonin に よる 夏 妖 及び 「 っ = セ 」 の 治療 効果 


に 就 い て 没 書 新報 114, 631 一 635 
Q. その 他 
谷 英夫 
1953 一 家 脳 虫 症 の 予防 及び 治療 の 研究 

総研 生 農 (28), 158 

板垣 四 
1937 一 フォ ラ リア 症 の 比較 1(2), 9 
獣医 界 13), 5 
獣医 界 2(3), 1 


1938 一 内 臓 寄生 線 虫 と 皮膚 疾患 
中 獣 誌 (創刊 50 周年 記念 号 ) , 137 
大 日 本 獣医 学会 東京 帝 
国 大 学 農 学部 書 産 学科 
1949 一 糸状 虫 と 家 玄 衛生 東 獣 書 報 1, 7 一 15 
1952 一 最近 わが 国 の 糸状 虫 研究 
東 報 (フィ ラリ ア 号 ) , 1ー3 
1953 一 糸状 貝 虫 の 生物 学 的 研究 
総研 生 農 (28), 157 
1954 一 糸状 虫 の 研究 を 応 み て 


麻布 獣 報 1 10 


板垣 四郎 ・ 谷 口 守 男 


寄生 学 誌 ・ 第 8 巻 ・ 附 録 文献 


1956 一 家 井 糸状 虫 症 の 比較 生物 学 的 研究 


総研 医薬 (31), 50 一 51 
川路 
1955 一 糸状 の 実 給 研究 
総研 医薬 (29), 523 
森下 
1955 一 糸状 に 関す る 研究 
総研 医薬 (29), 523 
牟田 男 


1936 一 フィ ラリ ア ・ パ ビビ ー ザ 摘出 例 
応 獣 誌 9(6), 374 一 376 


中 条 仲 栄 
1934 一 皮 角 腫 及び 去 移行 せる ヒラ リア 
応 誌 7, 671-672 
旦 本 獣医 師 会 臨床 部 幹事 会 . 


1950 一 ミク タロ フィ ラリ ア を 中 心 と し た 第 5 回 臨床 部 会 
幹事 会 日 獣 会 誌 3(10), 319 一 322 
新 美 大 四 
1955 一 家 者 の フィ ラリ ア 症 に 関す る 最近 の 研究 
大 越 伸 
1951 一 家 誕 Filaria 症 の 治療 及び 予防 法 に 関す る 研究 
学 月 6 27 
大 越 伸 ・ 斎 藤 潔 ・ 小 津 葉 弘 ・ 北 野 訓 敏 ・ 佐 々 木 真弓 
1952 一 家 玄 Filaria 症 の 治療 及び 予防 法 に 関す る 実験 


的 研究 学 月 10, 456 
谷口 守 男 
1953- 一 糸状 虫 の 発育 に 関す る 研究 
総研 生 農 (28), 158 
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2. 線 虫 虫 ・ 第 部 項目 別 


第 三 部 項目 別 索 引 
I. 人 糸状 


A. Wuchereria bancrofti 


信雄 「1938) , Galliard, 了 (1943), 林 生 (1951b, 
1955a, 1955b), 池田 (1941), (1921), 


神田 虎 治 (1907) , 川上 洛 (1922), 木原 卓 三 郎 (1954a, 
1954b) , 北村 精 一 (1954a), 北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 
(1953, 1953a, 1954a, 1954b), 小泉 対 (1927), 前 
田 末 (1951), 前 良 (1941a, 1941b), 松下 
帖佐 郎 ・ 竹 内 伊 三 ・ 吉 良 雄 ・ 不 (1914), 
三好 正造 ・ 森 下 長 花 操 (1949), 佐々 学 (1953 
b), 佐々 学 ・ 林 (1653b), 竹内 伊 三 ・ 村 良 
(1914) , 三 三 (1941) , 吉永 福太郎 (1914) 

分 布 , 統計 , 疫 学 
阿部 康男 (1953a, 1933b, 


1954a, 1954b, 1955), 


阿部 康男 ・ 山 下 松 道 '1953), 阿部 康男 ・ 山 
下 博 ・ 前 原 試 (1953), 阿部 康男 ・ 山 下 拓 (1954), 阿 
部 康男 ・ 米 沢 藤 士 ・ ete (1956), 荒川 忠良 ・ 油 
谷 友 三 ・ 森 川 義 金 ・ 金 子 保夫 ・ 宮 本 有 睦夫 ・ 河 内 憲一 ・ 
宮川 三男 ・ 中 瀬 勝 ・ i et 荒川 忠良 ・ 油 
谷 友 三 ・ 森 川 義 金 ・ 金 子 保夫 ・ 宮 川 三男 ・ 山 口 富雄 


(1955) , 阿 節夫 ・ 静 英 (1915, 
1922) , 二 神 義 堀 蔵 ・ 西 本 勝之 輔 2 瀬 健吾 ・ 
峰 大 助 (1940) , (1914), 花城 剛 ・ 城 間 宮 
・ 永 修 ・ 上 直 三 (1954) , 花城 清 剛 ・ 城 ・ 上 
原 直 三 ・ 永 山 修 (1954) , 信田 千 元 ・ 横 井 正 幸 ・ 梅 本 元 
・ 松 (1952) , 林 生 (1954, 1955 
a), 林 滋 生 ・ 佐 々 学 1953) , 林 小 生 ・ 佐 々 学 ・ 田 中 寛 
・ 井 省 吾 (1954) , 林 生 ・ 佐 藤 孝 田 中 (1957) , 
比 賀 (1915) , 平田 (1939a, 1939b), 堀 
蔵 ・ 一 2 瀬 健 吾 (1941) , 指宿 英 造 (1956b, 1955, 
1956) , 一 ノ 瀬 健吾 (1943) , 一ノ瀬 健吾 ・ 片 峰 大 助 
(1949) , 伊集院 武 (1956a, 1956b) , 今 (1928), 
井上 昇 ・ 森 武 (1935), 石田 忠 三 郎 (1937), 石井 信太 
郎 (1936) , 壁 島 坂 造 (1915), 金原 庄 治郎 1917) , 金 
子 保夫 ・ 伊 川 ・ 山 本 ・ 石 本 悦夫 ・ 武 田 ・ 宮 
本 ・ 村 郁 夫 ・ 多 田 ・ 佐 々 豊 ・ 山 雄 (1956) , 
笠松 二 三 夫 (1954), 片 峰 大 助 ・ 吉 田 列 太郎 (1952), 
峰 大 助 ・ 山 央 ・ 吉 郎 (1952, 1953) , 片 峰 大 
助 ・ 村 ・ 巻 博 教 ・ 山 崎 豊 ・ 有 里 実行 1954) , 
川上 (1919) , 川村 (1923), 北川 正 山 治 
(1932) , 北原 経 太 (1953, 1954c), 北原 経 太 ・ 土 井 彰 
(1953) , 北 唱 栄一 道 ・ 水 谷 昇 ・ 横 内 幸 造 (1954) , 北畠 栄 
太郎 (1954, 1955) , 北原 栄 太 郎 ・ 高 松 功 (1954; 1957), 
北村 精 一 (1954b) , 北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 (1951, 1955), 
北村 精 一 ・ 片 大 助 ・ 田 村 ・ 吉 郎 ・ 森 義 
・ 有 早実 行 ・ 大 原 良 ・ 巻 博 教 (1952, 1953) , 北 
村 精 一 ・ 片 峰 大 助 ・ 大 原 良 消 ・ 有 里 実 行 ・ 上 田 穂 (1953) , 
黄 登 雲 (1943) , 小林 長 美 (1933), 国吉 貞 英 (1953), 町 
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" 長 花 操 ・ 外 山 寛 樹 ・ 西 田 弘 ・ 洪 木 快 造 ・ 


野 (1955b) , 前 田 道 明 (1947), 増田 郎 (1954). 
功 (1937), 郎 (1911), 光 富 ・ 兵 働 
・ 森 岡 崎 通 ・ 尾 上 有 川 武郎 (1951) , 
月 代 笠 原 精 一 1913), 森下 (1954, 1955b), 森 
下 ・ 中 村 敏 夫 ・ 西 村 ・ 尾 崎 権 一 郎 (1953) , 森下 
・ 中 村 夫 ・ 西 村 ・ 森 下 坪 坂 森下 
・ 中 村 夫 ・ 西 村 ・ 南風原 助 (1956), 森下 夫 


長 操 ( 1944, 1954, 1955), 操 ・ 
宮田 典 男 ・ 宮下 秀隆 ・ 中 塩 一 (1949) , 長 花 操 ・ 山元 


典 ・ ・ 石上 英昭 ・ ・ 児 玉 一 (1949), 
藤花 操 ・ 山 下 博 (1951) , 長 花 操 ・ 宮 田 典 男 ・ 貴 島 塾 ・ 
中 塩 一 (1954) , 長 花 操 ・ 山 元 典 雄 ・ 石 神 兼 英 ・ 児 玉 一 
(1954) , 長 花 操 ・ 貴 島 外 山 寛 樹 ・ 宮 典 男 ・ 
玉 一 幸 , 中 塩 一 ・ 紀 ・ 村 ゆ きえ (1954), 長 花 
操 ・ 山 下 博 ・ 石 神 英 ・ 堀 栄 太郎 ・ 貴 島 ・ ・ 
村岡 ゆき ぇ (1954), 長 花 操 ・ 外 山 寛 樹 (1954a, 1954 
b) , 長 花 操 ・ 山 下 博 ・ 宮 田 典 男 ・ 中 塩 一 ・ 児 玉 一 率 ・ 
外山 寛 樹 ・ 坂 本 明雄 (1955), 長 花 操 ・ 山 下 博 ・ 外 山 寛 
樹 ・ 児 玉 一 ・ ・ 堀 栄 太郎 ・ 幸 泉 光 , 
上 平 用 (1955) , 
大 浜 信 腎 (1939, 1940, 1941b, 1943a, 1943b), 岡部 
(1955b) , 岡部 ・ 松 瀬 幹也 (1954), 岡元 健一 
郎 ・ 永 吉 浩 (1947, 1948a), 岡村 一 郎 (1954), 岡村 一 
郎 ・ 三 浦 守 ・ 松 下 文雄 ・ 菅 原 謙次 (1955), 大 森 清 一 
(1934b, 1935), 大 鳥 正治 (1953a, 1953b, 1954a, 
1954b, 1955d), 大 城 幸 雄 (1937), 尾辻 義人 (1955b, 
1955d) , 西郷 親 成 (1937, 1940d), 佐々 学 ・ 林 小生 
(1952, 1953a), 佐々 学 (1954), 佐々 学 ・ 田 中 寛 ・ 佐 
孝 林 ・ 石 井 省 ・ 小 峰 績 ・ 向 後 鉄 大 郎 1953) , 
佐々 学 (1954) , 佐々 学 ・ 林 , 田中 寛 (1954). 佐々 
学 ・ 林 , 田中 (1952), 佐々 学 ・ 佐 加 納 
(1955) , (1654a, 1954b, 1955a, 1955 
c), 佐藤 信郎 ・ 米 沢 ・ 有 馬 俊 典 (1950), 佐藤 信朗 
・ 橋 本 修治 ・ 福 島 英 雄 ・ 黒 敏 郎 ・ 米 沢 藤 士 
・ 植 村 六 郎 ・ 片 平 勝 郎 ・ 米 田 実 光 (1950) , 佐藤 信郎 ・ 
北原 経 太 ・ 米 沢 藤 士 ・ 田 畑 普 作 (1952) , 佐藤 信郎 ・ 米 
沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 花 城 消 政 真哉 (1954) , 佐藤 人 
郎 , 沢 藤 士 , 福島 英雄 , 田畑 環 作 (1954), 佐藤 信郎 ・ 
米沢 藤 士 ・ 尾 汗 義 人 ・ 花城 消 益 (1955), 佐藤 信郎 ・ 
福島 英雄 ・ 政 真 (1955), 佐藤 信郎 ・ 植村 ・ 福 
島 英 雄 ・ 政 真哉 ・ 指 宿 英 造 (1955) , 佐藤 信郎 ・ 米沢 
士 ・ 植 村 ・ 福 島 英 雄 ・ 政 真哉 ・ 要 真一 ・ 橋 本 
久 ・ 小 倉 広 丸 ・ 佐 多 明 ・ 上 妻 昭夫 ・ 高 森 治 生 ・ 田 代 正 
(1955) , 代 藤 信郎 ・ 米 沢 士 ・ 福 島 英 ・ 尾 汗 人 
・ 花 城 清 野 上 男 ・ 要 真一 (1956b) , 
藤和 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 植 村 芳 郎 ・ 上 村 光 夫 ・ 要 真一 朗 ・ 
指宿 英 造 (1956) , 佐藤 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 鳥 英雄 ・ 尾 
義 人 ・ 花城 清 ・ 奥野 男 ・ 要 真 一 朗 ・ ・ 
井 一 成 ・ 浜 己 則 (1957) , 佐藤 孝 ・ 
里見 三男 (1914), 重松 俊 尾 形 ・ 田 中 ・ 三 原 
温 ・ 長 崎 光 夫 (1954, 城間 (1956) , 1955), 
1925) , 寛 ・ 渡 辺 昇 ・ 加 納 郎 ・ 金 
清 俊 (1954), 田中 一 雄 ・ 谷 野 伝 (1939), 田中 一 雄 
田中 重雄 (1937) , 戸村 隆敏 (1925), 坪 坂 
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寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 附 録 文献 集 


1954 一 馬 の 夏 拘 及 び 牛 の ワリ と 病 の 病原 糸状 虫 に 関す る 
研究 (会 ) 日 獣 誌 15, 163 一 164 
佐藤 達 
1952 一 スチ ナー ル の 使用 に 就 て 
者 新報 99, 1029 
谷口 守男 ・ 米 花 由 次 
1953 一 Supatonin に よる 夏 妖 及び 「 っ ュ セ 」 の 治療 効果 
に 就 い て 新報 114, 631 一 635 


Q. その 他 
谷 英夫 


1953 一 家 の 脳 状 虫 症 の 予防 及び 治療 の 研究 
総研 生 (28), 158 


板垣 四 
1937 一 フォ ラリ ア 症 の 比較 獣医 1(2), 9 
獣医 13), 5 
獣医 界 2(3), 1 


1938 一 内 寄生 線 虫 と 皮 患 
中 獣 誌 (創刊 50 周年 記念 号 ) , 137 


1947 一 家 糸状 虫 に 就 て 一 一 

大 日 本 獣医 学会 東京 帝 
国 大 学 農 学部 書 産 学科 
東 書 報 1, 7 一 15 


1949 一 糸状 虫 と 家畜 衛生 
1952 一 最近 わが 国 の 糸状 虫 研究 
東 書 報 (フィ ラリ ア 特 ) , 1 一 3 
1953 一 糸状 虫 虫 の 生物 学 的 研究 
総研 生 農 (28), 157 
1954 一 虫 の 研究 を みて 
麻布 獣 研 報 1, 1 一 10 


板垣 四郎 ・ 谷 口 守 男 


1956 一 家 夷 玄 状 虫 症 の 比較 生物 学 的 研究 
総研 医薬 (31), 50 一 51 


川路 
1955 一 糸状 虫 の 実 研究 
総研 医薬 (29), 523 


森下 
1955 一 に 関す る 研究 
総研 医薬 (29), 523 


牟田 
1936 一 フォ ラ リア ・ パ パピ ローザ 摘出 
応 獣 誌 9(6), 374 一 376 


中 条 
1934 一 皮 角 腫 及び 去 孝 創 に 移行 せる ヒラ リア 
応 獣 誌 7, 671 一 672 


旦 本 獣医 師 会 臨床 部 幹事 会 
1950 一 ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア を 中 心 と し た 第 5 回 臨床 部 会 
幹事 会 日 獣 会 誌 3(10), 319 一 322 


新 四 
1955 一 家 書 の フィ ラリ ア 症 に 関す る 最近 の 研究 
者 友 2(6), 8 一 11 


大 越 伸 
1951 一 家 井 Filaria 症 の 治療 及び 予防 法 に 関す る 研究 
学 月 6, 127 


大 越 伸 ・ 斎 藤 潔 ・ 小 津 茂 弘 ・ 北 野 訓 敏 ・ 佐 々 木 真弓 
1952 一 家 講 Filaria 症 の 治療 及び 予防 法 に 関す る 実験 
的 研究 学 月 10, 456 
守男 


1953 一 糸状 虫 の 発育 に 関す る 研究 
総研 生 農 (28), 158 
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2. 線 虫 ・e) 糸状 虫 ・ 第 部 項目 別 


第 三 部 項目 別 索 引 
I。 人 
A. Wuchereria bancrofti 


信雄 (1938), Galliard, 了 (1943), 林 (1951b, 
1955a, 1955b), 池田 且 (1941), (1921), 
神田 虎 治 (1907), 川上 閣 (1922), 木原 卓 三 郎 (1954a, 
1954b) , 北村 精 一 (1954a), 北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 
(1953, 1953a, 1954a, 1954b), 小泉 対 (1927), 前 
田 末 和男 (1951), 前 良 (1941a, 1941b), 松下 
帖佐 郎 ・ 竹 内 伊 三 ・ 吉 村 良 雄 ・ 不 (1914), 
三好 正造 ・ 森 下 薄 (1951), 長 花 操 (1949), 佐々 学 (1953 


b), 佐々 学 ・ 林 (1653b), 竹内 伊 三 ・ 村 良 雄 
(1914) , 鶴見 三 三 (1941) , 書 永 福太郎 (1914) 
分 布 , 統計 , 疫学 


阿部 康男 (1953a, 19353b, 1954a, 1954b, 1955), 
阿部 康男 ・ 山 下 若 松 道 (1953), 阿部 康男 ・ 山 
下 博 ・ 前 原 試 (1953), 阿部 康男 ・ 山 下 持 (1954), 阿 
部 康男 ・ 米 沢 藤 士 ・ (1956), 荒川 ・ 油 
谷 友 三 ・ 森 川 義 金 ・ 金 子 保夫 ・ 宮 本 睦夫 ・ 河 内 憲一 ・ 
宮川 三男 ・ 中 瀬 勝 ・ 山 口 富雄 (1955), 荒川 忠良 ・ 油 
谷 友 三 ・ 森 川 義 金 ・ 金 子 保夫 ・ 宮 川 三男 ・ 山 口 富雄 
(1955) , 阿 志 節夫 ・ 大 (1953), 藤井 英 (1915, 
1922) , 二 神 義 日 ・ 西 本 勝之 輔 2 瀬 健 ・ 
峰 大 助 (1940) , 不破 格 (1914), 花城 剛 ・ 
・ 永 山 修 ・ 上 原 直 三 (1954) , 花城 剛 ・ 城 ・- 
原 直 三 ・ 永 山 修 (1954) , 信田 千 元 ・ 横 井 正 
清一郎 ・ 松 田 (1952) , 林 生 (1954, 1955 
a), 林 ・ 佐 々 学 (1953) , 林 ・ 佐 々 学 ・ 田 中 寛 
・ 省 (1954) , 林 生 ・ 佐 田 中 1957) , 
賀 (1915) , 平田 (1939a, 1939b), 堀 
蔵 ・ 一 2 瀬 健吾 (1941) , 指宿 英 造 (1956b, 1955, 
1956) , 一 ノ 瀬 健吾 (1943) , 一 ノ 瀬 健吾 ・ 片 峰 大 助 
(1949) , 伊集院 武 1956b) , 今 (1928), 
井上 昇 ・ 森 武 (1935), 石田 堅 三郎 (1937), 石井 信太 
郎 (1936) , 島 坂 (1915), 金原 庄 治郎 1917) , 金 
子 ・ 伊 川 山 本 勤 ・ 石 本 悦夫 ・ 武 田 宮 
本 睦夫 ・ 村 口 郁 夫 ・ 多 田 弘 ・ 佐 々 豊 ・ 山 口 富 雄 (1956) , 
笠松 二 三 夫 (1954), 片 峰 大 助 ・ 吉 太郎 (1952), 
片 峰 大 助 ・ 山 崎 豊 彦 ・ 吉 田 列 太郎 (1952, 1953) , 片 峰 大 
助 ・ 村 ・ 巻 博 ・ 山 崎 豊 ・ 有 里 実行 1954) , 
川上 (1919) , 川村 也 (1923), 北川 正 山 
(1932) , 北原 経 太 (1953, 1954c), 北原 経 太 ・ 土 井 齋 
(1953) , 北 唱 栄一 道 ・ 水 谷 昇 ・ 横 内 幸 造 (1954) , 北畠 栄 
太郎 (1954, 1955) , 北原 栄 太 郎 ・ 高 松 功 (1954; 1957), 
北村 精 一 (1954b) , 北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 (1951, 1955), 
北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 ・ 田 村 ・ 吉 郎 ・ 森 日 義 
・ 有 実行 ・ 大 原 良 ・ 博 教 (1952, 1953) , 北 
村 精 一 片 峰 大 助 ・ 大 原 良 消 ・ 有 里 実 行 ・ 上 田 穂 (1953) , 
登 (1943) , 小林 長 (1933), 国吉 英 (1953), 町 
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野 在 夫 (1955b) , 前 田 道 明 (1947), 増田 陸 郎 (1954). 

松岡 (1937), 郎 (1911), 光 富 ・ 兵 
夫 ・ 森 ・ 岡崎 通 ・ 尾 上 有 川 武 郎 令 (1951) , 望 
月 代 ・ 一 (1913), 森下 (1954, 1955b), 森 
下 中 村 敏 夫 ・ 西 村 猛 ・ 尾 権 一 郎 (1953), 森下 
・ 中 村 夫 ・ 西 村 ・ 森 下 坪 坂 森下 
・ 中 村 夫 ・ 西 村 ・ 南風原 助 (1956), 森下 
(1956) , 長 操 (1944, 1954, 1955), 長 花 操 ・ 鳥 
・ 宮 典 男 ・ 宮 下 秀 中 塩 一 (1949), 長 操 ・ 山 元 
和典 雄 ・ 橋 口 兼 英 ・ 石 上 英昭 ・ 簡 富雄 ・ 児 玉 一 幸 (1949), 
長 花 操 ・ 山 下 博 (1951) , 長 操 ・ 宮 典 男 ・ 
中 塩 一 (1954) , 長 花 操 ・ 山 元 典 雄 ・ 石 神 兼 英 ・ 児 玉 一 
(1954) , 長 花 操 ・ 貴 外 山 寛 樹 ・ 宮 田 典 男 ・ 
玉 一 幸 , 中 塩 一 ・ 柔 畑 紀 也 ・ 村 岡 ゆ きえ (1954), 長 花 
操 ・ 山 下 博 ・ 石 神 英 ・ 堀 栄 太郎 ・ ・ 
村岡 ゆあ きえ (1954), 長 花 操 ・ 外 山 寛 樹 (1954a, 1954 
b) , 長 花 操 ・ 山 下 博 ・ 宮 田 典 男 ・ 中 塩 一 ・ 児 玉 一 議 ・ 
外山 寛 樹 ・ 坂 本 明雄 (1955) , 長 花 操 ・ 山 下 博 ・ 外 山 寛 
樹 ・ 児 玉 一 幸 ・ 堀 栄 太 郎 ・ 幸 光 , 

長 花 操 ・ 外 山 寛 樹 ・ 西 田 弘 ・ 小 木 快 造 ・ 上 平 用 (1955) , 
大 浜 信 腎 (1939, 1940, 1941b, 1943a, 1943b), 岡部 


(1955b) , 岡部 松 瀬 幹也 (1954) , 岡元 仙一 
郎 ・ 永 吉 浩 (1947, 1948a), 岡村 一 郎 (1954), 岡村 一 
郎 ・ 三 浦 守 ・ 松 下 文 雄 ・ 蒼 原 謙次 (1955), 大 森 清 一 


(1934b, 1935), 大 鳥 正治 (1953a, 1953b, 1954a, 

1954b, 1955d), 大 城 幸雄 (1937), 尾辻 義人 (1955b, 
1955d) , 西郷 親 感 (1937, 1940d), 佐々 学 ・ 林 滋 生 
(1952, 1953a), 佐々 学 (1954), 佐々 学 ・ 田 中 寛 ・ 佐 
孝 林 ・ 石 井 省 ・ 小 峰 績 向 後 鉄 大 郎 1953) , 
佐々 学 (1954) , 佐々 学 ・ 林 減 生 , 田中 寛 (1954). 佐々 
学 ・ 林 生 田中 寛 (1952), 佐々 学 ・ 佐 孝 加 
(1955) , 佐藤 信郎 (1654a, 1954b, 1955a, 1955 
佐藤 ・ 米 沢 藤 士 ・ 有 馬 俊 (1950), 佐藤 信郎 
・ 橋 本 修治 ・ 福 島 英 雄 ・ 黒 豚 郎 ・ 島 米 沢 士 
・ 植 村 六 郎 ・ 片 平 勝 郎 ・ 米 田 実 光 (1950) , 佐藤 信郎 ・ 
北原 経 ・ 米 沢 士 ・ 田 畑 (1952) , 佐藤 信郎 ・ 米 
沢 藤 士 ・ 福 島 英 ・ 花 城 政 真哉 (1954) , 人 
郎 , 沢 藤 士 , 福島 英雄 , 田畑 環 作 (1954), 佐藤 信郎 ・ 

米沢 士 ・ 尾 人 ・ 花城 (1955) , 佐藤 信郎 ・ 
福島 英雄 ・ 政 真哉 (1955), 佐藤 信郎 ・ 植村 芳郎 ・ 福 
英 雄 ・ 政 真哉 ・ 指 宿 英 造 (1955), 佐藤 ・ 
立 士 ・ 植 村 芳 部 ・ 福 島 英 雄 ・ 政 真哉 ・ 要 真一 朗 ・ 橋 本 
久 ・ 小 倉 広 丸 ・ 佐 多 明 ・ 上 妻 昭 夫 ・ 高 森 治 生 ・ 田 代 正 
万 (1955) , 代 藤 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 尾 汗 義 人 
・ 花 城 清 奥 野 上 男 ・ 要 真一 朗 (1956b) , 佐 
藤和 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 植 村 芳 郎 ・ 上 村 光 夫 ・ 要 真一 朗 ・ 
指宿 英 造 (1956) , 佐藤 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 鳥 英 雄 ・ 尾 
義 人 ・ 花 城 清 野 上 ・ 要 真一 ・ 永 
井 一 成 ・ 浜 田 己 則 (1957) , 佐藤 孝 林 生 (1956), 

時 三男 (1914) , 重松 尾 ・ 田 中 ・ 三 原 
・ 長 崎 光 夫 ( 1954\, 城間 (1956) , 菅間 交 (1955), 

竹之内 辰 四郎 1925) , 円 中 寛 ・ 渡 辺 昇 ・ 加 納 太 郎 ・ 金 
子 (1954), 田中 一 ・ 谷 野 伝 (1939), 田中 一 雄 
(1937) , 田中 重雄 (1937) , 戸村 隆敏 (1925), 坂 
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・ 田 邦夫 (1954) , 坪 坂 ・ 竹 田 1954), 
植木 弟 三 郎 (1914) , 植村 芳郎 ・ 新 門 宰 ・ 橋 雄 久 (1955) , 
若松 道 築 (1953) , 和 辻 春 次 ・ 山 根 大 学 (1894), 山口 富 
雄 ・ 金 子 保夫 (1955) , 山代 義雄 ・ 増田 陸 郎 (1955a), 
山代 義雄 ・ 増 田 陸 部 (1955b) , 横川 定 (1939c), 横川 
・ 小 林 英 一 ・ 湯 本 小 坂 清 石 ・ 徳 ・ 横川 
雄 (1939) , 米沢 ・ 福 島 英雄 ・ 田畑 (1954), 
吉村 良雄 (1912a, 1912b), 吉永 福太郎 ・ 佐 郎 
(1911a) , 福太郎 (1912b, 1912c, 1913a), 吉野 高 
3. 分 類 , 形態 
信 一 (1935) , 林 (1945), 肥田 七郎 (1904), 木 
村 伝 (1920a), 小林 英 一 (1939, 1940a), 三宅 速 ・ 望 
月 代 次 (1910, 1913, 1914a), 藤花 操 ・ 外 山 寛 樹 (1954 
b), 鳥 愛 次 郎 (1942) , 志賀 樹 太郎 ・ 高 月 三郎 1907), 
土 本 重 (1947) 
4. 生理 , 生態 , 定期 出現 性 
者 河 (1918) , 千代 太 (1944), 平田 純 (1939 
a, 1939c), 指宿 英 造 1957a), 片 峰 大 助 ・ 村 
(1952, 1954, 1955), 片 峰 大 助 ・ 山 凪 豊彦 (1935), 木 
村 伝 (1920b) , 1929) , 大 保 二 夫 (1953, 
1954) , 岡元 郎 ・ 松 山 (1952), 尾辻 義人 (1954, 
1955a, 1955c, 1955e, 1956a, 1956b, 1957) , 尾辻 義人 
・ 松 山国 (1954) , 西郷 親 (1940a, 1940c), 佐藤 人 
郎 (1954a) , 未 広 (1952, 1953) , 清次郎 (1919, 
1920, 1921a, 1912b) , 杉野 (1933), 竹下 ・ 奥 
田 瑞 積 (1922) , 武内 成 事 , 原 ロ 一 億 (1918), 田宮 貞 仁 
(1940) , 田宮 貞 1918) , 田村 ・ 片 峰 大 助 (1953) , 
田村 (1953, 1954a, 1954b, 1955), 谷 長雄 (1904, 
1905) , 山田 基 ・ 山 本 達 (1916), Yamada, S. & Ko- 
mori, K. (1926), 横川 定 (1939a), 米沢 藤 士 ・ 柚 木 
一 ・ 尾 義 人 ・ 松 山国 ・ 島 (1953) , 吉村 良雄 
(1914) 
5. 発育 中 間 宿 
阿部 信 一 (1936b, 1937) , 阿部 康男 (1955), 阿部 康男 
太 郎 (1955) , 林 滋 生 (1954) , 石井 信太 郎 (1932) , 
北畠 栄一 道 ・ 水 谷 昇 ・ 横 内 幸 造 (1954) , 小林 英 一 (1938) , 
(1940b, 1941), 月 代 次 (1911, 1914a), 操 
(1951a, 1951b, 1951c), 操 ・ 石 神 英 ・ 重 良 
(1954) , 操 ・ ・ 外 山 ・ 宮 典 男 ・ 玉 
一 率 中 塩 村岡 ゆき ( (1954) , 長 操 
・ 山 下 ・ 石 神 英 ・ 堀 栄 太郎 ・ 島 ・ 紀 ・ 
村岡 きゃ (1954) , 操 山 下 博 ・ 宮 典 男 中 塩 
児玉 一 ・ 外 山 寛 樹 ・ (1955), 長 花 操 ・ 
山下 ・ 外 山 樹 ・ 児 玉 一 ・ ・ 堀 太 郎 ・ 
泉 光 (1955), 長 操 ・ 外 山 (1955) , 奥 鳥 
郎 (1943) , 大 森 南 三郎 (1953a, 1953b, 1954a, 1954b, 
1954c, 1955a, 1955b, 1956a, 1956b, 1957), 大島 正治 
・ 大 森 南 三郎 ・ 永 友 勇 夫 (1954), 大 森 南 三郎 ・ 大 島 
正治 ・ 大 森 南 三郎 ・ 永 友 盟 夫 (1955) , 大 島 正 治 (1955b, 
1956) , 外山 樹 (1955, 1956), Yamada, S. (1927) , 
山下 博 (1953a, 1953b) 
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6. 感染 , 


阿部 信 一 (1938), 平田 純 (1639a), 一 2 健 

(1942) , 地 田 助 (1935, 1936), 片 峰 大 助 ・ 吉 多 
郎 (1952) , 片 峰 大 助 ・ 有 早実 行 (1954) , 片 峰 大 助 ・ 田 
辺 紀夫 ・ 療 巻 博 教 (1955) , 北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 (1953) , 
森下 (1955a) , 永吉 (1952), 中 村 夫 (1954), 岡 
部 洗 (1955a, 1956), 岡部 ・ 山 富雄 ・ 山 下 
(1953, 1954), 岡部 松 瀬 幹 (1954, 1956, 
1957) , 岡部 洗 (1955a) , 岡部 松 瀬 幹 了 世 ・ 山 崎 
達 礁 (1957) , 田辺 紀夫 ・ 有 里 実 行 ・ 片 峰 大 助 1953), 

田辺 紀夫 (1957) , Yamado, S. & Komori, K. (1926) 、 
横川 定 (1938a, 1938b, 1939a, 1939c) , 横川 定 ・ 小 林 英 
ー・ 吉野 高 (1939) , 吉永 福太郎 ・ 帖 佐 四郎 (1911) 


病理 , 
秋山 一 雄 (1939) , 秋山 練 造 (1901) , 秋山 静 一 (1934), 
天野 晴 正 ・ 児 玉 伸 二 (1955) , 青木 圭三 ・ 坂 井 章 (1952) , 
有馬 陽一 ・ 富 一 (1956) , 田 
雄 (1931) , 厚 見 一 (1940), 帖佐 四郎 (1912), 江原 
郎 (1927) , 江本 促 一 ・ 坂 本 公孝 (1953) , 藤林 ・ 
ー(1956) , 藤井 静 英 (1915), 英 ・ 比 

善 (1916) , 深井 東 天 (1936), 福元 務 (1955, 1956), 福 
元 務 ・ 豊作 ・ 崎 ・ 中 野 一 (1956) , 福本 務 ・ 
材 富 一 (1955) , 福島 英雄 (1954, 1955), 俊 
(1928) , 二 神 義清 , 堀 1940) , 豊作 ( 1656) , 
奉 田 豊作 , 材 屋 富 一 (1955a, 1955b, 1956), 波多 野 
克己 (1941) , 1907, 1919a, 1919b, 1925), 林 
田 和 治 ・ 山 本 一 夫 (1954), 平野 1932), 平田 胴 純 
(1940), 本 多 忠 夫 (1900) , 伝 ・ 
辻 一 郎 (1944) , 指宿 英 造 (1955a, 1956a, 
1957b) , 一 ノ 瀬 健吾 (1938, 1943, 1944) , 一 ノ 瀬 健 
(1929) , 今 (1928), 入 沢 (1918), 石橋 
吉 (1932), 石田 : (1943), 石黒 春秋 (1905) 
石井 省吾 (1954) , 石井 泰 蔵 ・ 中 塩 一 (1954) , 石渡 忠太 
郎 (1933, 1935, 1940), 岩永 義雄 ・ 宮 原 道 了 世 (1936) , 
門田 光二 郎 ・ 喜 屋 武 朝 章 ・ 材 屋 富 一 (1956) , 門田 光二 
郎 ・ 材 屋 富 一 (1956) , 片 峰 大 助 (1952b, 1952c, 1952 
d, 1954) , 峰 大 助 ・ 山 崎 豊 吉 田 多 郎 (1952, 
1953), 片 峰 大 ・ 巻 ・ 伊 集 院 武 (1954), 片 
峰 大 助 ・ 有 時 実行 (1955a, 1955b), 川路 清高 (1953, 
1955) , 川路 清高 ・ 岡 元 健一 郎 (1954), 川路 蒲 高 ・ 橋 
ロロ ・ 人 丸 哲夫 ・ 松 本 光 ・ 松 本 諫 (1955) , 川路 
清高 ・ 橋 口 俊 ・ 反 夫 (1955) , 河北 靖夫 (1953, 
1954, 1955), 河北 靖夫 ・ 松 原 高 皿 ・ 山 本 重光 ・ 橋 本 
・ 平 井 俊明 ・ 野 津原 ・ 消 田 ・ 渡 辺 作 ・ 野 
正 臣 ・ 山 瀬 夫 ・ 由 富 章 一 (1956), 川村 六郎 (1914) , 
静 海 ・ 山 根 真 (1951) , 木村 哲二 (1919) , 北 河 
(1942) , 北川 正 渡 辺 (1935), 北川 正 大 森 
南 三 郎 (1935, 1936), 北川 正 渡 辺 
村 包 瘍 (1939a, 1939b, 1940a, 1940b) , 北村 精 一 ・ 片 
峰 大 (1956) , 北村 精 一 ・ 田 村 (1954), 小林 長 
(1935) , 小玉 博 (1938) , 児玉 伸二 ・ 申 (1955), 
小島 浦 三 郎 (不明 ) , 屋 銀 (1928a, 1928b, 1929), 
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銀 ・ 井 上 昇 (1935) , 近藤 決 (1930), 河内 ・ 
成田 克之 (1955) , 河 隆 (1938), 河野 豊蔵 (1899), 久 
米 久 (1928, 1929, 1930a, 1930b), 教室 
(1940), 町 野 (1953a) , 町 野 ・ 大 保 二 夫 (1953), 
前 田 末 和男 (1953, 1953c), 前 (1941c, 1941d, 
1941e, 1942), 増田 (1953), 屋 富 一 ・ 実 
俊 ・ 肥 後 正典 (1954) , 材 富 一 ・ 実 ・ 喜 屋 武 朝 
章 ・ 福 元 務 ・ 礎 田 豊 作 ・ 門 田 光 二郎 ・ 津 崎 六 雄 ・ 大 園 
勝美 ・ 肥 後 正典 (1955) , 屋 富 一 ・ 実 福 元 務 
豊作 ・ 肥 後 正典 ・ 津 崎 ・ 大 園 勝 美 (1954 a, 
1954b, 1954c, 1954d) , 材 屋 富 一 ・ 魚 鳥 実 優 ・ 福 元 務 ・ 
豊 作 (1954) , ー・ 豊 作 ・ 田 正 行 ・ 上 
村 達 , 材 富 一 ・ 福 元 務 (1955), 
鳥 実 肥 後 正典 (1955) , 材 富 一 ・ 屋 武 朝 意 ・ 
門田 光二 郎 (1955) , 材 屋 富 一 ・ 門 田 光 二郎 ・ 有 馬 陽 一 
(1956), ・ 実 福 島 務 ・ 田 豊 作 ・ 門 田 光 
二郎 ・ 津 交 ・ 有 馬 陽 一 ・ 中 野 一 朝 
(1940) , 松尾 弘 (1932a, 1932b, 1932c, 
1932d) , 松岡 (1937), 松下 ・ 吉 永福 太郎 ・ 佐 
郎 (1911) , 松下 (1913), 松谷 義清 (1914), ), 松浦 
(1918) , 南進 ・ 山 本 一 夫 (1936) , 皆 見 省 ・ 江 原 猪 
知 郎 (1928) , 三村 六郎 (1936), 三宅 速 (1909), 望月 代 
次 (1912, 1914 b) , 望月 代 次 ・ 井 上 三郎 (1912) , 森 武 
美 (1915), 森口 義春 (1953, 1954, 1955), 寿 男 
(1934) , 森 , 菊 次 郎 ・ 中 野 明 村 
上 次 一 郎 (1914) , 村田 (1930) , 長沢 (1928), 
洗 1948 a, 1951 a) , 中 鳥 佐 (1934) , 中 村 家 政 ・ 市 村 
平 (1953) , (1936, 1938), 中 野 中 
一 ・ 材 屋 富 中 野 (1917), 
中 足 (1936) 中 ・ 高 田 全 (1952) , 並木 定 
(1955) , 中 沢 威夫 (1930) , ・ 天 野 正 ・ 児 
(1953) , 憲章 (1953), ・ 中 村 家 政 
(1953) , 原 憲章 ・ 玉 伸二 ・ 申 (1955), 根 井 
直 (1937) , 二宮 (1943) , 二宮 1945) , 
西本 勝 (1940) , 仲 地 紀 (1929), 大 橋 二 郎 1956) 
岡田 実 栄 ・ 浜 , 岡元 健一 郎 ・ 永 (1948 
b) , 岡元 一 郎 (1953a, 1953b, 1955) , 賠 一 郎 ・ 
・ 松 本 光 幸 (1954) , 岡村 一 郎 1951) , 
岡村 一 郎 ・ 梅 本 元彦 ・ 村 上 和 (1953) , 岡村 一 郎 村 上 
, 岡村 一 郎 ・ 村 上 入 ・ 梅 本 元彦 (1954) , 
大 (1943) , 大 森 一 (1934a) , 大 
森 南 三郎 (1938) , 助 ( (1931) , 西郷 親 (1939), 
斎 二 (1942) , ・ 須 長 (1938), 実 
俊 ・ 肥 後 正典 (1955), 正男 (1919), 佐藤 信郎 
(1954 b) , 佐 信郎 ・ 米 沢 ・ 植 村 郎 ・ 福 島 
・ 政 真哉 ・ 要 真一 朗 ・ 橋 本 久 ・ 小 倉 宏 丸 ・ 佐 多 明 ・ 上 
昭夫 ・ 高 森 治 生 ・ 田 代 正 (1955) , ・ 米 沢 
・ 尾 人 ・ 花 城 (1955) , 佐藤 信郎 ・ 米 沢 
士 ・ 福 英雄 ・ 尾 汗 人 ・ 城 清 高 ・ 奥 野 上 
男 要 慎一 朗 ・ 永 井 一 成 ・ 浜 田 己 則 (1957), 佐 万 
郎 (1919) , 沢田 夫 (1934) , 瀬戸 山 邦 (1939), 志田 
圭三 ・ 福 田 正 次 (1955) , 志賀 , 徳永 (1921) , 清志 
圭三 (1937, 1941) , 清水 謀 三 ・ 今 林 孫 三郎 (1939), 下 
村 雪 雄 ・ 渡 辺 直 昭 ・ ・ 江 良 栄 一 (1957), 首 
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(1936) , 菅沼 清次郎 (1919a), 勝久 (1943) , 


正孝 (1929), 鈴木 (1934), 高橋 明 (1912), 高木 
, 高橋 信吉 (1936), 高橋 信者 ・ 吉川 喜久 


(1937) , 玉木 康 (1930), 田村 ・ 片 峰 大 助 (1956) , 
田中 英 香 (1921) , 田沢 多 (1950), 田代 布 左 
(1936) , 寺田 (1919), 所 (1939), 徳田 助 
(1954), 徳田 助 ・ 足 立 一 郎 (1955), 登 倉 , 
違 山 昇 (1930) , 津 崎 文雄 (1955, 1956a, 1956b, 1957a, 
1957b, 1957c) , 筒井 喜 三 ・ 広 瀬 香 (1937) , 上 田 三 郎 
・ 大 池 義 勝 ・ 高 ・ 滝 一 郎 1955) , 梅本 元 (1952, 
1953) , 植村 芳郎 ・ 新 門 ・ 橋 本 久 (1955) , 渡部 人 
(1951,1952) , 渡辺 (1929) , 渡辺 (1906) , 山之内 
(1930), 山崎 豊 (1953, 1954, 1956), 内 太郎 
(1935) , 吉村 欲 二 (1941), 吉永 福太郎 (1912a, 1912d) 


診断 , 治療 
青木 ・ 崎 直 , 青木 成 (1955) , 青柳 安城 
(1928) , 馬場 (1912) , 江本 ・ 坂 本 公孝 1953) , 
藤巻 博 教 (1955a, 1955b, 1956a, 1956b), 福田 千代 
太 (1944) , 吉川 正道 1911) , 原 英 道 (1940), 花園 美 知 
雄 (1934), 長谷 川 恒夫 (1943), 井 上 介 
(1943) , 林 生 (1954) , 林 生 ・ 小 峰 石 井 省 ・ 
佐々 学 ( 1952 a, 1952 b) , 平田 己 紙 (1936, 1939 b) , 北 

条 円 了 1937) , 星子 未知 男 (1950) , 一 2 瀬 健吾 (1942, 
1944) , 井尻 助 (1929, 1943), 池田 助 (1935, 
1936), 今 永 一 (1929) , 井上 昇 (1933, 1934, 1935a, 1935 
b, 1935c), 石渡 忠太 郎 1934) , 岩 動 (1935) , 伊藤 隼 
三 (1915) , (1933), 金沢 信太 (1935) , 神田 虎 
治 (1917) , 片 峰 大 助 (1952d) , 大 助 ・ 田村 . 
森口 義春 (1952a), 片 峰 大 助 ・ 田 村 訪 治 ・ 北 村 精 一 ・ 森 
義春 (1952) , 片 大 助 ・ 教 (1955) , 北川 正 
(1934) , 北川 正 局 ・ 大 森 周 三郎 1935) 北原 経 大 (1954 
a, 1954b), 北村 包 高 田 (1930), 北村 包 (1934, 
1939c) , 北村 精 一 (1951, 1954c), 北村 精 一 ・ 片 峰 大 
(1951, 1952, 1953b), 北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 ・ 
・ 人 巻 (1955) , 屋 銀 ・ 一 2 行 ・ 神 代 
元 間 (1927) , 銀 治 (1934), 小峰 績 石 井 省 ・ 林 
生 ・ 佐 ・ 佐 々 学 (1952, 1953), 近藤 造 ・ 
田 富 子 (1955) , 町 野 (1955a), 前 田 末 男 (1953a, 
1953b, 1953d), 田 勝一 (1914), 松本 ・ 小 林 
(1955) , 松本 操 (1935), 松岡 功 ・ 松 下 良 吉 (1929), 賜 
(1943) , 皆 見 省吾 ・ 佐 (1929) , 宮川 米 次 
(1921, 1953), 宮川 米 ・ 北 村 包 森 上 ・ 一 フ 
・ 田 ・ 清 水 重 夫 ・ 松 本 新 ・ 都 築 (1943), 

次 ・ 北村 包 森 下 一 瀬 健吾 ・ 岩 
・ 重 夫 ・ 本 新 (1943) , 定男 (1913), 永 


浩 (1948b, 1948c 1949a, 1949b, 1951b), 中 尾 知足 
(1933) , 文夫 (1937) , 原 (1931, 1935), 西 
山 伊織 王 城 ・ 宮 地 1935), 新沢 新 (1943), 


野口 喜久 比 (1935) , 野木 一 雄 ・ 富 家 英 子 ・ 坂 本 欲 次 郎 
(1951) , 大 浜 信 腎 (1941a), 岡田 一 郎 ・ 山 田 博 ・ 津 田 
隆男 (1941) , 岡田 促 三 (1942), 岡元 健一 郎 ・ 大 ・ 

河 世 知 節夫 (1952) , 岡元 健一 郎 (1953, 1954), 岡元 健 
一 郎 ・ 松 岡 (1953) , 正 間 河 西 や ぅ 子 ・ 高 
雄 (1953) , 大 沢 (1927) , 尾辻 義人 ・ 松 山国 隆 (1953) , 尾 
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人 ・ 伊 地 (1954) , 尾 汗 義人 (1956b) , 小沢 
佐々 学 (1952, 1953a), 佐々 学 ・ 林 生 (1952) , 
芳名 (1914) , 佐藤 (1953, 1954, 1955) , 佐 葵 人 
・ 米 沢 ・ 橋 本 修 ・ 福 島 ・ ・ 汗 
人 (1952), 佐 郎 ・ 米沢 士 ・ 尾 義 人 ・ 
(1953) , 佐 ・ 米 沢 士 ・ 橋 本 修治 ・ 雄 ・ 
沢 藤 士 ・ 福 雄 ・ 汗 人 (1953, 1954, 1955, 1956) , 
佐藤 人 郎 ・ 米 沢 ・ 福 英雄 ・ 尾 義 人 ・ 松 山国 
島 , 佐 ・ 米 沢 士 ・ 柚 木 一 雄 ・ 尾 
義 人 ・ 松 山国 , 佐藤 信郎 ・ 米 沢 
士 ・ 福 島 英 尾 人 ・ 松 (1953) , 佐 


・ 沢 ・ 義 人 ・ 地 知 季 (1954) , 
佐 ・ 米 沢 士 (1954), ・ 米沢 士 ・ 
義 人 (1954), 佐 葵 人 ・ 米 沢 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 尾 


義人 ・ 人 花城 清 奥 野 上 男 ・ 要 婦 (1956) , 
米沢 葵 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 指 宿 英 造 1956) , 佐藤 信郎 ・ 米 
沢 共 ・ 福 島 英 ・ ・ ・1 奥野 
英雄 ・ 尾 汗 人 ・ 指 宿 英 造 (1957) 八郎 ・ 米 沢 
士 ・ 福 雄 ・ 西 豊 作 (1957), ( , 
消 (1916), 立川 清 (1930) , 高木 (1934b), 高 
橋 郎 (1937) , 高橋 信 (1936) , 高橋 信吉 池 
(1936), 高山 了 (1942) , 高尾 (1911) , 武 光 
(1939, 1940), 武内 成 事 (1917, 1931), 一 ・ 
近 一 (1929) , 田中 一 雄 (1933), 徳富 光 (1941), 
島 治 (1939) , 1941) , 三 ・ 武 田 光 
(1940) , 平 (1930), 山口 保 年 1933), 山村 
(1955) , 山之内 三 1933), 横川 小 林 英 一 ・ 吉 
高 (1939) , 米沢 士 (1955) , 米沢 ・ 柚 木 一 雄 ・ 
・ 松 山国 隆 島 1953), 米山 (1953), 
前 大 底 観 (1933) 
9. 予防 , 撲 
帖佐 郎 (1912, 1913) , 功 (1929), 松下 二 ・ 
吉永 福太郎 ・ 帖佐 (1911) , 永 友 (1955), 大 
正治 ・ 大 森 南 三郎 ・ 永 友 (1955) , 親 (1940 
b) , 吉永 福太郎 (1913b) 


B. Wuchereria malasji 


1. 
(1951b, 1955a, 1955b), 佐々 学 (1953b), 佐々 
・ 加 納 (1948) , 佐々 学 ・ (1953b) , 見 


三 (1941) 
2. 分 布 , 統計 ・ 疫 学 
阿部 信 一 (1936a), 文仁 (1921), 1954, 1955 


a), 林 滋 年 ・ ・ 佐 々 学 (1953), 林 滋 生 ・ 佐 々 学 ・ 加 納 六 
門 湯 健次 (1942a, 1942b, 1942c, 1942d, 1943, 1944), 
操 ・ 外 山 (11954b) , 佐々 学 ・ ・ 佐 
・ 小 峰 (1951), 佐々 学 ・ 林 ・ 佐 


加 納 郎 ・ 小 峰 ・ 石 (1951) , Sasa, M., 
Hayashi, 


S., Kano, R., Sato, K., Komine, I. & 


( 60 ) 
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Ishii, S. (1952), ・ 林 生 (1952, 1953a), 佐 

々 学 1954), 佐々 学 ・ 林 ・ 中 寛 1954) , 妹尾 

(1943, 1951a, 1951b) , 永福 太郎 ・ 佐 四郎 (1911a) 
3. 分 類 , 形態 


林 生 (1954) , 林 ・ 佐 々 学 ・ 加 納 ・ 佐 


(1951) , 長 花 操 ・ 外 山 寛 樹 (1954b), 佐々 学 ・ 林 江 生 
・ 保 小 峰 石 井 省 吾 (1951) , Sasa M., Ha- 


yashi, S., Kano, R., Sato, K., Komine, I. & Ishii, 
S. (1952), Senoo, T. & D. R. Lincicome (1951a), 
土 本 (1947) 

4. 発育 , 中 間 宿 
林 滋 生 (1951a, 1953, 1954), 林 落 生 ・ 佐 々 学 ・ 加 納 
六郎 ・ 佐 藤 孝 (1951) , Sasa, M., Hayashi, S., Kano, 
R., Sato, K., Komine, I. & Ishii, S. (1952) 

5. 病理 , 症候 . 
文仁 (1921) , 林 ・ 佐 々 学 ・ 加 納 六 ・ 佐 
(1951) , , 伊藤 正義 (1930) , 
北村 精 一 ・ 村 (1953) , 北村 精 一 ・ 片 大 助 ・ 
村 (1952, 1953, 1953a, 1953b), 
佐々 学 ・ 林 ・ 佐 孝 小 峰 績 石 井 省 (1951) , 
佐々 学 ・ 林 ・ 佐 藤 加 納 郎 ・ 小 峰 績 ・ 石 井 
省 (1951) , Sasa, M., Hayashi, S., Kano. R., Sato, 
K., Komine, IL., & Ishii, S. (1952) 

6. 診断 , 治療 
生 林 ・ 佐 々 学 ・ 加 納 六 郎 ・ 佐 孝 (1951) , 林 生 
・ 小 峰 績 ・ 石 井 省吾 ・ 佐 々 学 (1952a, 1952b), 林 滋 
生 (1954), 佐々 学 ・ 林 (1952) , 佐々 学 ・ 林 ・ 
佐藤 小 峰 ・ 井 省 (1951) , 佐々 学 1952, 
1953 a), Sasa, M., Hayashi, S., Kano. R., Sato, 
K., Komine, LI, & Ishii, S. (1952) , 妹尾 弧 ・ 坪 井 正 
人 ・ (1943) 

7. 予防 , 撲 
佐々 学 (1953a) , 佐々 学 ・ ・ 鈴 木 三 浦 昭子 
上 野 治 ・ 田 中 英 (1957) 


II. 家畜 糸状 


A. Dirofilaria immitis 


1. 
板垣 四郎 (1939b) , 久米 清治 (1951a, 1952a) 

2. 分 布 , 統計 , 疫 学 
宮本 佐 市 ・ 内 田 長 平 (1935) , 永田 作 弘 (1954) , 一 色 於 
郎 (1939) , 片 峰 大 助 ・ 巻 ・ 田 瀬 井 
義 (1955), 宮本 佐 市 ・ 内 出 長 平 (1935) , 永田 作 
(1954) , 大 石 勇 ・ 小 林 茂 雄 ・ 久 米 清治 (1958) , 岡部 浩 
洋 ・ 松 瀬 幹也 ・ 下 村 実 ・ 田 中 隆 六 1957) 


3. 分 類 , 形態 


森下 ・ 加 一 夫 (1957) , 
谷口 守男 ・ 板 垣 四 郎 


井上 太郎 (1937a), 
(1942), . 佐 藤 孝 (1957), 
(1944) 
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2. 線 虫 糸状 虫 ・ 部 項目 別 引 


4. 生理 , 生態 , 定期 出現 


細谷 英夫 ・ 玉 ・ 高 概 沢 幸雄 ・ 立 山高 則 (1957) , 
井上 太郎 (1935, 1936b, 1937c, 1937e) , 板 臣 四郎 ・ 米 
久 (1938) , 片 峰 大 助 ・ 博 教 ・ 田 瀬 井 
義 (1955), 川上 (1919), 川上 長 沢 (1926) , 北川 
正 淳 (1924) , Kosuge (1924) , 久保 道夫 (1938・1940) , 
久保 道夫 ・ 正 ・ 郎 ・ 山 田 , 久米 清 
治 (1956) , 久米 清治 ・ 古 薬 大 一 ・ 板 垣 四 郎 (1942), 前 
畑 (1942b, 1942e), 村田 一 (1938, 1939a, 1939b, 
1940a, 1940b) , 大 石 小 林 ・ 久 米 清 治 (1958), 
大 石田 久米 清治 (1957a, 1957b), 内 大 典 ・ 橋 本 
紺 ・ 堀 見 利 正 (1953, 1954, 竹内 方 義 (1931, 1953), 
照井 (1926), 若杉 幹太 郎 ・ 林 生 ・ 佐 々 学 ・Yaman- 
ouchi (1927, 1928) 


5. 発育 ・ 中 間 宿 


本 問 新 一 (1939, 1941a), 井上 太郎 (1936a, 1936c, 
1937b, 1937c, 1637d), 板垣 四郎 ・ 久 米 清 治 (1938, 
1943) , 久米 清治 (1949, 1953a), 久米 清水 ・ 板 垣 四 郎 
(1943, 1947, 1948b, 1948c, 1949a), 久米 ・ 


・ 板 四 郎 (1943, 1944, 1944b), 久米 ・ 大 


・ 久 米 清 治 ・ 板垣 四郎 (1944) 


6. 感染 


阿久 沢 実 ・ 小 山 ・ 小 夫 (1958) , 千葉 
(1950) , 原 本 新 一 (1941c), 井上 太郎 
(1938, 1939a, 1939d), 板垣 四郎 ・ 久 米 (1938), 
板垣 四郎 ・ 信 日 等 男 (1948) , 片 峰 大 助 ・ 江 良 栄 一 (1957) , 
久米 (1950d, 1951c), 久米 ・ 板 四 郎 (1948 
a), 久米 ・ 光 板 四 郎 (1945b) , 久米 清治 
出口 ・ 板 四 郎 (1943) , 村田 一 (1940c), 永田 正 
山 一 (1958) , 妹尾 弧 ・ 坪 井 正人 ・ 利 (1943) , 
田辺 紀夫 (1957) 


病理 , 症候 

幸次 郎 (1950a, 1950b), 秋山 静 一 ・ 西川 消 
(1944) , 本 田 郁代 (1921) , 本 問 新 一 (1641c), 細川 修 
治 ・ 内 野 文 竣 ・ 神 徳 車 (1955) , 細谷 英夫 (1956), 飯田 
降 一 (1924) , 石原 泉 大 (1955) 川上 北 
川 正 (1922, 1916) , 功刀 照夫 (1956) , 前 畑 (1942 
a, 1942c, 1942d) , 三村 六郎 (1935), 武藤 義治 1952), 
長倉 義夫 (1935) , 長沢 (1928), 中 島 三 ・ 
・ 佐 々 木原 進 (1956) , 柄 川 清 勝 (1941, 1942 a, 1942 
b, 1942c, 1943), 小倉 郎 ・ 青 (1900) , 大 
橋元 (1938) , 斎藤 悦 (1930) , 坂本 (1936), 真 
生 1940) , 沼 保 ・ 石 原 勝也 (1955, 1956), 高見 
1996)。 下 (1951, 1955a, 1955b), 矢野 
中 (1926) 


8. 診断 , 治療 


五 野 (1934) , 次 率 次 郎 (1956 a, 1956 b) , 阿久 
沢 実 ・ 小 山 三 人 ・ 小 (1958) , 青木 意 剣 崎 
直 裕 (1953), Ee R. K., Fonseca, J., William, G., 
Rice, B., & Leach, F. (1957) , 後藤 寿 作 ・ 星 川合 (1954), 
晴 (1932, 1934, 1938, 1939), 川 恒夫 (1942), 一 ノ 


(61 ) 


2. 分 類 , 形態 


瀬 三 (1934), 池田 (1954) , 今田 忠信 ・ 山 弘 ・ 
崎 伊 藤 一 ニ 1955) , 板 1929a) 板垣 
四郎 ・ 艇 野 太郎 (927), 板垣 四郎 ・ 清治 (1938, 

1939a, 1939b) , 久米 (1950a, 1950f, 
1950g, 1951b, 1952b, 1952c, 1953b, 1953c, 1954a, 1954 
b, 1957, 1958), 久米 ・ 久夫 (1949), 久米 
治 ・ 大 石 浮 (1949, 1951, 1952a, 1952b, 1952c, 1952 
d, 1953, 1954, 1956, 1957), 久米 清治 ・ 大 石 中 
沢 1954b) , 黒川 和雄 (1957), 黒川 和雄 ・ 賀 英 
幸 ・ 森 脇 弘 ・ 吉 崎 重 悦 ・ 関 本 祥 見 (1954a, 1954b), 黒 
川 和 雄 ・ 田 政 ・ 後 藤 (1957) , 黒川 和雄 ・ 
政 恵 ・ 後 ・ 大 平 佐 門 (1956) , 黒川 和雄 ・ 
・ 大 平 佐 門 ・ 後 藤 慶 降 (1956) , 黒川 和雄 ・ 大 平 佐 門 ・ 
後藤 (1957) , 黒川 和雄 佐 門 ・ 後 ・ 山 
下 光 介 ・ 吉 崎 重 悦 (1955) , 黒川 和雄 ・ 大 平 佐 門 ・ 後 療 
・ 山 下 光 1957), 黒川 和雄 ・ 大 平 佐 門 ・ 原 賀 英 
幸 ・ 吉崎 宣 悦 ・ 関本 祥 (1954a, 1954b, 1955a, 

1955b) , 黒川 和雄 ・ 大 平 佐 門 ・ 原 賀 英幸 ・ 森 脇 弘 ・ 吉 
崎 重 悦 (1954a, 1954b) , 黒川 和雄 ・ 土 屋 好 一 木 
(1957) , 峰 英 重 (1953) , 宮井 夫 ・ 堀 正洋 (1952), 

森 健 樹 ・ 森 建 吉 (1951, 1952), 長倉 義夫 1956), 永田 
正弘 ・ 西 村 専 治郎 ・ 水 ・ 山 田 一 (1957) , 永田 
正弘 ・ 山 田 一 , 中 村 夫 ・ 島 功 1955), 野 
田亮 二 ・ 野 田 周 作 (1951, 1952, 1953), 野田 亮二 ・ 岡 
武 (1952) , 大 越 伸 ・ 守男 (1948) , 小国 秀男 ・ 細 
英夫 ・ 玉井 ・ 熊 二 ・ 山 田 政治 (1957), 
大 久 米 治 (1954, 1956a, 1956b, 1957c), 大 
石田 中 :・ 久 米 清 治 (1954, 1955, 1956) , 坂本 
(1939) , ・ 佐 藤久 元 (1951) , 重 (1943) , 真 
迎 寺 生 (1940) , 貞 一 郎 1952) , 鈴木 光 進 1953) , 

田熊 郎 1929) , 高岡 (195%), 田中 操 ・ 重 
矢 ・ 東 1942) , 守男 ・ 数 野 造 (1954), 
男 ・ 佐 藤 (1952) , 土 野 (1552) , 和田 1927), 

若杉 幹太 郎 (1957) , 若杉 幹太 郎 ・ 林 江 生 ・ 佐 々 学 (1956) , 

米倉 皿 夫 (1951, 1955a, 1955b) 


9. 予防 , 撲 減 


本 問 新 一 (1941c), 石川 一 (1932) , 板垣 四郎 ・ 久 米 清 
治 (1939a, 1939b, 1950c, 1950f, 1952b, 1953b, 

1954a), 久米 ・ 板 四 郎 (1942, 1949b), 久米 
治 ・ 光輝 ・ 板 垣 四 郎 (1954a) , 久米 ・ 大 石 ・ 
久保 道夫 (1951) 


I. Setfaria digitata 


分 布 
秋山 定 勝 ・ 塩 入 恒 雄 ・ 川 野 照 典 (1952) , 石原 忠雄 ・ 尾 
形 藤 治 (1952, 1953a, 1953b), 河村 了 (1941, 1916), 
河野 郎 (1957) , 小山 満 ・ 実 ・ 一 色 於 郎 ・ 
保 ・ 山 本 博之 (1954) , 山田 勝一 ・ 水 木 
郎 (1913) 


佐藤 孝 ・ 林 滋 生 ・ 飯 田 鈴 (1953) , 守男 (1953) 
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3. - 生理 , 生態 6. 病理 , 病因 , 症候 


博 (1953, 1354a, 1954b), 小国 秀男 ・ 大 野 江本 修 (1918, 1922, 1924, 1930), 保 三郎 ・Pillai, 

生 (1951) , 大 久保 夫 ・ 博 ・ 田 鳥 大 ・ 佐 C.P. (1952) , 石井 進 ・ 渡 辺 昇 蔵 (1942) , 石井 進 , 矢島 

一 (1955) , 尾 汗 義人 (1957) , 尾崎 利 次 (1951), 米 石原 川 間 ・ 橋口 (1952, 1953a, 1953b) , 

沢 藤 士 (1952, 1953a, 1953b) , 大 久保 不二夫 (1953) 伊藤 鶴馬 (1921) , 川島 秀雄 ・ 石 井 富士 雄 (1942) , 木村 

4. lsh eml 哲二 , 新 美 大 四郎 (1939, 1940, 1941), 森 香 中 (1951, 


i 試験 場 1941a, 1941b) , 大 久保 義夫 ・ 米 村 寿 男 (1942), 
5. 感染 , 坂巻 海 三 郎 (1938) , 佐藤 達 (1951) , 塩川 正 (1955), 
福島 英 座 ・ 野 中 俊明 (1957) , 河野 猪 三 郎 (1957), 新 美 保 忠 三 郎 (1951c, 1954a, 1955, 1956), 荘 保 叫 三 郎 ・ 
大 四郎 (1956). 新 美 大 四郎 ・ 河 野 猪 三郎 (1957) , 岡部 。 - Innes, J.R.M.(1952a, 1952b) , 田中 稔 夫 (1957) , Shoho, 
洗 洋 (1954) , 岡部 海洋 ・ 松 瀬 幹也 ・ 小 野 典 雄 ・ 福 山 導 C., & Tanaka, T. (1955) , 高島 一 雄 (1950, 1951c), 朝 
・ 杉 野 栄 1957), 小野 雄 (1957) 協 会 (1942, 1942b) , 山田 喜平 (1956,1957b) , 
6. 病理 , 症候 田 次 男 (1951) , 山 極 三郎 (1940a, 1940b, 1941) , 山 極 
道成 ・ 山 手 裕二 (1943) , 山 極 郎 ・ 郎 ・ 岩 村 
々 木原 進 (1956) , 鈴木 兵 一 (1951) , 守 ・ 
三 (1956) 。 上 野 計 ・ 石 尾形 兼 明 ・ 山 手 裕二 (1943a, 1943b) , 田 純 (1952b) 
治 (1954a, 1954b), 山田 ・ 水 郎 (1913) 7. 診断 , 診療 
7. 治療 秋山 定 勝 (1952) , 次 藤 鉄 一 1950), 青木 丈 一 (1944, 
科 (1952), 石原 上 野 計 ・ ・ 形 藤 治 (1953), 小 関 * 原 直 (1952a, 1952b) , 古野 (1952) , 
・ 原信 夫 ・ 勝 木 辰 男 ・ 神 宮 夫 , 加藤 房 男 (1952), 
Inns, J.R.M.・ 石 原 忠雄 (1956a, 1956b) , 石原 叫 雄 ・ 尾 
N. 脳髄 症 川田 郎 正 明 ・ 三 木 (1954) , 石原 忠雄 
治 ・ 鳥 ・ 上 野 計 ・ 北 岡 ・ 角 田 清 (1952) , 
a 綿 , 尾形 治 ・ 橋 (1953a, 1953b), 岩村 
(1651) , 地 四郎 (1955), 鹿屋 乳 山 羊 好 会 


(1951) , 少 堀 進 (1948), 小杉 光雄 (1951), 小 由 和雄 


郎 1952) , Innes, J.R.M.・ 板 垣 四 郎 (1930) , 
(1948) , 久米 (1949b, 1949c), 松井 修 (1951) , 峰 


郎 (1944) , 保 郎 (1951a, 
. 村上 大 ・ 宮 格 (1948) , 中 村 良 一 1950 
) , 中 村 良 一 ・ 票 原 美 佐 雄 (1952 a, 1952 b) , 中 村 良 
2. 分 布 , 統計 , 疲 学 eet 加藤 昭男 (1951) , 新 美 大 四郎 ・ 板 舞 四 

秋山 定 (1952) , 橋爪 郎 (1940) , 林 ・ 佐 藤 孝 郎 (1942,。1943) , 二宮 正明 ・ 町 田 時 男 ・ 沢 英雄 ・ 

佐 々 学 (1953), 保 忠 郎 ・Pillai, C.P. (1952) , 木 (1955a, 1955b), 大 越 伸 (1949, 1951), 伸 ・ 
崎 格 (1956) , 宮本 佐 市 ( (1951), 長畑 寿 賀 雄 (1944) , 新 美 谷 日 守男 (1948) , , 課 摩 新 作 (1952), 佐藤 七 三郎 (1950) , 
大 四郎 ・ 板 垣 四 郎 (1938, 1940, 1941, 1942, 1943), 佐藤 達 (1951) , 瀬島 昇 (1948), 塩川 正 (1947a, 1947 
農林 省 書 産 局 衛生 課 (1950) , 農林 省 嬉 産 試験 場 (1941 b, 1948, 1952), 塩川 正 ・ 大 井 良 平 ・ 礁 永 文 良 ・ 関 ロ 

保 忠 三 郎 ・Innes, J.R.M. (1952a, 1952b) , 東京 信雄 (1957) , 塩川 正 ・ 六 波 悟 ・ 浦 野 由 (1955), 
農学 部 獣医 学科 学生 調査 (1943) , 渡辺 昇 蔵 (1943) 保 忠 三 郎 ・ 郎 ・ 井 上 忠良 ・ 沢 ・ 久 保 


郎 1952a, 1952b), 叫 郎 ・ 太郎 ・ 井 上 


・ 久 保 郎 ・ 佐 栄 ・ 田 中 利男 (1954) 
和良 ・ ・ 久 保 郎 ・ 佐 中 利男 (1954 
林 ・ 佐 佐 々 学 1953) 高島 一 雄 (1951a, 1951b), 田中 稔 夫 1957), 谷 
4. 中 間 宿 王 介 (1939) , 鉄 本 昭 吾 ・ 細 谷 英 夫 ・ 神 谷 芳 枝 (1953), 千 
秋山 定 勝 (1954), 町 田 時 男 ・ 古 越 百 (1951, 1953) 薬 一 郎 ・ 斎 藤 新 作 ・ 吉 田 増 一 ・ 綿 引 誠 (1951) , 千葉 豆 
一 郎 森 一 (1948), 脇本 正義 (1652) , 渡辺 昇 1957), 
尾形 治 ・ 市 川 収 (1952) , 石原 ・ 米 寿 男 ・ 市 川 


収 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 (1954, 1956), 岡部 洗 洋 (1952 
a, 1952d) , 岡部 浩 洋 ・ 松 幹 (1656) 男 (1942) , 今井 治郎 ・ 黒 川 和 雄 ・ 原信 夫 ・ 
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勝木 辰男 ・ 神 宮 寿 夫 ・ 加 藤 房 男 (1952), Innes, J.R.M. 

・ 石 原 叫 雄 (1953) , 石原 叫 雄 ・ 尾 形 藤 治 ・ 上 野 計 ・ 二 

正明 ・ 川 田 喝 郎 ・ 三 木 茂 (1954a, 1954c, 1955) , 石原 叫 ' 
・ ・ 矢 島 朝 ・ 上 野 計 ・ 北 岡 茂男 ・ 角 田 清 


(1952, 1953), ・ 上 野 計 ・ 林 和夫 ・ 井 源 ・ 
三橋 一 和男 (1957) , 石原 叫 雄 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 ・ 橋 ロ 


1953c), 板垣 四郎 ・ 細 谷 英 夫 ・ 日 守男 ・ 概 本 
吉 ・ 木村 功 ・ 木村 元 ・ 沢 ・ 井 上 忠良 ・ 玉 井 
郎 ・ 山 田 政治 ・ 平 川 則 満 (1957) , 板垣 四郎 ・ 細 谷 英 夫 
・ ・ 根 本 吉 徳 ・ 高 橋 芳 ・ 青 ・ 山 田 政 
・ 玉 井 1955) , 板垣 四郎 ・ 小 国 男 ・ 大 一 
(1948) , 鶴馬 (1921), 好 会 (1951), 

木村 浩治 ・ 大 角 博 浦 島 毅 ・ 林 和夫 ・ 宮 腰 ・ 
実 ・ 中 村 美 川 降 一 ・ 浦 山 ・ 沢 松 作 ・ 石 
(1956) , 小松 広 (1943), 久米 清治 (1949a, 1949 
b, 1949c), 薬 原 志 都 夫 ・ 細 谷 英 夫 (1949), 峰 英 重 
(1948) , 峰 英 重 ・ 和 田 市 造 (1948), 村上 大 蔵 ・ 宮 崎 格 
(1948) , 中 村 良 一 (1950a, 1950b), 中 村 良 一 ・ 栗 原 
美佐 雄 (1952a, 1952b), 新 美 大 四郎 (1954), 新 美 大 
四郎 , 板垣 四郎 (1942, 1943), 二宮 正明 ・ 川 田 喝 郎 ・ 

堀 家 守 ・ 町 田 時 男 ・ 三 木 ・ 石 原 雄 (1955a, 1955 
b), 二宮 正明 ・ 川 田 喝 郎 ・ 松 川 誠 夫 ・ 北 島 千 里 ・ 三 木 
茂 ・ 東 原 太 郎 1957) , 二宮 正明 ・ 町 田 時 和男 ・ 岩 沢 英 雄 
・ 三 木 (1955a, 1955b), 大 越 伸 (1951), 岡部 
(1952b, 1952c, 1954), 岡部 ・ 石 橋 (1953), 
岡部 松 瀬 幹也 (1956) , 斎藤 修 ・ 田 政 (1941) 
斎藤 修 ・ 新 一 ・ 田 政 (1943) , 新作 (1952, 
1953) , 佐藤 達 (1951), 篠原 寿一 ・ 羽 生田 良 ・ 宮 沢 
治 ・ 広 瀬 優 (1956) , 塩川 正 (1947a, 1948, 1952), 塩 
川 正 ・ 大 井 良 平 ・ 礁 永 文 良 ・ 関 唱 信 雄 (1957) , 塩川 正 
・ 悟 ・ 浦 由 (1955) , 保 忠 三 郎 ・ 沢 太 
郎 ・ 井 上 忠良 ・ 沢 ・ 久 保 三郎 (1952a, 1952b), 
忠 三郎 ・ 太郎 ・ 井 上 良 ・ 沢 ・ 久 保 
三郎 ・ 佐 藤 栄 治 ・ 田 中 利夫 (1954) , 千葉 喜一 郎 ・ 鈴 木 
兵 一 1948), 富山 県 農林 部 閉 産 課 (1955), 浦野 由 術 
(1949a, 1949b), 脇本 正義 (1952), 渡辺 昇 (1957) , 
純夫 (1952a) , 吉利 用 ・ 小 野寺 ・ 岩 田 武 ・ 広 


辺 精 一 (1954) 

1. 分 

石井 進 ・ 須 川 章 夫 (1944) , 長畑 寿 賀 雄 (1944b) 
2. 中 間 宿 

板垣 四郎 ・ 守 男 ・ 河 田 有 (1946a, 1946b, 1947, 
a) 


3. 病理 , 病因 , 症候 
鉄 一 1951,1953) , 稲川 (1948) , 石川 進 1944 
板垣 四郎 ・ 谷 男 ・ 河 田 有 (1947b, 1948), 菊地 
賢次 郎 ・ 千 葉 喜 一 郎 (1946) , 宮本 佐 市 (1951), 長畑 寿 
賀 (1944b, 1946), 野村 歩 ・ 科 一 治 1956) , 小国 
男 ・ 野 村 歩 (1944, 1947) , 小国 秀男 ・ 木 全 生 ・ 細 
谷 英 夫 (1957) , 田中 利男 ・ 庫 終 三 ・ 荘 保 忠 三郎 ・ 山 極 


2. 線 虫 糸状 ・ 第 部 項目 別 索引 
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三郎 (1945) , 舘 沢 円 之 助 ・ 小 倉 喜 佐 次 郎 (1956), 馬 の 
腰 調査 会 1956, 1957) 

4. 診療 
鉄 一 (1951,1953) , 菊地 賢次 郎 ・ 葉 一 郎 1946) , 
林田 武男 (1951) , 宮本 佐 市 1951) , 長畑 寿 賀 雄 (1944 
a) , 小国 ・ 野 村 歩 (1944, 1947) , 橘 勝一 (1948) 


5. 予防 
久米 清治 (1957) , 業 内 大 典 ・ ・ 高 橋 覚 ・ 泉 沢 正 名 ・ 菅 原 
俊一 郎 1949) , 田 ・ 大 典 ・ 田 部 幸雄 ・ 高 橋 
覚 ・ 泉 沢 正 名 ・ 俊一 郎 ( 1948) , の 後 
究 委 員 会 (1948) 


P. 皮 糸状 症 


1. 
中 林 一 (1955) 

2. 分 布 , 統計 , 疲 学 

石原 忠雄 ・ 押 田 等 ・ 長 岡 春 義 (1956) , 石原 叫 雄 ・ 上 野 

計 (1956a) , 石原 忠雄 ・ 上 野 計 ・ 尾 形 藤 治 (1955a), 角 
橋 三 郎 ・ 宮 本 喜 夫 (1950) 

3. 発育 ・ 中 間 宿 
細谷 英夫 ・ 玉 吉 ・ 川 誠治 (1956) , 石原 ・ 
方 一 (1955) , 北岡 ・ 鳥 朝 上 野 計 ・ 石 原 
雄 (1955), 上 野 計 ・ 北 岡 ・ 石 ・ 島 朝 
(1955a, 1955b) , 上 野 計 ・ 北 岡 茂男 ・ 石 原 雄 ・ 島 
朝彦 (1956) , Yamashita, J., Kitamura, Nakamura, 
R. (1957) 


4. 病理 , 病因 , 症候 

収 (1940) , 石原 忠雄 (1956), 石原 叫 雄 ・ 上 野 
(1955a, 1955c, 1656b, 1956c), 石原 叫 雄 ・ 上 野 計 
尾形 治 (1955 b) , 市 岡 朝 (1954), 市 岡 朝 田 
貞 竜 ・ 森 田 義雄 (1956) , 市 岡 朝 訪 ・ 中 村 虎 一 ・ 阿 部 正 
夫 ・ 野 田 義 郎 (1951a, 1951b), 角 橋 三郎 1956), 近 
四郎 ・ 上 鳥 (1928) , 久 池 忠 男 ・ 和 市 造 
(1942) , 中 村 良 一 (1956), 中 村 良 一 ・ 松 橋 山 下 郎 
・ 佐 藤 博 ・ 原 田 太 ・ 中 鳥 康 順 (1955a, 1955b), Nakamura, 
R., Matsuhashi, A., Yamashita, N., Yamamoto, 

T, (1956), Nakamura, R., Sonoda, M., Too, K., 

Sato, H., Yamashita, J., Abe, H., Takamiya, T. 

Kurosaki, T. & Shibata, R. (1954) , 中 村 良 一 ・ 其 
田 三 ・ 戸 尾 彦 ・ 佐 博 山 下 次 男 ・ 阿 部 仁 ・ 高 
宮 寿 男 ・ 黒 達 芝 田 六 郎 (1955) , 小国 秀男 (1936) , 
佐々 木 昇 ・ 宮 田 二 1951) , 佐々 木 昇 ・ 佐 野 二 1953, 

1954a, 1956), 佐々 木 昇 ・ 佐 藤 政 雄 (1954), 佐々 木 昇 
・ 佐 政 雄 ・ 佐 野 二 (1954 a), 佐藤 孝 林 (1954) 
佐藤 孝 ・ 林 ・ 田 中 ・ 佐 々 学 ・ 佐 々 木 昇 1954) , 
佐藤 田 中 寛 ・ 林 ・ 佐 々 学 ・ 林 必 正 ・ 佐 
木 昇 (1954) , 邊 守男 (1954, 1956), 守男 ・ 板 垣 


四郎 (1954) , 上 野 計 ・ 石 原 忠雄 (1956a, 1956b, 1957 
a, 1957b) 


illai, 
朝 
33b) , 
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5. 診断 , 診療 種 動物 寄生 状 
石原 忠雄 ・ 上 野 計 ・ 押 田 等 ・ 長 岡 春 義 (1956) , 市 岡 朝 
・ 守 森 田 義 (1956) , 小西 (1955), 真 CARDIONEMA 
(6966) 。 ten Yamaguti, 1941 山口 仲 1941d (分 類 ) 
DIPLOTRIAENA 


Matsuhashi, A., Sakata, K.(1957), 中 村 和 良一 槍 ・ 
橋 山下 次 郎 ・ 佐 貴博 ・ 原 田 ・ 中 康 順 (1955a, 
1955b) , Nakamura, R., Matsuhashi, M., Yamashita, st 

].。Yamamoto, (1956), 中 村 良一 ・ 田 三 夫 ・ 佐 manipoli Chu, 1931 山口 左 仲 1935b (形態 ) 
・ 山 下 次 郎 ・ 音 別 江 別 協 家 所 Yamaguti, 1935 
Mon: . 山口 左 仲 1935c (分 類 ) 
Sato, H., Yamashita, J., Abe, H., Takamiya, T., 
Kurosaki, T. & Shibata, R. (1954), 中 村 良 一 ・ 其 


bargusinica Skrjabin, 1917 
山口 左 仲 1935a ( 形 能 ) 


nipponensis Yamaguti, 1941 
山口 左 仲 1941i (分 類 ) 


田 三 夫 ・ 戸 尾 ・ 佐 ・ 山 下 次 男 ・ 阿 部 仁 ・ 高 DIROFILARIA_ 

EUFILARIA 

(1954b) , 佐々 木 昇 ・ 佐 藤 政 雄 ・ 佐 野 (1954b. 

1957), 谷 日 守男 (1954, 1956), 谷口 守男 ・ 板 垣 四郎 lari Yamaguti, 1935 山口 左 仲 1935d (分 類 ) 

HAEMATOSPICULUM 

(1954) , 人 守男 ・ 数 野 ・ 太田 ・ 阿部 昭二 (分 ) 

1954) 。 ・ 太 田 阿 部 昭二 ・ 戸 末 accipitris Yamaguti, 1941 左 促 194le 分 類 ) 

・ 斎 友 (1955), 守男 ・ 押 田 等 ・ 婦 形態) 

原 京 一 1554) , 谷 日 守男 ・ 米 花 由 1953) Sp. (from Lanius cristatus 

6. 予防 山口 左 促 1941g (分 類 , 形態 ) 
石原 忠雄 ・ 上 野 計 (1955b) , 石原 忠雄 ・ 上 野 計 ・ 押 田 ICOSIELLA 

・ 長 義 (1956) , 中 村 良 一 ・ 松 橋 山 下 次 郎 ・ kobayashi Yamaguti, 1941 山口 1941c (分 類 ) 


中 村 良 一 ・ 其 田 LITOMOSOIDES 
carinii (Travassos, 1919) 佐々 学 ・ 林 癌 生 1955 
(感染 ), 若杉 幹太 郎 1955 (感染 ) , 若杉 幹太 郎 ・ 林 


原田 太 ・ 中 康 (1955b) , 
・ 佐 藤 博 ・ 戸 尾 明 彦 ・ 山 下 次 郎 ・ 音 別 ・ 江 別 農 


中 村 一 ・ 基 三 夫 ・ 戸 尾 195: 
・ 佐 山 下 次郎 ・ 阿 部 ・ 高 宮 ・ 黒 崎 ・ 生 ・ 田 中 1955 ( 
sasabi Yamaguti, 1941 山 仲 1941b (分 類 ) 
SERRATOSPICULUM 
b. 和牛 ( わ ひ 叉 こせ ) tendo (Nitzsch, 1857) 山口 左 仲 1941h (形態 ) 
1. SPIROFILARIA 
佐藤 林 ・ 佐 々 学 (1954 山口 左 1935e (分 類 ) 
2. 中 間 宿 の フイ ラリ ア 林 生 ・ 佐 若 杉 幹 太郎 
細谷 英夫 ・ 玉 井 吉 ・ 川 誠治 (1956) 1956 (形態 , 分 類 ) , 加納 六郎 1950( 形 ), 中 川 
3. 病理 , 病因 松 1914( 形 熊 ) 
市 岡 (1954), 河野 新 大 四朗 1954), 新 寄生 学 雑 誌 
美 大 四郎 (1953, 1954) , 新装 四郎 河野 三郎 1952, ot 
1953, 1954a, 1954b, 1954c 1951, 1955b, 1956), Vt RR 
* ppl. 1959 
1927a, 1928, 1929b, 1929c), 


34 年 3 月 25 印 
新 美 大 四郎 1654 , 佐藤 田 中 ・ 林 生 ・ 佐 々 
学 ・ 林 原 必 正 ・ 佐 々 木 昇 (1954) 

4. 診断 , 治療 


広江 (1955) , 義郎 1957), 河野 三 郎 1956), 
嶋 礼 三郎 ・ 悟 ・ 江 (1958) , 小国 秀男 (1929 


編集 兼 発 行 日 本 寄 生 虫 学 会 
印刷 所 一 ツタ 橋 印 刷 株 式 会 社 


a, 1929c), 佐藤 林 原 必 正 ( 1954) , 佐藤 孝 林 学会 事務 所 
(1954) , 佐藤 達 ( 1952), ・ 米 生研 
新 美 大 四郎 (1954) 座 
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